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			エルフ転生からのチート建国記⑤

			月夜涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・サトモトアイ＋新垣 至（ＲＥＶＯ ｄｅｓｉｇｎ）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　出発前日

			第１話　安らかなる祝福

			第２話　出発

			第３話　領事館

			第４話　別れ

			第５話　麻と涙と

			第６話　帝都

			第７話　契約

			第８話　帝国の弱点

			第９話　人でいられる境界線

			第10話　禁忌の五人

			第11話　大麻料理

			第12話　麻薬(ソージ)

			第13話　麻薬(ソージ)の改良

			第14話　暗躍

			第15話　壊れた帝国　～ヴォルデック公爵視点～

			第16話　戦争開始

			第17話　攻城破壊弓(バリスタ)

			第18話　クラスター爆弾

			第19話　帰還

			第20話　防衛戦

			第21話　一騎打ち

			第22話　決着

			第23話　【輪廻回帰】

			第24話　戦いの終わり

			エピローグ　エルフ転生からのチート建国記

		

	
		
			　

			プロローグ　出発前日

			　

			　結婚式が終わり、俺はルシエとクウと正式に結ばれた。気力が漲(みなぎ)ってくる。今なら何でもできる気がした。

			「それにしても、式は楽しかったな」

			　式が終わってからの宴会では、ユキノたちが、歌と踊りを披(ひ)露(ろう)してくれた。

			　三人の『よっこらふぉっくす』は非常に可愛(かわい)らしく、見ていると自然に頬がほころんだ。

			　三人が踊っている途中に、理性が吹き飛び、乱入しようとした不届きものを取り押さえるハプニングもあったが、大盛況のうちに終わった。

			　クウなんて、『よっこらふぉっくす』を見ると、顔を赤くして俯(うつむ)いて、ぷるぷる震えながら、

			「あの子たち、私のために、あんな恥ずかしい歌を歌ってくれるなんて……嬉しいです。でも古傷が、古傷が疼(うず)くぅ」

			　なんて言って涙をこぼしていた。その横で、俺とルシエは三人の妹たちの揺れる尻尾(しつぽ)を堪能し、非常に満足していた。

			　他にもエルフのコンナたちの演奏や、狩人たちの曲芸じみた射撃、なぜか、じいが飛び入りで手品を披(ひ)露(ろう)するなどがあって、夜明けまで盛り上がり続けた。

			「シリル兄様、こんな感じでいい？」

			　結婚式のことを考えていた俺に、銀色の火狐のユキノが問いかけてくる。

			　今、俺たちはアスールたちに見せた製鉄のための高(こう)炉(ろ)とは反対側にある、もう一つの炉(ろ)……コークス炉(ろ)に居た。

			　こっちはアスールたちに見せていないし、今後も見せるつもりもない。

			　明日になれば、エリンに出発するので、このコークス炉(ろ)の扱い方を留守番組に教え込んでから出発するつもりだった。

			「うん、それぐらいの火加減でちょうどいい。そっちはいいとして……ネール、風をもう少し強く」

			「はっ、はい、シリル様」

			　エルフの少女のネールは、俺の声に驚きながらも風の力を強めた。

			　それにより、コークス炉(ろ)に風が循環する。コンナの妹だけあって性格がよく似ている。

			「シリル兄様、石炭だけしかいれてないけど、何を作ってるの？」

			　ユキノが火を緩(ゆる)めずに聞いてくる。

			「これは、石炭をコークスっていうものに変えるための炉(ろ)なんだ。製鉄をするときに、石炭をそのまま使うと、火力が落ちるし、いろいろと無駄なものが入っていて、鉄の質を落としちゃうんだ。だから石炭は不純物を取り除いてから使わないといけない。その、不純物を取り除いたものをコークスって言って、それを作っている」

			　石炭には、硫黄、コールタール、ピッチなどが含まれており、特に硫黄は鉄を脆(もろ)くしてしまう。だからこそ、事前にそれらを取り除かないといけない。

			　そのためには、一三〇〇℃以上の高温で数十分蒸し焼きにする。

			　それによって石炭から不純物が分離するのだ。さらに、この工程を踏むことで石炭以上の高温での燃焼が可能になる。

			　普通なら、燃料である石炭を加工するために、石炭を使用するなんて馬鹿なことになってしまうが、エルシエには火狐がいる。彼らの力を借りることで燃料の問題はクリアする。

			　さらに、エルフの力を借りて適切な送風をすることで、熱を均一にしたまま加熱し、強度のあるコークスを得られる。

			「シリル兄様、どうしてこんなの作るの？　鉄を作るとき、ユキノたちならこんなのなくても作れる」

			「そうだね、このコークスは自分たちで使うために作っているわけじゃないんだ。エリンに売る、エルシエの特産品だよ」

			　石炭でも鉄は作れる。だが、コークスを使ったほうが効率的に、なおかつ高品質の鉄が作れる。間違いなく、エリンが欲しがる商品だ。

			　しかも、石炭をコークスにする工程を自力で気が付くには時間がかかるし、効率よくコークス化を行うための設備なんて数十年は出てこないだろう。その間エルシエの重要な資金源になる。

			「他にも、これを見て」

			　俺は、コークス炉(ろ)に作ったくぼみに溜まった硫黄を取り出した。

			　このコークス炉(ろ)には仕掛けがあり、コークスを作った際に発生した不純物をまとめて取り置ける設計になっている。

			「シリル兄様、これ何？」

			「硫黄、火薬の原料だよ」

			「火薬って、この前シリル兄様が使った、どかーんってする奴？」

			「そう。コークスを作るついでにこれがいっぱい、取れるんだ。お金を稼(かせ)ぐついでに武器が補充できる。素敵だろう？」

			「うん、ユキノも、無駄が無くていいと思う」

			　今まで動物の死骸からの抽出や、エリンに売っているアクセサリー用の硫黄で火薬を作ってきたが、これからはこのコークス炉(ろ)でどんどん硫黄を確保できる。

			　石炭の調達については、ベル・エルシエにいる五大長に相談したところ、五大長の一人が自分のいた村の近くで燃える石が採掘できると言っていたので、ベル・エルシエの住人に採掘してもらった。

			　エリンには、コークスを石炭の加工品ではなく、高品質な石炭として売るつもりなので、エリンで購入せずに石炭が手に入るのは運が良かったと言える。さすがに、エリンで石炭を大量購入すれば怪しまれる。

			「シリル兄様、ずるい。エリンの人たちには、鉄のことを教えるって約束してたのに」

			「約束は守ってるよ。ただ、よりよい作り方が他にあったってだけだからね」

			　石炭のままでも、帝国のものより性能のいいものはきちんと作れる。そこは嘘ではない。

			　ただ、そこに俺たちが儲けるための余地を残しただけだ。

			「シリル兄様、できた」

			「どれどれ、うん、よくできてる」

			　ユキノたちの作業により、石炭は真っ黒なコークスに変わった。

			　熱を冷ましてから触ってみるが、不純物がない、いい仕上がりだった。

			「俺のいない間、ユキノにこのコークス炉(ろ)のことは任せるよ。これから、どんどんベル・エルシエから石炭が運ばれるから、ユキノはエルフの皆と協力して、それを可能な限りコークスにして、硫黄を溜めこんでおくこと。できるかな？」

			「うん、シリル兄様、任せて」

			「ありがとう、ユキノ。ユキノには、いろいろと頼んで悪いと思っているよ」

			　イラクサのメンバーとしての訓練、家と村長宅の家事、ヤギの世話、それにこのコークス炉(ろ)の仕事だ。

			　一二歳の少女に任せるにはかなりの仕事量だが、火狐の中でも特別な力を持つ銀色の火狐、その力に頼らざるをえない。

			「構わない。ユキノはシリル兄様に頼ってもらえてうれしい。いっぱいいっぱい頑張るから、帰ってきたらいっぱい褒(ほ)めてね。あと、ユキノのお願いを聞いてくれると嬉しい」

			「もちろん、俺にできることなら何でもするよ」

			「なら、シリル兄様、ユキノにシリル兄様の子供を産ませて」

			「……それ以外で」

			「シリル兄様の嘘つき」

			　いつか、ユキノにちゃんとした性教育をしないといけない。クウやルシエは逃げているので、クウの師匠のレラあたりに頼もうか、経験が豊富そうだし。

			「それは置いといて、出発前にユキノにプレゼント。ずっと、帝国との戦争のときに頑張ってくれたご褒(ほう)美(び)をあげてなかったからね。気に入ってくれると嬉しいよ」

			　俺は熱を出して倒れるまで頑張ってくれたユキノのために、ご褒(ほう)美(び)をあげると約束していた。

			　ユキノに何が欲しいか聞いていたのだが、返事がなかったので、後回しになってしまっていた。

			　だから、俺の一存でプレゼントを贈ることにした。

			　上品でシックな色合いの革のチョーカー、正面にルビーのような赤い宝石がついている。それをユキノには見えないよう、後ろから彼女の白くて細い首に巻く。

			　銀色の髪や狐耳に、シックなチョーカーはなかなか似合っていた。

			「シリル兄様、ありがとう！　ちょっと、外行ってきていい？」

			「どうして外に？」

			「ユキノ、首に巻いているから、自分で見られない。水にうつしてチョーカーを見るの」

			「外せばいいんじゃないかな」

			「シリル兄様がつけてくれたのに、見る前に外すなんて絶対、嫌」

			　ユキノは変なところで頑(がん)固(こ)だ。

			「手鏡を持っているから、それを使って」

			　俺はポケットから折り畳みの鏡を取り出す。

			　この前、部屋に備え付けてあった鏡をアスールとじいが気に入っていたので、エリンについたら、先日の贈り物のお返しとして手渡すつもりだった。

			　ユキノは、目を輝かせながら鏡に自分の首元をうつす。赤い宝石を見たとき、銀色の耳がピンとなって尻尾(しつぽ)がぶんぶん揺れた。

			「きれい。シリル兄様、ずっと、ずっと大事にする」

			「そうしてくれると嬉しいよ」

			　愛おしそうにユキノはチョーカーを撫(な)でたあと、鏡を机の上に置いてから、俺に抱き着いてきた。

			　妹に喜んでもらえて俺も嬉しい。

			「そのチョーカーには魔術がかけられていてね、一回だけ、どれだけ遠く離れていてもユキノの声が届くんだ。ユキノが頑張って、頑張って、それでもどうしても駄目なとき、その首の宝石を握り占めて俺の名前を呼んでほしい」

			「一回だけ？」

			「うん、一度使ったら宝石が砕けるから、一回しか使えないんだ」

			「ユキノ、絶対に使わない」

			　ユキノは俺から離れて、見えない何かからチョーカーを守るように手で覆(おお)う。警戒しているのか狐耳がぴくぴく動いていた。

			　微笑(ほほえ)ましくて、思わず頬が緩(ゆる)んだ。

			「必要なときには使わないと駄目だよ。本当に必要なときには俺を呼んで」

			「……ぜったい？」

			「うん、絶対。どれだけ遠くてもユキノのために駆けつけるから」

			「わかった。ユキノがどうしても駄目なときは呼ぶ。そうならないように、ユキノもっともっと強くなる」

			　ユキノは、強ければ俺を呼ぶ必要がなくなる、チョーカーを壊さなくてすむと考え、やる気を燃やしていた。

			「……ユキノぐらいだよ。頑張りすぎて心配になるのは」

			　俺は苦笑いをしてぼやいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　午前中にコークス炉(ろ)のレクチャーが終わった。

			　そして、今俺は旧工房にいる。クウを呼んでおり、そこで二人っきりになった。

			「クウ、悪いね。呼び出したりして」

			「シリルくん、駄目ですよ」

			　クウは警戒心をあらわにして、いつもより一歩、俺から距離をとった。

			「一応聞くけど、何が駄目なのかな？」

			「えっちなことです。今は大事な時期ですから」

			　クウは妊娠してから夜の行為を拒(こば)むようになった。子供への悪影響を恐れているようだ。

			「……別にそんなつもりはないよ」

			「そうなんですか、いつもここに呼ばれるときは、そういうことをするので」

			「確かにそうだけどね」

			　クウとの夫婦の営みをルシエとの家でやる気にもなれず、かと言って常に誰かがいる村長宅や、火狐のいる工房でも無理。

			　だから、必然的に物置に使っている旧工房でそういうことをしていた。

			「俺だって、子供が大事だよ。そんな無理にやったりはしない」

			「シリルくん、疑ってごめんなさい」

			「謝らなくていいよ。俺の日頃の行いが悪い」

			　クウには、だいぶわがままを聞いてもらっている。ついつい、クウが可愛(かわい)くて暴走してしまうことが多い。

			「どうしてここに呼んだんですか？」

			「二人の子供のことについて、話そうと思ってね」

			　俺は真剣な表情でクウの顔を見つめる。

			「クウ、俺には産まれる前に手を加えて、産まれてくる子供を天才にする技術がある」

			　胎児の状態で、特定の波長を与え続けると、魔力に関する順応が高まる。

			　加減を間違えれば死に至ることがあるが、そんなヘマはしない。

			　魔術というのは想いの力だ。時には無意識のまま、その想いが願望を叶(かな)えてしまう。想いの力は非常に微々たるものだが、幼い頃からの積み重なりは馬鹿にできない。

			　誰もが本能的に、美しくなりたい、賢くなりたい、強くありたいと願っている。その願いがほんの少しずつ、反映される。

			　極論を言えば、魔力が高いものは他と比べて、容姿に優れ、頭の回転がよく、身体能力が優れる。俺やルシエ、クウ、ユキノもその例に漏れない。

			　想いの力の積み重ねは幼ければ幼いほど効果が高い。胎児の段階で魔力への順応を高めさえすれば、世間一般でいう天才児が産まれる。

			　過去の俺の中に、国に命令され、その研究をしていた俺が居る。その俺は、数十年の歳月と、千人を超える犠(ぎ)牲(せい)の上、その手法を確立させた。

			「シリルくん、それって、自然な方法じゃないですよね？」

			「そうだよ。魔術的な手法だ。魔術で捻じ曲げて不自然な形で産まれる」

			「……危険なことですよね」

			「危険な魔術であることは否定しないよ。失敗すれば障害が残ったり、流産したりする可能性がある。でも、俺は絶対に失敗しない。そこは信じてほしい」

			「私は嫌です。私は産まれてくる子供がどんな子でも愛せます。そんなことしたくないです」

			「そうだね。俺も同感だ」

			　子供が優秀であれば嬉しい。だけど、優秀じゃないと愛せないわけじゃない。自然な営みで産まれて欲しいとは思う。

			「だったら、どうしてこんなことを言い出したんですか？」

			「俺たちの子供が、幸せになるためだよ。確かに、俺たちはどんな子供が産まれても愛せる。だけどね、普通の子が俺たちの間に産まれたら、きっと辛いと思うんだ。どうしても俺たちと比べられる」

			「確かに、それはあるかもしれないです」

			　俺もクウも、天才と呼ばれており、なおかつ有名人だ。どうしたって産まれてくる子供は俺たちと比較される。

			　過去の俺の中には、子育てをした経験のあるものもいるが、偉大すぎる親とのギャップで押しつぶされた子供も何人かいた。

			「他にも、俺たちの子供だ。おそらく平穏な暮らしはできないだろう」

			　俺の子供、それだけで常に危険が付きまとう。人質として狙われるし、成長すれば、新たな長として担ぎ上げられるかもしれない。

			「そんなの、私たちが守ってあげればいいじゃないですか」

			「もちろん、そのつもりだよ。俺は子供を守るさ。平和に育っていける環境も作る。だけどね、クウ。子供を守る俺たちは、子供より先に死ぬぞ」

			「……っ」

			　クウは言葉に詰まった。

			「クウ、俺の考えを言うよ。俺たちの子が普通の子として産まれるのは不幸だし、身を守る力がないのは危険だ。だから、強い子が産まれてくるようにしたい」

			「……、私は、私は、そんな」

			　クウの心が揺れる。

			　あるがままに産まれてくる子供を愛したい。母親なら当然の感情だ。

			「クウ、お腹を痛めて産むのはクウだ。だから、強制はしない。クウが嫌というならやめる。その上で聞く、クウはどうしたい？」

			「わっ、わたしは……」

			　クウは大きく息を吸う。そして覚悟を決めて口を開いた。

			「私は強い子を産みます。私たちが居なくなっても自分を守れるような。だから、協力してください。シリルくん」

			「決断してくれてありがとう。出発するまえに、魔術を使う」

			「大丈夫ですよね？」

			「うん、俺を信じて」

			　俺は頷(うなず)き、魔術の準備を始めた。これから【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】でシュジナを呼ぶ。

			　シュジナほどの魔術制御がないと、この魔術は実現できない。

			　いつも以上の集中力で俺は魔術を練り上げた。

		

	
		
			　

			第１話　安らかなる祝福

			　

			【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の準備が整った俺はクウに話しかける。

			「クウ、今からお腹の中の子供に魔術を施(ほどこ)す。動かれると危ないから、悪いけど、しばらくの間眠っていてもらっていいかな？」

			「えっと、シリルくん、それってどういう？」

			　クウの言葉が終わる前に、俺はクウの首筋に手を当てて、電気変換した魔力を流しこんだ。

			　一瞬、クウの体がぴくりと震えてから崩れ落ちる。これでしばらく何をしても目を覚ますことはないだろう。

			　安心して魔術を使える。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			　自らの内側に強く語りかけるようにして魔術を起動していく。

			「我が望むは、絶望の世界に光を灯(とも)した大魔導士、その名は……」

			　かつての名。懐かしい名前を朗々と読みあげる。

			「シュジナ！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　体が光に包まれる。

			　固有魔術である【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が起動する。

			　光が収まった俺の体は、魔術師らしいローブを身に纏(まと)い。地・火・風・水、四色の魔石が取りつけられた儀礼用の杖を持ち、長い白髪を銀細工の宝石が付いた髪飾りで押さえつけた三十代半ばの人間の姿になった。

			「やっぱり、シュジナが一番馴(な)染(じ)む」

			　魔力回路に魔力を流して、コンディションを確認する。

			　淀みのない流れに頬が緩(ゆる)む。

			　本来、優秀な子供を産む研究をしていたのはシュジナではなく、一五周目の【俺】、フェリナという女性だ。

			　それでもシュジナを呼び出したのは、もっとも魔術制御に長けた【俺】だからだ。

			　シュジナは普通の人間として産まれたが、魔術を極めること以外に興味がなかった当時の【俺】は、シュジナが【俺】を思い出すと同時に、その体を完全に乗っ取り、徹底的に魔術に適した体に改造した。

			　世界樹や一部の亜人等といった人間以外の因子を盛り込み、存在を改変・効率化。

			　脳に至っては、基本スペックの強化に合わせて、普通の人間が使っていない領域のフル稼働、魔術による疑似仮想化による多重計算、リミッターを解除して処理能力を強化、オーバーヒートによる破損の自動修復機能の追加。思考の方式そのものを効率の悪い人間のものから、独自のアルゴリズムに置き換えた。狂気の沙汰としか言いようがないほどの手の加えようだ。

			　それ故に、体内魔力(オド)を使った魔術の制御においてはシュジナの右に出るものはいない。

			　使うのは、フェリナが考え実用化した魔術だが、制御は困難を極め、フェリナの状態で魔術を使えば成功率は良くて七割といったところだ。だが、シュジナなら限りなく一〇〇パーセントに近づける。

			「今度は、あの子の声は聞こえないか」

			　シュジナの娘……アシュノ。前回はシュジナを呼び出すと同時に声をかけてきた。それがないということは、【俺】が細工をしてあるのだろう。

			「クウ、ごめんね」

			　俺はクウに謝ってから服の中に手を入れて、直接下腹部に手を触れる。

			　クウを気絶させたのは、繊(せん)細(さい)な魔術の最中に予想外の動きをされると、母子ともに危ないというのが理由の一つ、もう一つは俺がシュジナの姿を見られたくないからだ。

			　クウの体温が手のひらを通して伝わってくる。

			「【解(かい)析(せき)】」

			　シュジナの得意魔術、解(かい)析(せき)。対象の体に探査用の魔力を流し、体の隅々まで詳細な情報を得る。シリルのときにも使える魔術だが、シュジナの状態では収集できる情報量の桁が三つ、いや四つは違う。遺伝子情報まで読み取ることが可能になる。

			「そうか、双子か」

			　シリルのときにはわからなかったが、クウのお腹の中にいる子供は双子だった。妊娠して一か月半程度だが、もう胎児になりはじめている。成長が想定以上に早い。

			　クウに話を聞いたところ、火狐はエルフや人間よりも妊娠期間が短く、六か月から八か月で出産するらしい。

			　それを裏付けるように、人間で言えばお腹の子はもう妊娠二か月程度の状態で、この時期がもっとも、施術するのに適した頃合いだった。

			「はじめましてかな。俺が君たちのお父さんだ」

			　クウの状態と合わせて、お腹の子たちの状態を確認していく。

			　二卵性双生児で男の子と女の子のようだ。魔力を流した感覚でわかる。

			　男の子には魔術の才能がまったくと言っていいほど存在しない。ほとんどの魔力回路が閉じられており、魔力を体が拒否している。内に秘めた魔力量もごく微弱。

			　逆に女の子のほうは天才と言っていいだろう。魔力回路の数、質、魔力の総量、素質だけなら俺どころかクウやルシエよりも上だ。優秀な子供を作る研究で千人近い子供を見てきたが、ここまで優秀な子は見たことがない。

			「双子で、灰色と金色か。このまま産まれれば苦労しただろうな」

			　シュジナの状態で、クウの体を調べてわかった。火狐は体毛の色によって能力が決まるわけじゃない。魔力の高さで体毛の色が決定する。クウの場合は、金色の火狐だから強いわけじゃない。強いから金色なのだ。だが、不思議なことにクウの遺伝子を見る限り、銀色になる要素はない。

			　もしかしたら、銀色は突然変異ではないだろうか？　クウたちが銀色の火狐を特別な火狐と言っていた意味がようやくわかった。

			「【安らかなる祝福】」

			　そして、一五周目の俺、フェリナが生(しよう)涯(がい)をかけて編み出した魔術を起動する。

			　フェリナが産まれたのは、シリルのいるこの世界より少しだけ文明と魔術が発達した世界だった。

			　そこでは亜人は存在せず、人間同士で争い合い。大きな戦争が百年以上続いていた。

			　フェリナのときはシュジナのときと同じく、【俺】が目覚めると同時に体を乗っ取り、魔術を極めるために、都合がいいからと高い地位についていた。

			　そんな彼女は、長い戦争を終わらせるために、国から最重要プロジェクトを任される。

			　それが、人工天才プロジェクト。次の世代ですべての争いを終わらせるために、優秀な人間を一から作り上げ、国力の底上げを行う。

			　フェリナだった俺は喜んだ。そのときの俺は、魂(たましい)の移動先を自分で選ぶ研究を続け、あと一歩というところまで来ていた。自分で作った天才の体に魂(たましい)を移せば魔術の研究は今まで以上にはかどる。

			　そして、魂(たましい)の移動先を選択する研究を完成させるにはどうしても、人体実験が必要だった。その材料が、天才を産みだす研究で手に入ることを期待していた。

			「この魔術を自分の子供に使うなんてな。こんな呪われた魔術を」

			　研究は困難を極めた。

			　まず、天才とは何か。そこを明確にしないといけない。

			　幸い、魔力が高い子供はみな身体能力、容姿、脳の処理能力、そのすべてが優れていることから、魔力を高めれば求める人材が手に入るという仮定ができた。

			　なら、魔力が高い子供ができる条件は。それは遺伝なのか、環境なのか、後天的な努力なのか。

			　何年も研究を続け、重要なのは遺伝と環境であるとの推測をたてた。環境は、ごく幼いうちに魔力を浴びていた子供たちが若(じやつ)干(かん)平均より魔力が高かったことから判明した。

			　その仮定を元に、ひたすら産まれたばかりの赤ん坊に特別な施設で大量の魔力を浴びせ続けた。

			　研究は一応の成果があった。その施設の子供たちは平均よりも若(じやつ)干(かん)魔力が高かった。そして魔力が高い子供たちは確かに優秀だったが、言われてみれば程度の効果しかなかった。

			　より研究を発展させるために、次は浴びせる魔力の質を調べた。そうすると特定波長を強めると劇的に効果があがることがわかった。さらに、それは幼ければ幼いほど効果が高く、妊婦の腹の中に居る状態から施設に住まわせればさらに効果があがった。

			「それでも、まだ足りなかった」

			　優秀な人間ができるようにはなった。だが、天才にはほど遠い。

			　そこで、胎児に直接特定波長の魔力を浴びせれば、もっと効果が上がるのではないか、との結論に至った。

			　百人の妊婦を使って実験し、結果は六十二名が流産。三十六名に障害が残り、二名の天才が産まれた。

			　国はその二人の天才を量産しろと言った。ただし、成功率二パーセントでは話にならない。もっと成功率をあげろ。そのための犠(ぎ)牲(せい)はいとわない。……俺は躊躇(ためら)わなかった。

			　より効果的な魔力波長を見つけるまでに、さらに百三人の犠(ぎ)牲(せい)者を出し、そして適切な魔力強度を見つけるのにさらに百二十五人の犠(ぎ)牲(せい)者を出した。そして、もっとも効果的な魔力照射のタイミングをみつけるのに、さらに四十七人の犠(ぎ)牲(せい)者を生んだ。

			　そこまでしてようやく、天才を生み出す魔術は完成した。数えきれない犠(ぎ)牲(せい)と三十四年の歳月をかけて。

			　だがそれでも、魔力波長と強度の制御は難しく、フェリナですら成功率は七割、成長しアシスタントについた、作られた天才たちでも六割程度しかなかった。研究が完成した後も、俺は国が求めるままに、三割死ぬ魔術を国中の妊婦にかけてまわった。

			　俺は、結局その国が戦争に勝ったかは知らない。この研究を完成させ、すべての子供たちに開発した魔術が施術されるようになるところまで漕ぎつけたが、戦争が終わる前に、他ならぬ自分が作り出した最初の百人を使った実験で生き残った二人の天才に殺されたからだ。

			「はじめよう。魔力波長の個体に合せた最適化。現状の状態から最適強度を逆算、魔力回路の強制開通」

			　集中力とイメージを強化するために、あえて作業内容を声に出す。

			　額に汗が浮かぶ。まずは才能がない男の子のほうに手を出す。

			　この子の体に無理に魔力を流すとそれだけで死んでしまいかねない。ゆえに最初は魔力回路を慎重に開く。

			　胎児の段階でのみ可能な工程だ。もう少し成長すると魔力回路はどうあがいても弄(いじ)れなくなる。

			　限界まで回路数を増やし整備して質をあげる。シュジナの脳処理能力ですら限界ぎりぎりの作業。

			「魔力波長の変換、強度計算、調整後、対象の魔力回路への接続、供給」

			　魔力回路の整備と増設は無事完了。これで少なくともこの子は俺以上の魔力回路を手に入れた。次はその魔力回路を活かすための、魔力量を強化する工程にうつる。

			　自らの魔力の波長を特定波長に変換した上で、男の子の魔力回路に流しはじめる。細心の注意を払い、常に男の子の状態を確認しながら徐々に強くしていく。男の子の存在が軋(きし)み、歪(ゆが)む。崩壊寸前の状態になるのが伝わってくる。

			　緊張で自分の心音がやけにうるさく聞こえる。そして、はじけ飛ぶ直前で力を徐々に緩(ゆる)めていく。ここでいきなり力を止めてしまえば、この子は確実に死ぬだろう。

			　十分かけて俺は完全に魔力を停止させた。

			　男の子は無事だ。

			「ふう、なんとか、成功した」

			　クウのお腹の中で魂(たましい)の傷を癒しながら成長し、本来では考えられないほどの魔力をもって産まれてくる。

			　俺は今になって考える。フェリナのときには犠(ぎ)牲(せい)になった母親や子供たちの気持ちなんて一切気にしなかった。

			　でもきっと、その子たちは産まれたかったし、母親も悲しんだだろう。その数百人の犠(ぎ)牲(せい)の上で、この魔術は生まれ、俺の子を含めて何人もの天才を産みだし続けた。

			「次は、キミだね。クウに似てくれることを願っているよ」

			　まだ名前も決まっていない娘に話しかける。

			　この子は男の子より手がかからない。魔力回路は理想的で、逆に手を加えると悪化しかねないぐらいだ。魔力への順応性も高いから少々の制御ミスも余裕で受け入れてくれる。

			　それでも、万が一はある。俺は気を引き締めてから、再び作業に取り掛かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クウ、おはよう」

			　俺は意識を取り戻したクウに微笑(ほほえ)みかける。もちろん、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】は解除済だ。

			「おはようございます、シリルくん……あれ、ここは？　あっ、思い出しました！　いきなり何するんですか！」

			　一瞬、寝起きでぼんやりしていたクウは、俺に気絶させられたことを思い出して急に抗議してきた。

			「ごめん、ごめん、気絶する前に言ったけど、繊(せん)細(さい)な術で話しかけられたり、動かれると怖かったんだ」

			「それでも、不意打ちはひどいです」

			「うん、次からはちゃんと、気絶させる、って言ってから気絶させるよ」

			「それも、何か違う気がします」

			　クウが釈然としない顔で首を傾げた。

			「シリルくん、魔術はどうでした？」

			「うまくいったよ。強い子たちが産まれてくる」

			　あと何度か、魔術の実行が必要だが、一度目が一番事故率が高い。これで、よほどのことがない限り失敗はありえない。

			「良かったです。ちょっと、気を失っている間に夢を見てたんです。シリルくんが失敗して、お腹の子が死んで、私が子供を産めない体になる夢」

			　クウは自分の体を抱いて震えた。確かにそれはひどい悪夢だ。

			「……クウ、それはいくらなんでも悲観的すぎるよ」

			　実際にそうなる可能性はゼロではなかった。だが、シュジナの演算能力があれば、間違いはまずないと考えて、俺は魔術を使用した。

			「シリルくんが怖いこといっぱい言ったから。そんな夢を見ちゃったのかもしれません。それと、シリルくん、子たちってなんですか？」

			「今日、わかったんだけど、産まれてくるのは男の子と女の子の双子なんだ」

			　クウは口を押えて感極まった声をあげた。

			「そんなに嬉しい？」

			「はい！　女の子のほうが嬉しいと言いましたが、男の子も欲しかったんです。女の子がいれば、その次の世代の火狐も生まれるし、男の子がいれば、きっと皆を導いてくれるって思ってたんです。男の子も、女の子も一緒に産まれてくるなんて嬉しすぎて信じられないぐらいです」

			「間違いないよ。俺も、クウが喜んでくれるなら嬉しいな」

			「はい！」

			　クウは俺に気絶させられたことなんてもう忘れてしまったかのように、ひどく上機嫌な様子だ。

			「そういえば、名前はどうしようか？」

			　火狐の子供は妊娠して六か月から八か月で産まれてくる。早ければあと四か月ほどで出産だ。

			　そろそろ名前を決めておかないといけない。

			「それなんですが、シリルくん。男の子の名前は私に決めさせてください。女の子の名前はシリルくんに決めてほしいんです」

			「いいよ。でも、少し考える時間をもらえないかな？」

			「シリルくんが帝国から戻ってきたら私に教えてください」

			「それまでには決まっていると思うよ。クウはもう決めていたりする？」

			「実はもう決めています。でも、シリルくんが帝国から帰ってくるまで教えません。だから絶対に帰ってきてくださいね」

			　クウが上目遣いでそう言って、そっと俺の手に自分の手を重ねた。その手を俺は握り返す。

			「そうだね。クウが考えた息子の名前、絶対に聞きに戻ってこないと」

			「それに、シリルくんが帰ってこないと、娘は名前がないまま産まれちゃいます」

			「それは大変だ。可愛(かわい)い娘が困っちゃう。ますます帰って来ないといけなくなった」

			　名前のない女の子なんて可哀相だ。

			　女の子の名前か……これはゆっくり考えないといけない。可愛(かわい)いだけじゃなく、火狐らしい名前にしないといけないから難しい。

			　そうやって考え込んでいると、クウが少し照れくさそうにはにかみながら口を開いた。

			「そうですよ。シリルくんが帰ってきてくれないと、私も子供もみんな悲しんじゃいます。絶対に絶対に帰ってきてくださいね。約束ですよ。……お父さん」

			　俺は、クウの放ったお父さんという言葉がひどくこそばゆくて、赤面してしまう。俺は、どうしようもなくクウが愛おしくなり、抱き寄せて口づけを交わした。

		

	
		
			　

			第２話　出発

			　

			　クウとしばらく話していると、彼女は疲れて眠ってしまった。

			　あの魔術は子供にはもちろん、母体にも負担がかかる。クウが眠ってしまうのも無理はない。

			　魔術は一度ではなく、複数回の実施が必要だ。次は一か月後だ。魔力は魔術回路を特定波長の照射で変異、破壊させてから回復させることで強くなるが、一か月ほどの期間を挟まないと、完全に壊れてしまう。これだけは魔術で回復を促(そく)進(しん)することができないので待つしかない。

			　回復期間を置き、定期的に実施することで限界まで魔力量を増やすことができる。

			　俺はクウに毛布をかけて、しばらく寝顔を楽しみ、お腹に耳を当てて新たな命の音を確かめてから、一通の手紙をクウの枕元に置いて、工房を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「遅いわね。準備はできたのかしら？」

			　待ちくたびれた様子でエリンの長である青髪のお嬢様、アスールが声をかけてくる。

			「約束の時間より少し早いぐらいだけど？」

			　あらかじめ、コークスの作成や、クウへの施術の時間を見越して待ち合わせの時間には余裕をもっていたはずだ。

			「そうね。だけど、暇(ひま)だったのよ」
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			　わがままな人だ。案内役に長代理であるクラオをつけていたが、それでは満足できなかったらしい。質問攻めでも受けたのか、クラオはぐったりしている。

			「こっちにもいろいろと準備があるんだ」

			　俺は手を振り、ルシエをはじめとしたエルフたちを呼び寄せる。

			　彼らの手には、中身がぎっしり詰まった麻袋が入っていた。

			「それは何かしら？」

			「エリンに用意してもらったエルシエの領事館で売る目玉商品、肥料だよ」

			「肥料？」

			「ああ、この土を撒(ま)くと作物が良く育つ」

			　魔術でハーバー・ボッシュ法を使い空気中から窒素を固定化してできた硝石、それを火薬ではなく肥料として使う。

			　この肥料の需要は大きい。作物の生育に必須となる窒素とカリウムを供給できる。

			　通常、畑の土を作る際に窒素とカリウムをたい肥で補うのだが、大規模な農場になると、畑全てに行き渡らせるほどのたい肥を作るのは不可能だ。よって、満足に肥料が行き渡らず収穫量が減る。窒素とカリウムが入った肥料は喉から手が出るほど欲しいはずだ。

			「ちょっと、開けてみていいかしら」

			「どうぞ」

			　アスールは袋を開いて、黒い土を手に取ると、すんすんと匂いを嗅(か)ぐ。

			「これは本当に効果があるのかしら？」

			「それは保証する。ただ、使いすぎは禁物だ。その麻袋一つにつき、そうだね……アスールの右手にある畑一つが適量だ。それを撒(ま)くだけで、小麦なら収穫量は１・５倍から２倍になるよ」

			「それはすごいわね。それで、値段は？」

			「一袋につき、銀貨二十枚（二万四千円）」

			「たい肥の四分の一もしないわね。それだけの効果があるなら、ずいぶんと魅(み)力(りよく)的な買い物だわ……そうね。まずは、私がすべて買い取るわ」

			「何のために？」

			「実験よ。私の所有する畑を半分に区切って片側は従来通りに、もう片側はその肥料を使って今年の作物を育てるわ。それで効果を実証する。そうすれば効果は一目瞭然でしょ？　効果があるようなら、有力者を集めて告知するわ」

			「願ってもないことだが、どうしてそこまでしてくれる？」

			「エリンの利益になるからよ。効果があるなら一秒でもはやく広めないといけない。あなたが普通に売っても、なかなか広まらないと思ったの。それはエリンにとっても損失だわ」

			「俺のことを信用してくれているんだな」

			「ええ、あなたは少なくとも取引で嘘をつく三流ではないから」

			　いつか、俺が言った言葉をそのまま返された。俺は苦笑する。

			「エリンの長自ら、宣伝をしてくれるんだ。見返りに何を求める」

			「そうね、三年は値上げしないでいただけるかしら？」

			「おやすい御用だ」

			　俺はもともと、銀貨一枚で安く売り、その後、効果を認識できれば値段を釣り上げる予定だった。

			　そうすることで、少ない売上でも利益を確保する。

			　だが、本気でアスールが宣伝するなら、薄利多売で、十分利益が確保できる。

			　エリンでこの肥料が爆発的に広まれば、食料の値段が全体的に下がるのも見逃せない。

			　エルシエの支出の九割近くは食料だ。食料の値下げは、かなりの利益が得られる。

			　それに、今後買い込む食料は増えていく予定だ。今年のエリンは豊作で問題が無かったが、凶作の年は必ず来る。そうなればエリンでの購入に食料を依存しているエルシエは詰んでしまう。

			　そうならないために、エリンの収穫量をあげて食料を余らせるのは必要なことだ。

			「さあ、みんな積み込んでくれ」

			　エルフの馬車に肥料をはじめとした荷物をどんどん積み込ませる。

			　今回は、設計図の読み解き方と、工房の仕組みを教えるために行くが、他にもエリンにできたエルシエの領事館、自由に商売ができる屋敷を見に行くという目的もある。

			　そのため、エルフ側も馬車をだし、俺の他にも、村一番の力持ちにして、精鋭部隊イラクサの代表のロレウとその取り巻きを二人。火狐は、クウの師匠である灰色のレラも同行する予定だ。レラと目があった。

			　レラが意味ありげに微笑(ほほえ)む。

			　早朝、レラと交わした会話が頭に浮かんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クウの下に向かう途中、大人の魅(み)力(りよく)にあふれた灰色の火狐のレラが声をかけてきた。

			「長、少しお話をさせてくださいな」

			「それは構わないが、時間がない。あとにしていいなら、戻ってから聞く」

			「大事な話です。クウ様についてですよ」

			「わかった……聞こう」

			　クウのことなら、後回しにするわけにはいかない。

			「もし、あなたはクウ様との間に産まれた子が、灰色でも愛せますか？」

			　子供の話。さすがに師匠だけあって、クウの妊娠に気が付いていたらしい。

			　灰色は火狐の中でもっとも低い能力で下に見られている。そんな子でも愛せるかとレラは聞いてきた。答えは決まっている。

			「当然、愛せる」

			「そう、あの男とは違うのね。その言葉が嘘なら私はあなたを許さない」

			「どうして、そんなことを気にする」

			「姉として妹のことを心配するのは当然だと思いません？　まあ、血の繋がりだけで認知されていないし、クウ様も知らないことですけど」

			　レラの話では、クウの父親は長としての体面を守るため、灰色の火狐として産まれたレラを自分の子供として認めるわけにはいかず、親戚の家に産まれた子供という扱いにしたらしい。

			　彼女は言った。天才であるクウに、魔力以外は自分よりも上と言わせるほどの能力は、父親に認められるために、必死に身につけたものだと。

			　……灰色でも実力を示せば振り向いてくれると信じていたから頑張れた。

			「クウを憎まなかったのか？」

			「憎い。過去形ではなく、今も、憎んでいますわ。血反吐を吐くほどの努力をして、それでも得られなかった地位をあの子は、金色に産まれただけで手に入れましたし。

			　私の努力の成果も、あの男の命令で、あの子を強くするために使わされた。あの子の訓練中も憎しみが膨(ふく)れ上がってきましたわ。私が一月かかって覚えたようなことを、あの子は一目見ただけで覚えてしまうし、立場と能力、両方の嫉妬で気が狂いそうでしたわ」

			　その目はぎらついて、言葉には無数の棘(とげ)があった。それほど憎んでいるのであれば、どうして心配するのだろう。俺は疑問を覚えたが、言葉には続きがあった。

			「……それでも、私を見下さず、同情もしなかったのは、あの子だけなんです。真っ直ぐな目で、好きだって言ってくれたのはあの子だけ。だから、憎いけど、大好きで、幸せになってほしいと思う。もし、あの子が灰色を産んだときに責めたりしたら、絶対に許しませんわ」

			「約束するよ。もし、産まれた子供が灰色でもクウを責めたりしないし、ちゃんと子供を愛する」

			「約束しましたから」

			　それだけ言い残すとレラはお辞儀をして去っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レラは、まるで灰色が産まれることが確定事項のような口調だった。そして、クウがお腹に宿したのは、金色と灰色の双子。これは偶然だろうか。

			　俺は、その場でどんな子供が産まれても愛すると答えた。だが、実際は手を加えて無理やり強い子が産まれるようにしてしまった。魔力量が引き上げられた俺の息子は、魔力の強さが毛色に反映されるため、クウのような金色で産まれてくるだろう。

			　それは結局、灰色を認めなかったということ。クウとレラの父親と同じかもしれない。

			「シリル、全部積み終わったよ」

			　ルシエが最後の一袋をエルフの馬車に積みこんだ。これでいつでも出発できる。

			「シリルさん、まだ肥料のストックはあるかしら？」

			「ストックはあるが、馬車の積載量がもう限界だ」

			　なにせ、エルシエの領事館で商売をはじめる。肥料以外にもいくつかのものを扱うのであまり余裕がなかった。

			「それなら、エリン側の馬車にあるだけ積んで頂戴。できるだけ実験は大規模にしたいの。当然、あるだけ全部買うわよ」

			「まえから思っていたが、ずいぶんとアスールは気前がいいな」

			「投資は迅(じん)速(そく)にかつ最大限が、私のモットーよ」

			　よほど、自分の直感と分析力に自信がなければこうは言えない。なかなか肝が据わっている。

			「わかった。みんな、倉庫から可能な限りもってきてくれ」

			　俺はエルフたちに指示をだして、倉庫からエリンの馬車で運べる限りの肥料を用意させた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ルシエ、行ってくる。留守を頼むよ」

			　いよいよ、出発のときが来た。俺は、道中今後の話をアスールたちとする必要があるのでエルシエ側ではなく、エリン側の馬車に乗ることになっている。

			　その前に、少し時間をもらってしばしの別れの挨(あい)拶(さつ)をした。

			「シリル、本当に行っちゃうの？」

			「うん、俺にしかできない仕事だからね」

			　製鉄のための高(こう)炉(ろ)について教えるのも、帝国の偵察をするのも俺にしかできない仕事だ。

			　本来、長である俺はエルシエで、どんと構えておかないといけないが、そんな余裕はない。

			「シリル。私もついていっていい？」

			「駄目だよ。クウにも言ったけど、帝国では俺の命を守るだけで精一杯なんだ。足手まといはつれていけない」

			　帝国がエルシエを滅ぼすために大規模な戦争の準備をしているという情報がある。それが本当かを確認するために、偵察に行く必要があった。

			　加えて帝国には、俺ですら勝てない相手であるアシュノが潜んでいる可能性がある。そんなところにルシエは連れていけない。

			「なら、エリンまでならいいよね？」

			「それも駄目、エリンだって確実に安全というわけじゃない。俺がエリンを出ても、しばらくはエリンに残らないといけなくなる。俺が傍(そば)にいないときに、ルシエが危険な場所にいるのが嫌なんだ」

			　なにせ、エルシエの領事館で商売をする。三日で引き上げるというわけにはいかない。

			　かと言ってルシエ一人が帰るわけにもいかない。俺はルシエの安全のために、エルシエにずっといて欲しいと考えていた。

			「危ないのは、ロレウだって、コンナだって、レラさんだって一緒だよ？　私だって、イラクサなんだし、商売だってこの中の誰よりうまくやれる」

			「そうだね。それは否定しない」

			　ルシエは愛想もいいし、計算高い。確かに誰よりもエリンでの商売をうまくやれる。武力の面も、エルフの中では俺に次ぐ強さがあり、適任だと言える。

			「エリンに行くなら、私が行くのが適切だと思う。私を選ばない理由があるとすれば、シリルの個人的な感情だけだよ」

			「うん、そう。俺の個人的な感情だ。一番大好きなルシエを少しでも危ない場所から遠ざけたい。だから、エリンへ行かせない」

			　俺は躊躇(ためら)わずに認めた。下手な嘘をつけば泥沼にはまるし、ルシエに本当の気持ちを伝えたかった。

			「嫌って言ったら？」

			「これは長としての命令だよ。従ってもらう」

			　俺はそう言い切った。誰になんと言われようと、これだけは譲れない。

			「シリル、職権濫用だよ」

			「これぐらいは、俺の裁量の範囲内だよ。だから、お願いだ。エルシエに残って俺を安心させてくれ。ルシエのことを心配しながら帝国での偵察をするのは俺も辛いんだ」

			「……もう、そんなこと言われたら、断れないよ。好きな人が危険なところにいる不安って痛いほどわかるから。シリルのせいで」

			「ありがとう、ルシエ」

			　俺はルシエを抱きしめて、その柔らかさと匂いをたっぷりと堪能して、心に刻み付ける。

			「シリル、無事に帰ってきてね。シリルが私のことを心配するぐらいに、私だってシリルのことを心配しているんだから」

			「うん、絶対に帰ってくるよ」

			　クウともユキノとも約束したことだ。

			　何より最愛のルシエと約束した。何があっても俺は帰ってくるだろう。

			「あと、シリル。帰ってきたら、いっぱい可愛(かわい)がって。その、私も、クウちゃんみたいに赤ちゃん欲しい。今まで以上に頑張るから」

			「……知ってたのか？」

			「うん、見てればわかる。クウちゃん、お腹をしきりに撫(な)でたり、すごく幸せそうだったから。なんとなくだけど、わかっちゃうんだ」

			　女性は男よりも、そういうことに敏感らしい。

			「俺もルシエとの子供が欲しいよ。帰ってきたら頑張ろう」

			「楽しみに待ってるね。それじゃ行ってらっしゃい」

			　ルシエが爪先立ちになって、キスを求めてきたので、それに応える。

			　ルシエとのキスは特別だ。何度繰り返しても飽(あ)きない。キスする度に幸せな気持ちになる。

			「行ってきます」

			　俺はルシエにそう言って、今度こそエリンの馬車に乗った。

			　馬車が走りはじめ、ルシエの姿が見えなくなるまで俺は手を振った。

			　心残りはある。ルシエとクウがいるエルシエから離れたくない。

			　だけど、この生活をずっと続けるためにはこうすることが必要だ。

		

	
		
			　

			第３話　領事館

			　

			　数日間、馬車に揺られエリンに着いた。

			　エリン側の馬車に速度を合わせることになり、いつもより時間がかかってしまった。

			　エリンには特製の馬車をプレゼントしたとはいえ、引く馬が普通の馬なので時間がかかってしまう。これから交流も活発になるし、魔改造した馬をプレゼントしてもいいかもしれない。

			　今回は、街に入るのに順番待ちをする必要がなかった。

			　賓(ひん)客(きやく)用の入り口があり、そちらを使うことができたのだ。アスールは、今後、エルシエの面子だけで来た時もここを使っていいと言ってくれた。

			　これは非常に助かる。

			　エリンの町に入ると相変わらずの活気だ。

			　人と物があふれており、人々には笑顔がある。

			「ここは、いい街だな」

			「ええ、私の自慢の街よ。いろいろと問題は山積みだけどね。せっかくここまで大きくしたんだから、馬鹿な兄弟たちにはあげられないわ」

			　青い髪をかき上げながらアスールは笑う。

			　その声には誇(ほこ)らしさと疲れた響きが混在していた。

			「そっちもそっちで大変なんだな」

			「まあね。エルシエほどは追い詰められてはいないけど、悩みは尽きないわ」

			「確かにな、長をやっていると、選択の連続だ。判断材料が揃わないうちに決断を迫られることもある」

			　大きな組織のトップにいると、どうしても情報が入ってこなくなる。

			　純粋に現場を離れていることもあるし、部下が都合の悪い情報を隠すようにもなる。

			　たいていの場合、必要な情報の四割も入ってこない状況での判断が必要になる。情報が揃うまで待っていれば全て手遅れだ。

			「たまに怖くなるわ。自分の選択が正しかったのかって」

			「俺だって一緒だ。結局、後からそれを正しくする努力をするしかない。少なくとも、俺たちエルシエは、アスールにとってもエリンにとっても損な取引はさせないさ」

			「それは心強いわね。あなたたちエルシエとの取引には特にリスクを負っているから」

			　俺は苦笑する。

			　今回、エルシエを国として認めるために、アスールはありえないほどのリスクを負っている。

			　今の立場を失うどころの話ではなく、彼女が生きているのが不思議なぐらいだ。

			「まずは、あなたたちのために用意した領事館を見ていただくわね。希望通り、商業区に用意させていただいたわ」

			　街の中に入ってからも馬車は疾(しつ)走(そう)する。

			　碁盤の目に整えられた街道があるからこそ可能なことだ。流通の流れを考え、計画的に造営された街によくある構造で、迷いにくいし遠回りすることも少ない。

			　広くまっすぐな道があるおかげで、馬車はスムーズに走れる。普通の街なら、曲がりくねった細い道をいくことになり、いちいち馬車から荷物を下ろして人が運ぶ羽目になる。

			「領事館を優先してもらえるのはありがたいな」

			「あなたがいられるのは三日しかないもの。早急にほかの用事をすべて済ませてもらって、製鉄技術の伝授と、あなたが書いた工房の図面の解説に集中してもらわないと。……この三日まともに眠れるとは思わないことね」

			　アスールはにやりと、口元をゆがめた。

			「三日ぐらいならいいさ。集中力はもつ」

			「その言葉を聞いて安心したわ。もっとも駄目と言っても、協力してもらうけど」

			　無茶苦茶を言ってくる。

			　だが、十分な報(ほう)酬(しゆう)をもらっているので、逆らうつもりはない。

			「そっちの鍛(か)冶(じ)師(し)のプライドをずたずたにしてやるから覚悟しろよ」

			「歓迎だわ。そろそろ、上には上がいると彼らも知ったほうがいいでしょう」

			　この町並みや、並んでいる品物から、エリンの技術水準を見る限り、鍛(か)冶(じ)師(し)の腕も相当高い。俺も教え甲(が)斐(い)がある。

			「よし、徹底的に無知と無能を思い知らせて、二度と槌(つち)を持てないぐらい心をへし折ってあげるよ」

			「……やっぱり、少しは手加減して欲しいわ」

			　俺の冗談に対して、ひどく真剣な顔でアスールは言った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここが、俺たちの領事館か」

			　アスールに案内されたのは商業地区の真ん中、最高の立地と言える場所だった。

			　驚いたことに馬車小屋が隣接されており、二台分の馬車をとめることができた。

			　建物のほうも、十分なスペースがあり、あらかじめ店を開くのを前提に設計されているようで入り口も広い。

			　レンガ造りで強度も問題ない。二階建てになっており、二階は事務室としても居住区としても使える。

			「よく、こんなものを用意できたな。最高じゃないか」

			　俺は感嘆の声をあげる。これ以上のものは望めないぐらいだ。

			　想像よりも三ランクは上だった。

			　この立地でこんな建物を購入しようとしたら、金貨数千枚はくだらないし、金貨を払うだけで手に入れられるのならラッキー。それぐらいの建物だ。

			「まあね、とある大商人の支店になる予定だったものよ」

			「その商人はどうして手放したんだ？」

			「その人、帝国の商人だったのだけれど、各国で商売をしているから、帝国でスパイ容疑をかけられて投獄、財産はすべて没収されたという話よ。土地代と商売の権利書、それに建設の前金はもらっていたのだけど、結局、完成したあとに払わないといけないお金が払えなくて、エリンが没収してキープしていたわけ」

			「……帝国がそんな無茶苦茶を」

			「ええ、今はすごいらしいわ。その人だけじゃなくて、あの手この手で、お金のある平民からお金を搾(しぼ)り取っているの。敏い帝国の商人は一斉に逃げ出しているって噂ね。もっとも、ほとんどが逃げる前につかまっているらしいけど」

			「帝国は馬鹿なのか？」

			　大金を稼(かせ)げる商人は、放っておいても安定して税をとれる対象だ。

			　適当な罪を擦り付けて財産を没収するよりも、長期的に稼(かせ)がせて少しずつ搾(しぼ)り続けたほうがいい。

			　それに、そんな噂が立てば今後商人が寄り付かずに、流通が乱れてしまうし、経済が行き詰まる。

			「たぶん、帝国は今、資金を必要としているわ。長期的には損でも、すぐに使えるキャッシュがほしい。その理由、あなたなら想像がつくのではなくて？」

			「金がいる理由なんて一つしかないだろう。戦争だ」

			「私も同意見よ。でも、わからないわね。そこまでして勝ったところで、意味なんてないはずだけれど」

			　度重なる戦費で枯(こ)渇(かつ)した財政。現状では満足な戦争は不可能だろう。

			　だからこその、未来を切り売りしての無理やりな資金確保。

			　そういった手段をとる例は歴史上、いくらでもある。だが、それらは勝てばその損を補ってあまりある利益を即座に得られる場合だ。

			　エルシエを滅ぼしたところで、魔石を得られるだけで、その魔石はすぐに金になるわけではない。火の魔石を製鉄に活かすとしても、それは長期的な利益に該当する。経済を立て直す特効薬にはなりえない。

			「案外、帝国は崩壊してもかまわないと思っているんじゃないか」

			　何気なしに放った言葉が妙にしっくりきた。

			　崩壊してもかまわない。むしろその先にこそ、本当の目的があるのかもしれない。

			「アスール、ちなみにそれは帝国全体の話か？」

			　帝国と言っても実は五つの都市が寄り集まった集合国家だ。

			　四大公爵が四方の都市を独立して治めており、中央に四つの都市に守られるように帝が住む帝都がある。

			「いいえ、四大都市のうち二つよ。しかも、あなたに関係が深いところね」

			　そうか、あの男が……

			「いい情報だ。助かったよ」

			　帝国の偵察。より、気合が入る。

			　もはや、戦う意志を確認するための偵察ではなく、弱みを見つけるための偵察に意味が変わりつつあった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ロレウ、その飾りはもう少し右だ」

			「コンナ、毛皮の加工品は日に当たらない配置に」

			「レラ、シロップと酒の配置は君のセンスに任せる」

			　準備のため二時間をもらったので、商品の品出しを開始した。

			　大まかなレイアウトは、一応図面に起こしているが、俺が見ている間になるべくやっておきたい。

			　幸いなことに掃除はすでに行き届いている上に、棚や机などが一通り揃っていたので、簡単な配置変更のみで、陳列をはじめられた。

			　この店では、主にレラに働いてもらう。

			　算術がしっかりできて帳簿をつけられるのがレラしかいない。

			　今日はロレウに来てもらったが、普段は別のイラクサのメンバーを派遣するつもりだ。

			　さすがに、イラクサのリーダーをこちらに常駐させることはできない。

			「あの、シリル様、わたくしに手伝えることはありませんか？」

			　にこにこと笑みを浮かべる十代後半の青い髪の女性が俺に声をかけてくる。

			「とくにはないよ。休憩しておいてくれ」

			「ですが、私はアスール様にシリル様の助けをするように言いつけられておりますので」

			「……名前はなんといったかな？」

			「ナターシャです」

			　青髪の少女はぺこりと頭を下げる。嫌みなぐらいにその礼はきまっていた。

			「じゃあ、言葉に甘えようか。ナターシャ、向うにいるレラという女性に指示を仰いでくれ」

			「了解です！」

			　青い髪の女性がレラのほうに駆け寄り、にこやかな笑顔で談笑する。

			　彼女はアスールのよこした家政婦だ。

			　この店の清掃が行き届いているのは彼女のおかげだと言える。

			　アスールの話では計算もできるし、この街の税金や経理にも詳しく、エリンで仕入れをする際にも顔が利くというので、本格的に商売をするなら、是非とも欲しい人材だ。

			「どう、いい子でしょう？」

			「とってもいい子だ。歩き方からして一般人と違う、相当鍛(きた)えられているな。それも兵士としての鍛(きた)え方じゃない。諜報か、暗殺向けの鍛(きた)えられ方だ」

			「そういう意味で言ったわけじゃないのだけれど」

			「あの子は監視だろう」

			「否定はしないわ」

			　さすがに、エリンで完全に好き勝手できるわけではないようだ。

			　彼女は俺たちの動向を逐一監視するために、アスールが用意した駒だ。じいのような規格外ではないが、かなりの実力者であることは間違いない。

			　まあ、当然だろう。俺が同じ立場でも必ず監視をつける。

			「商品は何を売るつもりかしら？」

			「まずはエルシエワインと、メープルシロップ。それにエルフたちが作った毛皮の加工品と、あまった保存食かな。ソーセージとかは人気が出るかもね」

			　イラクサのメンバーは、訓練の一環で獲物を狩っているのだが、取れすぎて肉がエルシエ内で処理をしきれない。一応、生態系が狂わないように制限はかけているが、もともと天敵がいないシカが増えすぎていたきらいがあるので、まだ大丈夫だ。

			　ベル・エルシエに流すことも考えたが、それはやりすぎだと判断した。やるにしても麻の対価としてだ。でなければ、エルシエに彼らが依存しすぎてしまう。

			「ソーセージっていうのは、エルシエでご馳走になったパリッとした肉の練り物のことかしら？」

			「そうだよ」

			「いいわね。夕食用に買って帰ろうかしら」

			「是非、買っていってくれ。第一号のお客様だ。あとは、店の入り口に屋台を出して、クレープでも売ろうかと思っているよ」

			「きっとこのお店は人気が出るわ」

			「大事な出(で)稼(かせ)ぎ拠点だから、成功してくれないと困る」

			「一月に一週間だけの営業はもったいないわね。毎日やればいいのに」

			「毎日売りに出すだけの量のエルシエワインとメープルシロップを生産できない。一度に出す数を絞っているから、それが限界なんだよ。だから、いずれ資金源は安定供給できる肥料とかにシフトしていく予定だ」

			　口には出さなかったが、石炭を加工して作ったコークスも売る予定だ。必ず人気商品になる。

			　エルシエに戻るころにはユキノがかなりの量のコークスを作りだめしているだろう。

			「私、個人としてはクロスボウや、ベル・エルシエで帝国を撃退した手榴弾という武器を売ってほしいわね」

			　ベル・エルシエに潜んでいるエリンの諜報員から、すでに手榴弾の情報を手に入れているようだ。

			　あれも、為政者からすれば魅(み)力(りよく)的にうつるだろう。

			　巨大化させ威力をあげた手榴弾は防衛用としてはかなりの効力を発揮する。

			「クロスボウと手榴弾をここで売り出すのはないな。だれでも手に入るようになると、俺たちだけじゃなくエリンも怖いと思うよ。特に手榴弾なんて、街中で使えば数十人が死傷する」

			「確かにそれはあるわね。ここで売ってくれとは言わないわ」

			　納得してくれたらしい。今後はエルシエ相手にエリンとして申し込んでくるのだろう。

			「それと、約束のものだ。ちょうど荷解きをしたし、ここで渡しておこう」

			　俺は荷物の中から、クロスボウを一つ取り出す。

			「エルシエを国として認めてもらう代わりに渡す約束だっただろう。頑張って研究してみるといい」

			「ありがたくいただくわね」

			　クロスボウは、手本さえあれば、いずれは作り上げることができるだろう。

			　だが、それはずいぶんと先だ。一見クロスボウは単純な構成に見えるが発射機構は精密な部品の塊(かたまり)だ。完(かん)璧(ぺき)なものができるまでに数年はかかる。その間にクロスボウを苦にしない部隊を作り上げないといけない。

			　結局、兵器の開発はいつでもイタチごっこだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、エルシエから来たほかのメンバーを残して俺はアスールに付き従い製鉄所の建設予定地を訪れた。

			　石炭を燃料にした高(こう)炉(ろ)である以上、どうしても煙や灰などの公害が出る。可能な限り公害を軽減するような仕組みにはしているが限界がある。

			　だから、人(ひと)気(け)のないエリンの端に土地を用意するように指示してあった。

			「さて、ここが予定地よ。広さは十分かしら」

			「ここなら文句ないな。それで、肝(かん)心(じん)の鍛(か)冶(じ)師(し)はどこに？」

			「ついてきなさい」

			　アスールの後ろについていく、すると見るからに急造という趣の木の建物があった。

			「いわゆる宿場というやつね。建設が始まったらここに泊まり込んでもらうのよ。居住区からは遠い位置にあるから通わせるのも馬鹿らしいわ。覚悟はいいかしら？　扉を開くわよ」

			　アスールが扉を開く。

			　すると、四十名ほどの筋肉の塊(かたまり)のような男たちが一斉にこちらを向く。

			「鍛(か)冶(じ)屋連合の皆さん。この方がシリルさん。三日間、あなたたちを指導していただくわ。おそらく世界で一番の鍛(か)冶(じ)師(し)よ。よく学ぶように」

			　世界で一番。その単語を聞いた瞬間、俺への敵意が強くなる。

			「シリルさん、ここにいる方たちはエリンの各工房の中で、二番目や三番目に腕が立って、可能な限り若い者を集めたの」

			　若くて実力があり、自分の城を目指す夢に溢れる連中。

			　それはつまり、新しい知識に貪欲で、……一番競争心が強い者たちだ。

			　彼らからしたら、森に引きこもっている世間知らずなエルフが世界で一番の鍛(か)冶(じ)師(し)と紹介されて面白いわけがない。

			　このままではろくに話も聞いてもらえないだろう。

			「はじめまして。俺はエルシエ……エルフと火狐の国から来たシリルだ。エリンの長、アスールに紹介された通り、これから三日の間、君たちにいろいろと技術を教える。そうは言っても、君たちは俺の実力に疑問を持っているだろう」

			　誰もが口を閉じたままだが、その目は俺の言葉を肯定していた。

			「だから、自己紹介をしよう。君たちに俺が何者かをわかる形で」

			　俺は護身用の武器として携帯しているナイフ二本とクロスボウ、そして今日のために用意した図面を、前列に居る鍛(か)冶(じ)師(し)に渡す。

			　鍛(か)冶(じ)師(し)たちに言葉は必要ない。

			　どれほどのものが作れるか。それを示せば実力がわかってもらえる。

			　鍛(か)冶(じ)師(し)たちは、手渡されたそれらを食い入るように様々な角度から見て、触り、感嘆の息を漏らす。

			　技量があればあるほど、それらがどのような価値があるかがわかってしまう。

			　三十分経っても、いまだに彼らは俺の作った道具を手放そうとしない。

			「夢中になっているところ悪いが、このままではいつまで経っても終わらない。どうかな？　俺の指導を受けるつもりになったか」

			　そう問いかけると、鍛(か)冶(じ)師(し)たちはお互いに顔を見合わせ、その中で一際存在感を放つ大男が、ゆっくりと口を開く。

			「あんたは間違いなく、この場で一番の鍛(か)冶(じ)師(し)だ。たった三日だが、親方と呼ばせてくれ」

			「構わないよ。こちらこそよろしく」

			「「「よろしくお願いしやす。親方!!」」」

			　そして、三日間の指導が始まった。

			　実は俺にはアスールに隠した目標がある。

			　それは鍛(か)冶(じ)師(し)の引き抜きだ。

			　とくに汚いことをする必要はない。圧倒的な実力を見せつけ、俺についてくれば得るものが多いと感じれば勝手についてくる。アスールたちは引き留めるだろうが、自由都市をうたっている以上、エリンに縛(しば)り付けることは不可能だ。

			　エルシエには鍛(か)冶(じ)師(し)が絶対的に不足している。俺が指導することも考えたが、素人(しろうと)に対して一から十まで教えるのは時間がかかりすぎる。

			　だが、ここで俺が鍛(きた)えた鍛(か)冶(じ)師(し)を連れてこられれば、そいつに教育を任せられる。

			　俺はそんな野望を胸に秘めながら、教鞭を振るい始めた。

		

	
		
			　

			第４話　別れ

			　

			「何度言ったらわかる！　火入れが甘い」

			「へいっ、親方！」

			「あとそこ！　駄目だ。図面の意図を理解していない！　そんな基礎工事ならすぐにガタがくる！」

			　俺は声を張り上げて作業現場に立っていた。

			　今は夕暮れどきで、俺の指示のもと四十人の鍛(か)冶(じ)屋の精鋭たちが動き回っている。

			　今日で約束の三日目だ。

			　日の高いうちは建設現場で実務を行ってもらいながら指示を出し、日が暮れれば宿場でひたすら座学を行うというスケジュールだ。

			　俺は空を見上げる。夕日が沈みそうになっていた。

			「よし、みんな今日はここまでだ！　区切りのいいところで切り上げろ。三十分後に飯、そのあと座学に入る。全員速やかに体を洗って着替えてこい！」

			「「「了解です。親方」」」

			　元気のいい返事がくる。

			　連日の徹夜だというのに、全員目がらんらんと輝いている。新しいことを教えてもらえるのが楽しみで仕方がないといった様子だ。

			　さすがにアスールが選抜しただけあって、全員地力もあり吸収力もある。

			　あっという間に俺の技術を理解し受け入れていく姿は、圧巻ですらあった。

			「やろうども！　今日で最終日だ。思い残すことがねえようにしろよ！」

			　鍛(か)冶(じ)屋のリーダー格の青年が発破をかける。

			　俺は苦笑する。本当は飯を食い終わったら出発するぐらいの気持ちでいたが、夜明けまでは付き合ってやろうと決めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「親方、今夜は寝かせねえぜ」

			「へへへ、たっぷり俺たちに付き合ってもらおうか」

			　飯を食い終わるなり、ものすごい勢いで鍛(か)冶(じ)師(し)たちが俺のところに集まってくる。

			　手には紙が用意されており、俺への質問内容がびっしりと書かれてあった。

			　俺は一日三時間は眠っているが、この質問状は俺が寝た後に鍛(か)冶(じ)師(し)たちが書いているので、ここにいる連中はほとんど不眠不休だ。

			　高(こう)炉(ろ)を作るための最低限の知識や、図面の読み方は教え切ったので、各自、自由に質問できる時間をもうけた。

			　さすがの俺も、四十人がかりで質問攻めにされると一度には答えられないので、一度すべての質問を読み上げてからいくつかにカテゴリーわけをして、数人ごとに呼び出して教えるというスタイルをとっていた。

			「まず、アレック、エポナ、ロリタ、ソマネ」

			　この四人は鉄の剛性についての質問だったので、まとめて呼ぶ。

			　するとその四人が駆け寄ってきて、その四人の一歩外側に残りの三十六人が円を作る。

			　質問者以外が来るのは、自分のした質問でなくても得られるものがあると思っているからだ。

			　一言一句聞き逃さないという気迫が見て取れる。

			　俺はなるべく簡潔に回答するが、それに対する質問が続いて、あつい議論につながる。

			　こういう空気は嫌いじゃない。

			　いや、むしろ好きだ。好きなものに全力で打ち込む奴のことが好きなのだ。

			　そうして、次々と質問を解消していくと夜がふけ、いつしか日が昇り始めた。

			「みんな、お疲れ様。俺が教えてやれるのはここまでだ」

			　俺は苦笑しながら口を開く。

			「おっ、親方ぁ」

			「俺たちを捨てるのか親方ぁ」

			　なぜか、鍛(か)冶(じ)師(し)たちは涙を流し始める。

			　完全な上下社会で生きてきた彼らは、目上の人間に対する敬意が大きいようだ。

			「捨てるわけじゃないさ。あくまで三日って約束だからね。ここからは自分たちでやっていくといい。一応、高(こう)炉(ろ)のサポートとして月に一度、進捗確認には来るから、そのときにまた話せるさ」

			　基礎は教えたが実践できるかはまた別だ。

			　エリンとの契約で、定期的に図面通りのものができているかを見に来る約束になっている。

			　そのときは、時間を作って彼らにものを教えるのも悪くない。

			「親方、エリンに来ませんか？　親方の腕と知識なら、どこでも受け入れてくれるし、報(ほう)酬(しゆう)も思いのままですぜ」

			「そうだそうだ。親方みたいな人が森に引きこもっているなんて世界の損失だ」

			「俺たちと一緒にエリンを盛り上げていきましょうぜ！　親方が居れば、エリンはコリーネ王国から独立して世界最強の国家になれる！」

			　鍛(か)冶(じ)屋たちの言葉にどんどん熱がこもっていく。

			　彼らの言うことにも一理ある。

			　俺がエリンに来れば金も権力も思いのままだし、そこにエリンの財力と豊富な人材を使えば、彼らが言う通りコリーネ王国から独立して最強の軍事国にもなれるだろう。

			　それでも……

			「嫌だよ。俺は大事な人たちがいるエルシエを自分の手で盛り上げたい」

			　俺は、ルシエとクウ、そしてユキノたちがいるエルシエを選ぶ。

			　エルフや火狐はエリンでは生きられない。俺たちが安心して暮らせる豊かな国を作り上げる。それが、俺が俺自身に対して行った誓いだ。

			「そうっすか、親方の意志は固いみたいですね。残念っす、俺たちはまだまだ親方から学びたかったのに」

			「ううう、親方ぁ」

			「そう泣くな。また会えるさ。それにね、俺からまだ学びたいなら俺がエリンに来る以外にも方法はあるよ」

			　俺の言葉を聞いて鍛(か)冶(じ)師(し)たちが身を乗り出す。この三日でたくさんのことを教えたが、三日では限界がある。みんな、まだまだ知りたいことがあるのだ。

			　さて、俺の目的を果たそうか。

			「俺がエルシエを捨てるのは無理だけどね。君たちがエルシエに来てくれるなら、俺は俺の持てる技術を君たちに伝えよう」

			　エルフと火狐以外の種族をエルシエに迎えることに対しエルシエ側で抵抗があるかもしれない。だが、将来的にはありとあらゆる種族の共生を目指している。俺に心酔しており、扱いやすい彼らをまず受け入れることは、エルシエとしても必要なことだ。純粋に技術者が増えるのも喜ばしい。

			「なっ!?」

			「そっ、それは」

			　鍛(か)冶(じ)師(し)たちがどよめく。

			　それは当然だ。彼らはエリンで才能が認められ、それなりの地位にいる。しかも、エリンに居るということはその腕を認めてもらう機会はいくらでもある。

			　エルシエに来て俺に師事しても、その腕前を誇示できる機会は少ない。

			　地位と名誉と金。そのすべてを捨てたものだけが、俺から技術を受け取ることができる。

			　究極の選択だ。

			「エリンを捨てるかどうかの判断だ。即答はしなくていい。それに君たちも鍛(か)冶(じ)師(し)だ。今受け持っている高(こう)炉(ろ)の建設。それを果たすまえに投げ出したりはできないはずだ。三か月後、高(こう)炉(ろ)が完成して、そのときに選べばいいよ。俺についてくる気持ちがあるならエルシエは受け入れる」

			　あたりを沈黙が支配する。そんな中、一人の男が口を開いた。

			「俺は親方についていく。高(こう)炉(ろ)の建設が終われば必ず親方のもとへ行く。それが最高の鍛(か)冶(じ)師(し)になるための近道だからだ。親方、今後ともお願いします」

			「わかった。楽しみにしているよ」

			　結局、あと三人ほどがその場で俺についていきたいと言った。

			　残りのメンツも悩んではいるようだ。

			　そして鍛(か)冶(じ)師(し)たちに惜しまれながら、彼らに別れを告げて宿場を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うちのホープたちを引き抜こうなんてひっどいですね。アスール様にちくりますよ」

			「じいか……」

			　アスールの付き人である男装の麗人が背後から声をかけてくる。

			　俺でさえ風の魔術がなければ気付けないほどの気配遮断の技術をもつ危険人物だ。

			「好きにすればいい。あいつはそれぐらい見越しているだろうし、エルシエで腕をあげてから再度引き抜くぐらいは考えているだろう」

			　それぐらいでないと、長なんてやっていられない。

			　都市の長というのは、やっていることはマフィアの首領と大差ない。

			「ちっ、可愛(かわい)くない。まったく少しは驚いてくれないと面白みがないですよ」

			「可愛(かわい)げがありすぎるのもどうかと思うぞ。唇にクランベリージャムが付いている。俺たちの新作クレープだ。また仕事中に抜け出して買い食いか？」

			「はわわわわわ」

			　じいは慌てて口元を拭(ぬぐ)う。

			　今回売っているクレープは焦がしメープルシロップだけでなく、煮詰めたクランベリーにメープルシロップを加えたジャムを塗ったものも売っている。

			　味を増やすことで飽(あ)きないようにもできるし、クランベリーを使う分メープルシロップを節約できる。

			「アスール様には内緒ですよ？」

			　じいは唇にちょこんと人差し指を当てた。

			　その仕草がおかしくて口を押さえて笑う。

			「そうさせっ……」

			　苦笑しながら言葉を紡ごうとしたところを遮(さえぎ)られた。

			　じいの手によって、首元にナイフを突きつけられていたからだ。
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			　動きが見えなかった。

			　馬鹿な話をしてできた、一瞬の気の緩(ゆる)み。そんな中、視線を外した刹(せつ)那(な)。彼女は口元に当てていた手と反対の手でナイフを抜き、予備動作なしで距離を詰めてきた。

			「エルシエの長、油断しましたね？　私の立場を覚えていますか？　お嬢様の付き人兼、護衛兼、エリンの間諜部隊の隊長ですよ」

			　ナイフが肌に触れて、一筋の血が流れた。

			　じいの手にあるのは、俺が作りエリンで売ったナイフだ。

			「まいったな、もしかして今まで見せてくれた間抜けな姿は全部演技か？」

			「いえ、あれは素です」

			　ノータイムでじいは返答する。

			　よかった、あれが演技だったら俺は人間不信になっていた。

			　じいは、ふっと浅い息を吐いてから三歩後ろに下がった。

			「もし私が本気なら、あなたは死んでいました。帝国ではゆめゆめ気を抜かないように。あそこには私以上の化け物がいます。油断すると一瞬で死にますよ」

			　じいはナイフを鞘に納め、にこやかな笑みを浮かべる。

			「まさか、今のは俺に警告をするためにやったのか？」

			「そうですよー。アスール様から出発前に気合を入れろと命じられました」

			「ずいぶんと親切だな」

			「ええ、まだあなたに死なれては困るので。アスール様は私にあなたの護衛をするように命じましたが、さすがにそれはできません。だから、こうしてご忠告をしたわけです」

			「肝に銘じさせてもらう。アドバイスをもらったついでに教えてほしい。じいの言う、じい以上の化け物は、アシュノのことか？」

			　かつて、狂気の魔術師シュジナが愛した少女、そのシュラノの身体と世界樹、自らの細胞を使って作り上げた不老不死のホムンクルス。亜流(にせもの)のシュラノという意味を込めて名付けられたアシュノ。

			「そっちの名前を知っているんですか。驚きです。英雄として有名なのはもう一つの名前で、本名は親しい人しか知らないはずなのに」

			「彼女のことは、よく知っている。正直に言うと、今までじいのことを、アシュノが化けているとすら疑っていた」

			　じいは、全属性魔術に一切の適正がないと言っていた。

			　そんな存在は勇者しかありえない。だが、彼女が勇者でないことは見てとれる。

			　勇者以外の規格外の存在はそれほどいない。

			　ゆえに、ハイ・エルフであり、属性魔術を使えば正体がばれるアシュノが、身分を隠すために使えないふりをしているのだと予測した。

			　彼女とあったタイミングも、俺がアシュノと話をしてからだというのもある。

			「私が、アシュノ様？　あはは、面白い冗談です。いやですよ。あの人と一緒にしないでください。……アシュノ様の知り合いなら話してもいいか。私は、魔物が復活した時代に対応する人間のモデルケース。アシュノ様がご自身をお手本に作ったお人形です」

			「モデルケース？」

			「ええ、アシュノ様は、『大魔導士シュジナ様の作った結界はいつか破たんする。その後の世界で生きていける人間を作る』と言っていましたね。結局、私を含めて十人程度で諦めたようですけど、彼女は超人を作ったんです。エルナが満ちて魔物が溢れても人間が強くなれば困らないって、面白い発想ですよね」

			　エルナとは、属性魔術を使う際に消費するマナの反作用として生まれる力。

			　それが集まると、人の恐れを具現化した魔物となる。

			　エルナが世界に満ちないように大魔導士シュジナは大規模な封印の術式を作り、それをアシュノが守ってきた。

			「封印が限界だと？」

			　アシュノと最後に話したとき、アシュノは約束を破ると言っていた。

			　そのことを封印の管理をしないと俺は読み取ったが、そもそもメンテでは追いつかない状態に陥っていたということか？

			「ええ、あと十年か二十年で魔物が世界に溢れるらしいですよ。それに向けて、『今は世界のルールを変えて世界中の人の強さを底上げする研究に鞍替えしている』とアシュノ様からうかがいました。魔術を使用する際には世界の物理法則を小規模とはいえ歪(ゆが)めるわけで、それを応用すれば可能って話ですね」

			「あいつはいったい何を……」

			　俺は考え込む。もし、本当に封印がどうしようもないのであれば早急に手を打たないといけない。それこそ、【俺】の力を全て引き出してでも。

			「でも、アシュノ様のお知り合いなら、少し安心です。あの人、身内は大事にしますからね。まあ、どちらにしろ気をつけてくださいね。帝国は魔境です。私の同類とかもいるかもしれませんし」

			　ひらひらと手を振ってじいが離れていく。

			「どうしてそこまで話してくれた」

			「うーん……、アシュノ様のお知り合いなら兄妹みたいなものですしね。得体の知れない気持ち悪さも、アシュノ様絡みなら、まぁ、しゃあねえって感じですし。ではでは、ご健闘をお祈りしますよ」

			「最後にもう一つ、じいはどうしてエリンに居る」

			「バランス調整ですよ。帝国に勇者が二人居るのに他の国に対抗措(そ)置(ち)がないと、帝国はどんどん勇者の力でごり押しして世界征服に乗り出しちゃいますよね？　だから、勇者を止められる私が敵に回ったんです。……まあ、それはきっかけで。アスール様の母親と親友になったから、彼女の置き土産(みやげ)が居る間は、コリーネに居座ることに決めたんです」

			「孤児院の話はどうした」

			「気の強いあの子は、私が弱点を見せたほうが安心すると思ったので、あえて弱点を作ったんです。もっとも、今はそっちも大事になっちゃった。嫌ですね。人とかかわると、どんどんめんどくさいものが増えていく」

			　今度こそ完全にじいが消える。それを見送り、拳を握りしめる。

			　考えることが増えていく。

			　自ら破(は)滅(めつ)への道を歩む帝国。破たんが見えたエルナの封印。

			　俺の知らないところで確実に何かが始まろうとしていた。

		

	
		
			　

			第５話　麻と涙と

			　

			　じいと別れてから、領事館に向かい、まだ眠っているロレウたちをたたき起こして、店の状況を聞いた。……悪いとは思ったが時間がない。

			　店のほうは順調らしい。

			　クウの師匠のレラと、アスールが用意してくれた女の子が取り仕切ってくれており、問題なく運営できていた。

			　相変わらずメープルシロップとクレープは好調なようで、それにつられて毛皮製品や保存食もよく売れているようだ。

			　その話を聞いた俺はロレウたちに指示を出してから別れた。

			　商品がなくなるまで粘り、なくなり次第、次の日程を周知してからエルシエに戻る。

			「あとは、アスールに預けた化学肥料が認められれば数年は安泰か」

			　こればかりは、アスールの手腕にかけるしかない。

			　肥料は渡し、使い方をきっちり教えた。それで収穫量が増えたと判断されれば、彼女自身が有力な商人に売り込んでくれる。

			　そうそう失敗はしないはずだから、期待はできるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺はベル・エルシエに向かって走っていた。

			　一度、エルシエに戻りルシエやクウの顔を見たいという気持ちはあるが、どうしても遠回りになる。後ろ髪を引かれる思いを振り切ってただ走る。

			　おかげで、二日でベル・エルシエにたどり着くことができた。

			　もともと帝国の基地ということもあり、エリン以上に頑丈に作られている門をたたく。

			「これはシリル様！　よくいらっしゃいました」

			　門番として出迎えたのは、見知った顔だった。ベル・エルシエを治める五大長の一人、コボルト族の長であるヨハンだ。相変わらず、人のいい笑みを浮かべており、しっかりした印象を受ける。

			「悪いな。事前に連絡をよこさないで」

			「いえ、シリル様ならいつでも歓迎ですよ」

			「そう言ってもらえるとうれしいよ。ヨハン、ベル・エルシエの統治は順調か？」

			「順調です。……とは言い切れないですが。少なくとも飢(う)え死にする住人はいないですし、兵の練度もあがってきています」

			　正直に話してくれて喜ばしい。隠されるのが一番困ってしまう。そうされると助けようがない。

			「やっぱり問題は山積みか」

			「仕方ないですよ。もともと別のところで暮らしていた連中が一緒に暮らしているんです。そりゃ喧嘩になりますよ。もう、慣れてきましたが」

			　ヨハンはそう言って朗らかに笑った。

			　彼の言う通り、難民が集まってできたベル・エルシエには多くの種族が存在する。それぞれに自分たちのルールというものが存在する。

			　力のある五種族の長である五大長の話し合いのもと、ベル・エルシエのルールが決められ周知されており、それに従うようにはなっているが、浸透するのに時間がかかる。

			「ヨハン、頑張ってくれ。むしろ、そういった問題は今からが本番だ。飢(う)え死ぬ寸前だからこそ我慢できていたことが、腹が膨(ふく)れて余裕ができると我慢できなくなる。面倒事がどんどん増えはじめるぞ」

			　ベル・エルシエが曲りなりにも運営できているのは、ここでしか生きていけず、協力しないと共倒れになるという共通認識があったためだ。

			　だが生活に余裕が出てくると、生きるため以外のことに目を向け始める。ベル・エルシエはそろそろ、その段階に入ってきている。

			「さすが、シリル様。ええ、おっしゃる通りですよ。本当に些(さ)細(さい)なことでの喧嘩が絶えません。それがもとで追い出された種族もいます」

			「苦労をかけるな」

			「いえ、ベル・エルシエがあったからこそ、ここまで生きながらえることができたのです。少なくとも我がコボルト族はその恩を一生忘れない。そしてこのベル・エルシエで生(しよう)涯(がい)、シリル様のために尽くすと決めております」

			「ありがとう。心強いよ」

			　さすがに、犬の性質をもつコボルト族だけあって忠誠心が強い。

			　五大長の中では、俺はコボルト族の彼をもっとも信頼している。逆にとある部族はベル・エルシエを自分たちの種族で統括し、エルシエからの独立を目論んでいる。

			　野心を持つことが悪いとは思っていない。そういった連中は統治にかける情熱があるし、頭も切れる。対抗勢力がある限りは有効に使える。

			「ヨハン、今日俺が来たのは麻の生育具合を見るのと、もう一つは現状確認だな。最近、変わったことはなかったか？」

			　ヨハンは考えこんでから口を開いた。

			「変わったことですか……減ってきた難民がまた増え始めました。本当に一時は落ち着いていたはずなのに、急激に増えましたね」

			「帝国方面からか？」

			「その通りです。帝国に比較的近く裕福だったはずの村からの難民が多いです」

			「すまないが、ヨハン。帝国に近い村から来た難民の誰かと話をさせてくれ。できれば、読み書きができる程度の教養があるといいな」

			「かしこまりました。ちょうど麻の栽(さい)培(ばい)を担当させているものがいますので、麻の視察のあとに呼びましょう」

			「ありがとう。そうしてもらえると助かる」

			「では、案内させていただきます……。ビアンナ。ここの門番は任せる」

			「ええ、行ってらっしゃいませ、シリル様、ヨハン様」

			　俺はヨハンに連れられてベル・エルシエの中に入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「思ったより活気があるな」

			「人が多いですからね」

			　ベル・エルシエの中では農具を担いだ多種多様な種族が忙しく動き回っている。

			　狩人らしく右手に弓を持ち、左手には仕留めたキジを片手にぶら下げているものもいた。

			「店を開いている連中もいるのか」

			　ふと見てみると、道に大きな布を広げて、その上に様々な商品を広げて露店を開いている人たちがいた。

			「ええ、シリル様から麻を育てる代わりにいただいた食料を、労働力を供給してもらっている各種族に配っているのですが、その食料を狩人なら獲物と交換したり、漁師なら川でとれた魚と交換しているようです。他にも女性が織った服も交換の対象ですね。人が増えて、農業だけでは手が余りはじめたので、自然とそうなっていきました」

			「うん、自主的にそうなっているのはいい傾向だ。見慣れない作物もあるな」

			「難民の中には村を逃げ出す際に、作物の種や家畜をもってきたものもいて、少しずつですが、育てられる種類も増えています。色んな村から人が集まるので、お互いの知識を共有できるのは大きいですね」

			「なるほど、今度エルシエにない作物の種を分けてもらおう。特にあの赤いのがいいな」

			　俺はトマトを指さす。あれは種から育てるのが大変なので、できることなら苗から欲しい。

			「シリル様のためになら喜んで」

			　いつまでもエルシエからの物資だけに頼っているのでは先細りになる。それに、ここにいるのは難民とはいえ、今まで自分たちの力で生きてきた種族ばかりだ。……他の種族に自らの命運を任すことの意味も危険性も十分に理解しているからこそ必死なのだろう。

			「まあ、今はシリル様からいただいた種もみと食料がないと駄目ですが、秋の収穫が終われば来年の分の種もみが確保できます。そうすれば自分たちで生きていけるだけの糧を得られるでしょう」

			　俺にそう語るヨハンの目はやる気と希望に満ちていた。

			　それだけでも、ベル・エルシエを作り難民を助けた意味があった。……たとえ、帝国からエルシエを守る盾というのが、はじまりだったとしても。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「良く育っている。丁寧に世話をしてくれている証(しよう)拠(こ)だ」

			　俺は巨大な麻畑に来ていた。

			　エリンであるだけすべて購入した麻の種を、ドワーフだった頃の俺……クイーロの力で耕(たがや)した土地に蒔いて、かなり大規模に育ててある。エルシエではこの規模は絶対に無理だっただろう。

			「本当に成長の早い作物で、我々もここまで順調に育って驚いていますよ」

			　まだ栽(さい)培(ばい)を始めて一か月ほどだというのに、一〇センチほど緑の茎が伸びてきている。

			「麻は三か月～四か月で収穫できるからね。あと一月もすれば、きれいな紫の花が咲いて、さらにもう一月経てば実が収穫できるよ」

			　おそらく、帝国がエルシエをせめてくるよりは早い。どれだけ金をかき集めても、人と物を集めるのにそれだけの時間はかかってしまう。

			「でも、こんなものを育ててどうするんですか？」

			「いろいろと便利なんだよ。麻はオスの花とメスの花があってね。オスの花のほうの実は食用にできる。大豆に似たようなものなんだけど、栄養価は高いし味も濃い。けっこうなご馳走だよ」

			　地球でも、豆乳の代わりに麻の油を使った大麻豆腐というものが存在する。甘みと旨みが豆腐よりずっと強く、コアなファンも多い。

			「茎のほうも上質な植物繊維が取れるから服の素材にできるし、頑丈さが求められる縄も作れる。頑張れば紙なんてものも作れて無駄がない。それに食べようと思えば茎も食べられる」

			　歴史上、ここまで有用な植物はなかなか存在しない。

			「オスの実って言いましたよね？　メスの実はどうするんですか？」

			「栄養価は変わらないけど……陶酔成分、人を狂わせる成分がメスの花の実には多量に含まれている。オスのほうにもあるけど、ごく少量だから気にならない。メスの花の実のほうは大量に食べれば、壊れる危険がある。見分け方を教えるから気を付けてね」

			「シリル様、ではメスの花はどうなさるつもりですか？」

			「全部、有効活用するよ。オスの食べられるほうは君たちにも分けてあげるし、使い切れない茎の分も分けるから、それで服なんかを作ればいい。だけどね、メスの花はすべてエルシエが独占する。そのために食料を支援した。俺たちがそれを求めている以上に、扱い方を間違えばベル・エルシエが滅ぶっていうのも大きい」

			「……わかりました。深くは聞きません」

			　ベル・エルシエが滅ぶという言葉にヨハンが青い顔をした。

			　このメスの花こそ、俺が求めているものだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　麻の視察が終わったあとに一人の男を呼び出してもらった。

			　帝国付近の村から逃げ出してきた男だ。

			「シリル様、連れてきました」

			「あんたがエルフの長か」

			　種族は人間、枯れ木のようにやせ細り、肌は荒れ、疲れ切った目をしていた。

			「そうだ。俺がエルシエの長だ」

			「……このベル・エルシエを作って、難民を受け入れるようにしたのはあんたってことで間違いないか？」

			「間違いない。全部俺がはじめたことだ」

			　帝国の進軍を防ぐための壁として俺はベル・エルシエに難民を受け入れたのだ。

			「……そうか、なら恨めないな。エルフの連中なんて死ぬほど嫌いだ。おまえらさえ居なければ、俺はこんなことにはならなかったのに。くそっ、恨ましてもくれないなんて、本当に嫌になる」

			　男は顔を伏せて肩を震わせる。涙が一滴零(こぼ)れ落ちた。

			「教えてくれないか、村の状況を？」

			「……ああ、いいぜ。話そうか、俺たちの状況を」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「急に税金があがったんだ。帝国を滅ぼす悪魔と戦うための臨時徴(ちよう)収(しゆう)だって、去年の秋にもってかれたばかりなのによ。貯えなんてない俺たちは金を払えなかった」

			　春の戦争のときも、かなり無理な資金集めを強行し、それでも負けた帝国は、さらに無茶な追撃をしたが、失敗している。

			　それでもまだ次をと考えるのだから、これだけの締め付けとなったのだろう。

			「最初は、手持ちの食料を全部もっていかれた。次は娘を売って金を作らされた。だが……同じような子が街にあふれかえって、結局ろくな金にすらならず、税金を払ったら何も残らなかった。娘まで失ったのに、何も、何も！」

			　娘を連れていかれたことがよほど悔しいのか、手が真っ白になるほど強く握りしめている。

			「今度は食料を買うために、土地を売る羽目になった。土地がないから、食い物が育てられねえ、だから土地を持つ奴に金を払って作物を育てるしかなかった。俺はそれ以外に生き方を知らねえ、税金の他に金をとられて、作物を育てても俺の手元には麦一粒残らないんだよ。だから逃げ出したんだ。こんなところに居たら殺される。村の他の奴らだって一緒だ」

			「……なるほど」

			　考えうる最低の愚(ぐ)策(さく)。

			　農民が土地を売れば、食料の生産量が落ちる。そもそも農民が逃げ出すほど追いつめてしまえば意味がない。

			「エルフが反乱を起こさなければ、こんなことにならなかった。さっさと負けてくれていれば、度重なる増税もなかった。そう恨みたかったんだ。なのに、今ではエルフが恩人なんてよ。俺は誰を恨めばいいんだよ！」

			　その声には、やりきれなさが嫌というほど詰まっていた。

			　きっと、今まで彼はエルフのことを恨み続けることで生きてこれた。ベル・エルシエに助けられて、俺のことを聞き、その根底を覆(くつがえ)されて拠り所がなくなってしまったのだろう。

			「エルフのせいで、税の取り立てが厳しくなったということは認めよう。だが、俺たちは仲間を守るためにそうした。そのことを反省するつもりも後悔するつもりもない」

			　付け加えるなら、この男は戦うべきだった。それができないのであれば、もっと早く娘と一緒に逃げてくればよかった。

			「……ここに住ませて、仕事をくれたことは感謝している。だが、割り切れない部分はある。表立ってあんたらのことを悪くは言わない。ただ、一つだけ頼みがある」

			「なんだ？」

			「もう帝国を終わらせてくれ。これ以上は無理だ。あんな地獄、なくなったほうがいい。どの村も同じだ。いや、街の中ですら。だからいっそ悪魔に食い潰されてしまえばいい」

			　その言葉には万感の思いが込められていた。

			「約束するよ。帝国を終わらせる」

			　俺ははじめて、帝国を滅亡させると口にした。

			　心の何処かで探し続けていた共存という言葉、いつのまにかその言葉にヒビができていた。

		

	
		
			　

			第６話　帝都

			　

			　帝国にようやくたどり着いた。

			　とは言っても、帝都を守る四方の都市の一つに、だ。

			　ここに来る途中、いくつかの村を見てきたがひどいものだった。ほとんど廃墟のようになっていたのだ。

			　ベル・エルシエの難民が言っていたことは本当のようだった。誰もが生きて行くことを諦めて故郷を捨てている。

			「変装はこれぐらいでいいか」

			　俺は耳当てをつけ、髪を黒に染めていた。今の帝国はエルフを完全に敵と認識している。避けられる火種は避けたほうがいい。

			　帝国も四方を城壁に囲まれており、門番が存在する。

			　普段よりも警戒が強いようで、何人かが門前払いをくらっていた。

			　なんの身分証もない俺がここを通るのはおそらく不可能だろう。

			　気配を消して慎重に、裏へ裏へとまわる。

			「【知覚拡張】」

			　風のマナと意識を繋げ、周囲三〇〇メートルの情報をすべて収集していく。

			「よし、今なら飛べる」

			　今、俺を認識している存在はいない。

			　全力で垂直跳び、そして……

			「【突風】」

			　突風を呼び、風に体を乗せ、一気に高く飛び上がる。

			　そして城壁を飛び越えて帝都に侵入する。城壁の裏にだれもいないことは【知覚拡張】で確認してある。

			　足を痛めないように着地直前で再び風を吹かせて衝(しよう)撃(げき)を軽減した。

			「さて、じゃあ帝都の中を見てみようか」

			　こうして俺は帝都の中に侵入することができた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ひどいな」

			　周辺の村同様、街の中も悲惨なものだった。

			　店はほとんど閉まっていて、物乞いと、身売りをする女性であふれている。

			　少しでも羽振りの良さそうな紳士を見つけると群がっていく。

			　ぼろぼろの外套をまとう俺は幸い目をつけられていない。

			「腹ごしらえをしないと」

			　腹をさすりながらつぶやく。

			　ここに来るまでにずいぶんと走ったせいで胃袋が悲鳴をあげている。

			　数少ない開いている店を探して、中に入る。

			　すると、中の商品を見て驚く。品数は少なく、状態もよくない。

			　俺は仕方なくしなびたリンゴを一つとって店主に渡す。

			「おい、兄ちゃんちゃんと金を持っているんだろうな？」

			「当然だ。このリンゴが欲しい。いくらだ」

			「銀貨一枚」

			　その値段の高さに驚く。

			　もし、エリンで銀貨を一枚出せばみずみずしいリンゴが六つは買える。

			　普通ならぼられていることを疑うが、街の状況を考えるにかなりの食糧難で、この値段は妥当だろうと予測できる。背に腹は替えられないので財布から銀貨を取り出した。

			「ダメだよ、お客さん。この硬貨は使えない」

			「なに？」

			「知らないのか？　今の帝国じゃ新硬貨しか使えないんだよ。今までの硬貨は使えなくなったんだ」

			「いつからだ？」

			「二か月前にお触れが出てからだよ。旧硬貨を帝国の新硬貨に替えろ。一月後には旧硬貨での取引を禁止するってな」

			「わざわざ多数の国で使える共通硬貨を捨ててまで……いったい何のつもりだ？」

			　今の金貨はかつて、この大陸の国が統一されていた時代に作られたもので、帝国やエリンをはじめとした多数の国で使用できる。その利便性は計り知れない。

			　帝国でしか使えない硬貨なんて誰も喜ぶはずがない。

			「硬貨が使えないなら仕方ない。悪かった。また今度来るよ」

			「待て、兄ちゃん。まだ硬貨の交換を国が受け付けているから、今回はそれで売ってやる。ただし手数料で銅貨を五枚だ」

			「……その金額を払おう。ほら」

			　俺は渋々ながらも銅貨を手渡し、通常の六倍以上の金額で質の悪いリンゴを購入した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しなびたリンゴをかじりながら街を歩く、目指すのは両替所だ。

			　街の中で手持ちの硬貨が使えないなら、どこかに必ず両替所があるはずだ。でなければ外からきた商人たちは買い物ができないし、帝国の商人も外に出るときに困る。

			　しばらく歩いていると目的の両替所を見つけたので中に入り、金貨と銀貨数枚を、手数料を払って帝国の硬貨と交換する。

			「やっぱりな」

			　金貨を手に持った瞬間わかる。

			　混ぜ物を増やしている。

			　今までの金貨は金の比率が九割五分ほどだが、これには七割程度しか金が使われていない。あとは安い金属だ。

			「そこまでやるのか」

			　事実上、すべての金貨を回収して交換できれば金貨の保有量は三割ほど増える。見かけ上の金は増えるだろうが、こんなものは他国では通用しない。

			「あと、お兄さん」

			　両替所の女主人が店を出ようとした俺を呼び止める。

			「こんなお得ものもあるよ。旧金貨なら、五枚でこの帝国紙幣を六枚も買えるがどうだい」

			　女主人が出したのは六枚の紙切れだった。

			　文面には金貨一枚の価値を帝国が保証すると書いてある。さらに、一年後以降は自由に金貨と交換できる。

			「じゃあ、六枚もらうよ。すごいね。たった一年で金貨一枚分得するなんて」

			「だろ？　ぼろ儲けだ。こんなうまい話は他にないよ。もっと買っていきな。今じゃ帝国の中だとこの紙で商売している連中も多いね。どうせ一年後には金貨に戻せるんだ。わざわざ重い金貨を持ち運ぶ必要もないだろ」

			「俺は遠慮させてもらうよ」

			　そう言って、やんわりと断る。

			　資料としてほしかっただけで、これで儲けられるとは思わない。

			　そもそも、金の含有量の関係で、金貨六枚分の価値と言われている証書も現時点で既に金貨五枚の価値に満たない。さらに金貨で払い戻しになった時には、今以上に金の含有率が下がる可能性が高い。

			　ようするに、長期的には必ず損をする契約だ。

			　……それでも帝国からすれば一時的に大量の金貨を手に入れられるし、変換するときも金の含有率を下げれば得ができる。これはもう、一種の増税と変わらない。

			「この帝国紙幣とやらは売れているのか？」

			「もちろん、飛ぶように売れているさ。早く兄さんも買わないとなくなっちまうよ」

			「俺はいいよ。危ない橋は渡らないんだ」

			　俺は苦々しいものを感じながら両替所を立ち去った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それからもしばらく、街中を散策する。

			　冗談のように活気がない。

			　理由はわかる。商人から徹底的に搾(しぼ)り取っている以上、商人が雇っていた住人たちは仕事を失う。仕事を失えば金がない。

			　金がなければ経済は回らない。

			　この噂を聞いて、外から入ってくる商人は減るだろうし、知らずに入ってきても、硬貨の交換に難色を示して取引は最小限にして去っていく。

			　外からのものがなければ、自分たちで食料を作っていくしかないが、度重なる戦争で消(しよう)耗(もう)しているうえに、増税で農村から人が逃げ始めて生産量自体が落ちている。

			　俺自身、ここからどうやって立て直していいのかわからない。わざとこの街を潰そうとしているとしか考えられない。

			　目的がわからずにかえって恐怖を感じる。

			「さあ、兵士の募集だ！　今日も簡単な試験をする、希望者はついてこい!!」

			　兵士が現れて、声を張り上げるとその後ろにぞろぞろと町の住人たちがついていく。

			　職にあぶれた人々が、日々の糧を得るために兵士の募集に列をなす。

			　この町のほとんどの男がついていっているのではないかという異様な列。

			　どう見ても戦えなさそうな、商人や贅(ぜい)肉(にく)がついた男、そういった連中もどんどんついていっている。

			　兵士が必要だというのはわかる。だが、兵士だけ集めても食料がなければ……

			「まさか、そういうことか？」

			　俺は自分のひらめきを確認するために、魔力を込めて疾(しつ)走(そう)する。

			　目指すのは入ってきた門とは反対側の門。

			　帝国は、帝都と、それを守るように設立された四方の都市で構成されている。

			　ゆえに、エルシエ方面とは逆の方面から来るのは帝都から来たものたちが主流となる。

			　そこで、俺が見たものは……

			「やはりか」

			　大量の食料が馬車にのって運ばれてきていた。

			　つまり帝国は……

			「この町を使い捨てにして、最大規模の戦争を仕掛けるつもりか」

			　すべてに納得がいく。

			　帝国には帝都以外に四つの都市がある。逆説的にいえば、帝都さえ無事であれば他四つは潰してもいい。

			　今回の帝国の一連の流れはこうだ。

			　徹底的にエルシエ方面の都市の住民から金を搾(しぼ)り取る。目立つ大商人は直接とらえて税金を徴(ちよう)収(しゆう)し、一般市民からは増税に加え、硬貨の切り替えと言って手持ちの金貨を集めたうえで、劣(れつ)悪(あく)なものと交換させる。

			　さらに、旧硬貨と交換という条件で、詐欺のような紙幣をばらまくことでわずかに残った金貨すらも回収する。

			　当然、経済はズタボロで、食べるものを買うことも生産することもできない。

			　ゆえに、国民は兵士の募集に食いつくしかない。徴兵などで難色を示す連中も生きるためなら自ら志願するし、兵士をやめて餓(が)死(し)するならどんなひどい訓練も耐えられる。

			　そして、兵士を食わす食料は、住民から巻き上げた金貨で、帝国内の別都市から買う。

			　エルシエ方面以外の都市は、他の町から仕入れて、エルシエ方面の帝国の都市に売ればぼろもうけなので喜んで売ってくれるだろう。

			「これなら、短期間に兵士の数を増やしつつ、兵糧の確保もできるわけか」

			　冷や汗が流れた。

			　あまりにも非人道的すぎる。未来を切り売りして、たった一回の戦いにかけるなんてまともな神経じゃない。

			「ふーん、その顔、やっぱり気づくんだ。いつか気がつくと思ったけど、初日っていうのはちょっと意外かな」

			　俺の思考が少女の言葉によって遮(さえぎ)られる。

			「ようこそ、帝国へ。歓迎するねエルシエの長。自己紹介の必要あるかな？　きっと君は私のことをよく知っていると思うんだけど」

			「一応、お願いするよ。俺は君と会ったことがない。はじめまして、アシュノ」

			　俺がそう言うと、非生物的なまでに美しいハイ・エルフの少女は、翡翠色の目を輝かせて笑った。

		

	
		
			　

			第７話　契約

			　

			「こうして話すのは初めてか。俺はシリル。エルシエのシリルだ」

			　俺は振り向いて背後に立っていた女性に声をかける。

			　十代後半で、すらっとした均整のとれた体つき。明るい金色の髪に、何より特徴的なのはエルフの上位種、ハイ・エルフの証(あかし)たる碧色の瞳……【翡翠眼】。

			　エルフとしての本能が、彼女にひざまずけとささやく。

			　直接会ったのは初めてだが、胸の中を狂おしいほどの懐かしさが駆け巡った。

			「これは、ご丁寧に。わたしはアシュノ。この世界の英雄で、守り人をやっているの」

			　ぺこりと礼をする。その姿が非常に様になっている。

			「参ったな。君は、俺がこんなにはやく帝国の狙いに気付くとは思わなかったと言ったが、俺もこんなにもはやく君に見つかるのは予想外だったよ。警戒はしていたんだけどね」

			　髪を黒くし耳を隠している。それだけではなく、魔力の波長や魂(たましい)で見つかるので魔術で偽装もかけていた。

			「それで、隠しているつもりだったんだ。ねえ、教えて。あなたは何？　父さんの、大魔導士シュジナの、いったい何？　嘘はつかないでね。父さんのことで嘘をつかれたら……自分を抑える自信がないの」

			　肌を刺すほどの殺気がアシュノから放たれる。

			　俺は慎重に言葉を選ぶ、間違えれば死ぬ。

			「俺はシュジナの生まれ変わり。……シュジナの記憶を持っているだけの赤の他人だ」

			　そう、確かに俺はシュジナと同じ魂(たましい)、そして記憶をもっている。

			　だからなんだというのだ。俺は始まりの魔術師シュージでも、アシュノの父親であるシュジナでもない、シリルだ。シリルとして生きてきて、これからもシリルであり続ける。

			「なるほど、あなたはわたしの父さんじゃないんだ。懐かしい魂(たましい)の匂いがしたから期待したのに……」

			　一瞬だけ、アシュノが親とはぐれて泣きそうな子供に見えた。

			【俺】の話では五百年前、必ずまた会えると約束してシュジナのときの【俺】は死んだ。その約束を信じ続けた彼女にとって俺の言葉はどれだけ残酷に聞こえたのだろうか。

			「俺はシリルだ。君の父さんじゃない」

			「わかった。シリル、いいものを見せてあげるわ。ついてきて」

			　背中を向けてアシュノが歩き出す。

			　俺は無言でそのあとを追った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここは、どこだ？」

			「帝国兵の訓練場、ここで兵士たちを鍛(きた)えているの。新兵と旧兵を合わせれば一万人を超える。二か月で兵としてものにしようと頑張っているの」

			　アシュノに連れてこられたのは、帝国の訓練場が見渡すことができる丘だ。

			　すさまじい熱気がこっちにまで伝わってくる。

			「なんだ、この異様な空気は」

			「みんな、必死なの。聞いてみるといいわ」

			　俺は、【知覚拡張】を使って訓練場の音を拾い始める。

			　そして、背筋が冷たくなった。

			「これは……いったい」

			　訓練場には怨(えん)嗟(さ)の声が響き渡っていた。

			「悪魔を！　エルフを殺せ！」

			「奴らを根絶やしにしろ」

			「殺せ！　殺せ！　殺せ！」

			　エルフに見立てた丸太に数人が血走った目で剣を叩き付けている。

			　理性なんてない、純粋な殺意に突き動かされての行動だった。

			「どう、びっくりした？」

			「これは、いったい……」

			　兵士たちの行動は人に強制されてのものではない。本心からでないとあれほどの殺意は放てない。

			「わかっているんでしょ？　今までエルシエは帝国兵を殺しすぎた。当然兵士には、家族も友人もたくさんいる」

			「それはわかる。だが、それにしても異常だ」

			「まあ、それは帝国の努力かな」

			　その一言で状況が理解できた。

			「プロパガンダか」

			「その通り、やっと紙が安価に作れるようになったし、それなりに識字率があがったから、やりやすかったよ。少なくともこの街の人間にとっては、今回の戦争は凶暴なエルフからの侵(しん)略(りやく)戦争で、必死に防衛するも劣(れつ)勢(せい)。街を守るために何人もの兵士が犠(ぎ)牲(せい)になったって認識なの」

			　馬鹿な話だ。エルフがこの街を攻める理由なんて何一つない。

			　俺たちは滅ぼされたくないから戦うしかなかった。そこまで追い込んだのは帝国だというのに、まるで立場が逆転している。

			「それだけじゃないだろ？」

			「うん、もちろん。街の人たちはこうも信じている。今の苦しい生活は全部エルフのせい。エルフがいる限り、この地獄が続く。エルフを滅ぼして初めて幸せになれるってね。あそこで訓練している人たちは、恨みに身を焦がしながら、大事な人を守るために、幸せになるために必死に剣をふるって強くなろうとしている。今までエルシエが勝ってきた帝国兵とは士気が段違いよ。それは急造兵の練度の低さを補ってあまりある」

			　かつて、俺はエルシエの訓練に帝国への恨みを利用した。

			　それと同じことを数百倍の規模で実施されている。はっきり言って怖い。街一つがそのまま敵になったようなものだ。

			「教えてくれ、アシュノ。これは、お前が仕込んだのか。お前は、エルシエを滅ぼしたいのか？」

			「違うよ。わたしは止めなかっただけ、今回の絵を描いたのはシリルも会ったことがある四大公爵の一人、ヴォルデック」

			　あの男か、かつてベル・エルシエで会った切れ者の男の顔を頭に思い浮かべる。

			「そして、今回の戦争に協力するってわたしは約束したの。その意味がわかるよね？」

			「一万を超える士気の高い兵が豊富な食料で襲い掛かってくる。しかも、俺たちは今まで帝国との戦いで優位を保っていたマナを使った属性魔術を使えない」

			　アシュノはハイ・エルフであり、固有能力、【マナ完全掌握】を使える。彼女の支配領域では、地・火・風・水。すべてのマナが彼女に従う。

			　エルフも、火狐も、彼女の前ではその力を失い、優位性がなくなる。

			「勝ち目なんてないってわかるよね？」

			「なぜだ。なぜ、お前は帝国の味方をする！」

			「それはね、シリル。あなたを壊して父さんにもう一度会うためだよ」

			　透き通るような綺(き)麗(れい)な笑みをアシュノは浮かべた。

			「本当はね、シリル。あなたの正体にはうすうす気付いてたんだ。はじめて父さんの匂いがして話しかけたときは、父さんじゃないって思った。でも、後から出てきて邪魔をしたのは間違いなく父さんだった」

			　たった、あれだけでアシュノは俺のことに気がついたのか？

			「だからね、シリル。あなたの中に父さんがいるって仮説を立てた。シュジナの資料を片っ端から漁ってね。とある年齢で急に人格が変わったってあって確信した。わたしはシリルの心を壊して、父さんを引きずり出す。そのために、あなたの大事なものを全部壊そうと思ったの。わたしが一人で君の留守を狙って皆殺しにしてもいいけど、それは理(り)不(ふ)尽(じん)で終わる。だから、ちゃんとあなたの土俵、戦争で勝負した上で何も守れなかったと絶望してもらう」

			　かつて、【俺】はこう言っていた。すべてを諦めた瞬間、シリルとしての俺は死に【俺】が前面に出ると。

			　そのためにアシュノは帝国に協力しているというのか。

			「シリル、あなたには悪いけど。わたしは五百年も待った。わたしには父さんしかいない。ひどいことだってわかっているけど諦めきれない」

			　もし、俺がルシエやクウを失って、だれかの大事なものを奪うことで取り戻せると知ればアシュノと同じ行動をとっただろう。

			「そうか、アシュノの考えはわかった」

			　俺はナイフを取り出し逆手にもち、自分の喉めがけて引き寄せる。

			　この勢いだと間違いなく致(ち)命(めい)傷(しよう)を負うだろう。

			「いったい、どういうつもりかな」

			　激痛をこらえ、脂(あぶら)汗(あせ)を流しながら、アシュノが口を開く。

			　ナイフは俺の喉を突くことはなく、アシュノの手の甲に突き刺さっていた。

			　彼女はとっさに俺の喉とナイフの間に手を差し込んだのだ。

			　ぽたぽたと赤い血がこぼれる。

			「交渉をしよう、アシュノ」

			　俺はナイフをアシュノの手から引き抜く。

			　彼女は自分の手に魔術をかけて癒(いや)した。

			「俺が自殺すれば、アシュノは自分の父親……シュジナと会えなくなる」

			　なにせ、彼女にとって俺は宝箱だ。その宝箱ごと宝が壊れることは絶対に避けたい。

			　そのためなら自分の身を挺(てい)して止める。

			「自分の命を盾にして、わたしを止めるつもり？　エルシエを襲えば自殺するとでも言って」

			「そんなことは言わないさ。そんな条件を飲むわけないことぐらいはわかる」

			　なぜなら、それはどっちみちシュジナと会えない条件になるからだ。それなら強硬な手段をとる。

			　俺が恐れるのは、アシュノが一生諦めないこと。

			　今回を凌いでも、何度でも、何度でも、襲い掛かってこられると、いつか俺は屈してしまうだろう。それを防ぐための方法は、一つしかない。

			「提案だ。戦争をしよう。ただし、どちらが勝つにしても無駄な殺生はしないこと。俺が降伏した場合、アシュノの力で可能な限りエルシエの民を救ってくれ」

			　エルフや火狐を心の底から憎んでいる兵士たち、もし戦争に負ければどう転んでも虐殺される。だが、英雄であり信仰されている彼女なら止めることができる。

			「それをすることに、どんなメリットがあるの？」

			「もし、俺が負けたら。俺はシリルを捨て、【俺】に、シュジナに体を明け渡す。逆に、それ以外の手段でシュジナを呼び出すことを強要するなら。たとえ自害することになろうとも絶対に表に出さない」

			「……わたしが父さんに会いたければ、条件を飲むしかないわけね。それで、もしあなたが勝ったらどうなるの？」

			「アシュノには未来永劫、父親に会うことを諦めて貰う」

			「勝てば、父さんに会えて、負ければ少なくともシリルが生きている間は会えないってわけ。いいわ。誓う。【魂(たましい)の誓約】は使えるでしょう？」

			「もちろん」

			【魂(たましい)の誓約】はかつてシュジナが開発した魔術。

			　お互いの魂(たましい)に契約を焼き付け、その契約を違えれば死ぬ。

			「「【魂(たましい)の誓約】」」

			　二人同時に魔術を起動。

			　契約事項は三つ。

			　１　俺とアシュノは可能な限り戦争後の虐殺を抑止する

			　２　アシュノが勝った場合、俺は【俺】に体を明け渡す

			　３　俺が勝った場合、アシュノは父親のことを諦める

			　無事魔術が完了した。

			「最後の戦争は三か月後よ。それで決着をつけましょう」

			「了解した。それまでに準備を整えるよ」

			　三か月。長いようで戦争に備えていればすぐに過ぎ去っていく時間だ。

			「アシュノ、父親からの伝言だ。【俺】のことは忘れて、自分の幸せを見つけろ。世界を守る必要もない。自由になってくれ」

			　夢の中で、【俺】は、自分からアシュノを解放したいと言った。【俺】が唯一真剣に俺に向かって放った言葉だ。

			「できないわ。五百年ずっと、できなかった。だからわたしはずっと、父さんを待ち続ける」

			　アシュノと別れる。次に会うときは戦場だ。

			　俺は覚悟を決める。

			　帝国の兵は予想以上の脅(きよう)威(い)だった。事実を歪(ゆが)め、街の人間をほぼすべて兵士にするという非道な手を使った。

			　逆説的に言えば、一般人だからといって容(よう)赦(しや)をする必要がないということだ。

			　もう俺はためらわない。最後の一線を越える。どんな手でも使ってみせよう。大切な人たちを守るために。

		

	
		
			　

			第８話　帝国の弱点

			　

			　俺は帝国のスラム街にあるあばら家で荷造りをしていた。今日にはここを出発する。

			　帝国に来てから三週間ほどが経っていた。

			　この間は、主に情報収集を行っていた。アシュノからの干(かん)渉(しよう)はないが、常に見張りがつけられているのを感じていた。他にも帝国周辺の反帝国の立場をとっている村や町と様々な交渉をしており、手応えがあった。

			　帝国に反感を覚えている勢力は殊(こと)の外多い。

			　不思議と帝国から出れば監視が外れる。だからこそ、他の勢力と交渉ができたが、何か帝国の中に隠したい機密があっての行動かもしれない。

			　帝国で俺についていた監視は、どことなく気配がエリンのお嬢様に付き従っているじいと似ていた。おそらく、じいが言っていた同類だろう。

			　戦争の際に投入されれば脅(きよう)威(い)になる。一人、二人ならどうにかなるかもしれないが、数十人あのクラスの化け物が来ればまともな手段では対抗できない。

			　監視以上のことをしなかったということは、アシュノの私兵だろうが、油断はできない。

			「楽には勝たせてくれないか」

			　改めて今回の戦いの厳しさを認識する。

			　情報収集も彼らの陰におびえながら行わなければならない。逃げるだけなら、どうとでもできるとはいえ、かなり神経を消(しよう)耗(もう)している。

			「だが、得るものは多かった」

			　帝国を崩す方策が見えてきた。

			　帝国が流通させている債券。金貨五枚で購入できて翌年に金貨六枚と交換できるものだが、驚いたことにこれが本当に紙幣として流通しはじめていた。

			　確かに、一般市民の生活は悲惨なものだが、帝国の搾(しぼ)り上げから逃れた一部の大商人や、貴族の中では経済がむしろ活性化している。

			　紙幣は金貨と異なり、軽くかさばらないので利便性が高い。さらに、一時的にとはいえ、金そのものの流通量が増えている。債券に書かれた金額の合計は、もとの金貨より多いのだ。

			　この効果を認め、今は四大都市の一つでしかやっていない債券を他の都市でも発行していくらしい。

			　金を搾(しぼ)り取るために考え出されたシステムが思わぬ効果を生んでしまった形だ。

			「紙幣のいい面を享受したんだ。ちゃんと落とし穴にはまってもらわないと」

			　紙幣というのは人類の最大の発明であると同時に、何度も失敗を踏んできて無数の被害をもたらした。

			　そもそもただの紙切れを金貨と同じ価値のものとして扱うことができるのは、来年金貨と交換できるという約束、そしてそれができると信じさせる帝国に対する信頼があるからだ。

			　それが崩れた瞬間、紙幣はまさに紙切れになるリスクがある。

			「この分だと上流だけじゃなくて、下流まで紙幣を使いだすのは時間の問題か」

			　金貨と変わらず使え、なおかつ金貨五枚分で金貨六枚分の債券を購入できるのだ。持ち金すべてを債券に換えはじめるのも時間の問題だろう。

			　俺の読みでは二か月後にはそうなっている。

			　だからこそ、そこを狙って叩き潰す。

			　俺は事前に購入していた帝国紙幣を光にかざす。

			「一応は、偽造対策を頑張っているみたいだな」

			　透かしや、彫り込み、さらに帝国特有の特殊な配合をされたインクを使っており、徹底的に偽造対策されている。

			　もっとも、薄く強い紙を作る製紙技術や、大量発行を可能にした印刷技術など、これを作れる国そのものがほとんどないだろう。

			　だが……

			「俺なら偽札を作れるな。透かしや、彫り込みも、ドワーフのクイーロになればどうとでもできる。インクの材料と調合法も解(かい)析(せき)は終わった」

			　笑みを深くする。

			　紙幣の価値を落とすのは簡単だ。帝国が金貨と交換できないほど大量に紙幣を流通させればいい。そのことに周りが気が付いた瞬間、紙幣の存在はただの紙切れに変わる。

			　帝国の住民たちは後先を考えずに手持ちの金貨をすべて債券に換えていく。その後に債券が価値を失えば、その経済的なダメージは計り知れない。恐(きよう)慌(こう)や暴動が発生し帝国の国力を盛大に削いでくれるだろう。

			　紙の原料は近々大量に手に入る。嵩(かさ)張(ば)らないインクのほうは原料を帝国で買って帰ればいい。

			　偽札をばらまくタイミングで不安を忘れる薬を併せてばらまいてやる。現実から逃げ出したい連中がのめりこんでくれる。うまくやれば、戦争の前には帝国をズタボロにできるだろう。

			　俺は必要な買い物を済ませて帝国を後にした。

			　帝国を出る間際、視線を感じ振り向くと。翡翠眼の少女が手を振って見送ってくれた。

			　言葉はかわさない。それがお互いのためだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、一週間ほどの旅路を経てエルシエにたどり着いた。

			　途中、ベル・エルシエで再び、麻の生育状態を確認したがきわめて順調で来月には収穫ができるところまで来ていた。

			　天候が良く、肥料がばっちり決まったのもあるが、ベル・エルシエのみんなが頑張って世話をしてくれたおかげだろう。

			「やっと、帰ってこれたか」

			　エルシエの様子を見て感慨深くつぶやいてしまった。

			　たった一か月なのに、ずいぶんと懐かしく感じる。

			　エルシエの外壁は、突貫作業で作っている防壁におおわれている。基礎工事は大体終わってきた。予定よりも前倒しで工程が進んでいるようだが、手抜きをした様子もなく、かなり心強く感じる。

			　門を通ろうとして、門番を務めているエルフの一人に声をかけようとすると、すごい勢いで銀色の影が門の中から飛び出してきた。

			「シリル兄様！」

			　声とほぼ同時に、腰のあたりに銀色の狐耳ともふもふの尻尾(しつぽ)を持つ少女が抱き着いてきた。紅色の宝石がついた首飾りがよく似合っている。

			「シリル兄様！　シリル兄様！　シリル兄様！」

			　俺の名前を連呼しながら、頬をお腹に擦り付けて、尻尾(しつぽ)を振っている。

			　ここまで懐かれると嫌な気はしない。俺はぽんぽんと頭を撫(な)でる、少女は目を細めた。

			「ただいま、ユキノ。少し見ない間にずっと甘えん坊になったね」

			「お帰りなさい。シリル兄様。ずっとシリル兄様が居なくて寂(さび)しかった」

			　ユキノは顔を赤くすると、抱擁をとく。そして右に並ぶと気恥ずかしそうに俺の手を握った。

			「よく、俺が帰ってくるってわかったね」

			「シリル兄様がベル・エルシエから鳩を飛ばしてくれた。天候を踏まえた鳩の移動速度とシリル兄様の性格から想定される出発時間と、休憩頻(ひん)度(ど)とペース配分を逆算したら、これぐらいにつくって予測して、見張ってた」

			「さすが、俺の一番弟子」

			　俺が褒(ほ)めると、ユキノは撫(な)でて撫(な)でてと言いたげに頭を差し出してきたのでわしゃわしゃと乱暴に撫(な)でる。これぐらい強いほうがユキノは喜ぶ。よほど嬉しいのか俺に体を預けてきた。

			「俺がいない間、問題はなかったか？」

			　ユキノの首飾りについている宝石……使い捨ての通信魔術の媒体が残っているのでそこまで大きな問題はなかっただろうが、聞かずにはいられなかった。

			「とくになかった。山賊や帝国の脱走兵が襲ってきたから焼いたり、別の山からオオカミの群れがやってきて、ヤギを襲ってきたから焼いたり、ロレウ様がしつこいから焼いたり、あとほかにもいろいろ焼いた」

			「……それを特に何もないっていうのはどうかと思うよ」

			　本当にこの妹分は頼りになる。

			　あとでロレウをしめておかないと。温厚なユキノが実(じつ)力(りよく)行(こう)使(し)に出るようなことだ。よほどのことをしたのだろう。

			　ユキノを見ると、一カ月程度しか離れていなかったのにずいぶんと成長したように感じられた。この年頃の女の子はちょっと目を離すとすぐに大人になってしまう。

			「あと、シリル兄様、たくさんコークス作ったし、硫黄もちゃんとわけて保存してる。両方とも、シリル兄様にお願いされてた量の倍は作った」

			「それは助かる。今度の戦争でいっぱい使うからね」

			　マナを使った魔術に頼れない以上、どうしても科学技術を使った戦いに比重をおく必要がある。火薬の原料になる硫黄はいくらあっても足りない。手榴弾、大砲、地雷。そのどれもが火薬を使うのだ。

			　ハーバー・ボッシュ法による窒素固定で、硝酸は大量に用意できるが、硫黄を得るには地道に石炭から分離させるしかない。

			　それを、クイーロを使うことなく用意してくれるユキノの存在は非常にありがたかった。

			「頑張ったユキノをたくさん褒(ほ)めてあげないとね。あとで久しぶりにブラッシングしてあげるよ。実は、お土産(みやげ)にいいシャンプーが手に入ったからね。すっごく艶々のさらさらになるよ」

			「お姫様の尻尾(しつぽ)！　シリル兄様、大好き！」

			　ユキノが大喜びで目を輝かせる。

			　本当に可愛(かわい)らしい。

			　そんなユキノを見ながら、この子がお嫁に行ったら俺は泣くなと思った。

			　ユキノはもう一二歳。あと二年もすれば結婚できる。こんないい子を周りの男は放っておかないだろう。

			「じゃあ、俺は行くね。ルシエとクウに早く会いたいんだ。ブラッシングは明日の夜にでも」

			「シリル兄様」

			　小声で俺の名前を呼びながら、ユキノは俺の手を引いた。

			「どうしたんだい、ユキノ」

			「ご褒(ほう)美(び)、先にほしい」

			　申し訳なさそうに顔と耳を伏せたままで、ユキノは口を開いた。

			「どうして？」

			「シリル兄様、家に帰っちゃうと、ルシエ様とクウ姉さまのことで頭いっぱいになって、ユキノのこと忘れちゃう」

			「そんなことないよ」

			「ある！」

			　珍しく、ユキノが大声を出して俺は驚く。

			　ユキノは俺を独り占めしたかったのだろう。だから、こうして門の前で待ち構えていた。子供特有の独占欲。その気持ちはわからなくはない。

			「ごっ、ごめんなさい、シリル兄様」

			　言った本人も驚いたらしく、しゅんとなってしまった。

			「でも、もう少しだけ、ユキノのシリル兄様で居てほしい。ご褒(ほう)美(び)が終わるまで、ユキノと一緒に居て。……だめ？」

			　上目遣いでユキノはおねだりしてきた。

			　俺は苦笑する。

			「いいよ。じゃあ、俺の工房に行こうか。そこでブラッシングをしてあげる。でも三〇分だけだからね。いろいろと仕事もあるから」

			「ありがとう！　シリル兄様。わがまま言ってごめんなさい」

			　きっと、一か月の間、大好きなお兄ちゃんと離ればなれになっていたから寂(さび)しくて調子がくるっているのだろう。これぐらいの可愛(かわい)いお願いを聞くぐらいはやぶさかじゃない。

			「いいんだ。わがまま言うのは子供の仕事だし、お兄ちゃんもうれしいさ」

			「ユキノは、子供？　でも、子供だからシリル兄様は」

			　ユキノは、俺の言葉を聞いて、一瞬複雑そうな顔をして、いつもの笑みを浮かべた。

			「いこっ、シリル兄様！」

			　俺の手を引いて先を歩くユキノ。

			　今日は念入りにブラッシングをしてあげようと心に決めた。

		

	
		
			　

			第９話　人でいられる境界線

			　

			「シリル兄様、そこ、気持ちいい」

			　俺は工房でユキノをブラッシングしていた。

			　ユキノは俺の膝の上で寝そべっており、ブラッシングしやすいように下着姿になっている。上はタンクトップのような薄い肌着で、下は尻尾(しつぽ)を通すためかローライズ気味で両サイドを紐(ひも)で結ぶタイプのいわゆる紐(ひも)パンだ。白いお尻(しり)が半分ぐらい見えていた。

			　銀色のふさふさの尻尾(しつぽ)は手触りがよく、撫(な)でているだけで幸せな気分になってくる。

			「ユキノの気持ちいいところは覚えているよ。ほら、ここをこうすると」

			　ユキノの弱点、尻尾(しつぽ)の付け根の裏側、そこを小刻みに攻める。

			「はふぅ、シリル兄様ぁ」

			　すると、ユキノがびくりと全身を震わせ、その震えが俺の手に伝わってくる。

			　ユキノは敏感で反応がすぐに返ってきて面白い。

			「もっとして欲しいところがあったら言ってね」

			「大丈夫。これ以上、気持ちいいとユキノはおかしくなる」

			　声に艶がある。すこしだけ、どきりとした。

			「ごほんっ、そう言えばユキノ、クウの様子はどうだった」

			　ずっと気になっていたクウのことを問いかける。俺の居ない間、体を壊していなければいいが……

			「体調は問題ない。でも、クウ姉様、最近食欲がなくて心配」

			「そっか、そろそろ妊娠三か月だしね。そういう時期か」

			　この時期になると、妊娠による体の変化が明確に現れ始める。一番妊婦が不安になる時期でもあり、つわりのピークもこの時期に重なる。

			　こんなときに留守にしてしまった罪悪感がわく。

			「今のクウでも食べられる、あっさりして消化に良くて栄養のあるものを考えないと」

			　ユキノの尻尾(しつぽ)にブラシをかけながら、俺はクウの食事について考える。

			　やっぱり、汁物がメインだろう。ちょうど、シカの赤身で作ったシカ節がいい具合に熟成している頃だし、それで出(だ)汁(し)をとれば美味(おい)しいものができそうだ。

			「今のクウ姉様でも食べてくれる料理があるから、あとでシリル兄様にも教える。頑張って作ったレシピなの。チーズを作ったときにできる透明なヤギのお乳にクランベリーの果汁とメープルシロップを入れて、ジャガイモの粉で固めて冷やすの。そしたら冷たくてぷるぷるして美味(おい)しくなる」

			「それは美味(おい)しそうだし、栄養もありそうだ」

			　ユキノの言った料理を分析する。

			　透明なヤギのお乳というのは乳清のことだろう。

			　チーズはヤギの乳の脂肪分を固めて作るものだ。残った乳は脂肪分が抜けて透明になる。

			　乳清には、タンパク質とカルシウムがたっぷり含まれているし、脂肪が抜けることで獣(けもの)臭(くさ)さと癖がなくなって飲みやすくなる。

			　そこにクランベリーで酸味、メープルシロップで甘みを入れて味を整える。

			　仕上げに、ジャガイモの粉……片栗粉をゼラチン代わりに使って液体を固める。

			　そうすることで、栄養たっぷりで、さっぱりした甘酸っぱいゼリーができ上がる。妊婦のクウでも楽しめる最高のごちそうだ。

			「ユキノはすごいよ。よくそんな料理を思いついたね」

			「クウ姉様が苦しそうで、ユキノはなんとかしてあげたくて、今までシリル兄様に教わった料理全部思い出して、材料とか調理法とか、いっぱいいっぱい考えてたらできた」

			　素直に感心する。料理の応用ができている。

			　応用ができるということは、料理をただ覚えているわけではなく、ちゃんと調理手順の意味や、材料の性質を理解しているということだ。

			「ユキノ、クウに作った料理を今度俺にも作ってくれないかな。聞いてたら、食べてみたくなったんだ」

			「シリル兄様が食べてくれるの？　ユキノ頑張る！！！」

			「ありがとう。期待しているよ」

			　ユキノは料理でも俺の弟子だ。

			　その成長が気になる。がんばり屋な彼女のことだ。俺の居ない間にかなり上達しているだろう。

			「あとね、シリル兄様」

			「なんだい？」

			「クウ姉様のことはちゃんと話したいと思う。でも、今はユキノのご褒(ほう)美(び)の時間。クウ姉様や、ルシエ様の話はしないでほしい。今はユキノのことだけを考えて」

			「そうだったね。今はユキノの時間だった。ごめんね。ユキノのことだけ考えるよ」

			「うん」

			　言葉は端的だが、よほど嬉しいのか尻尾(しつぽ)がぶんぶん揺れる。

			　そして当然、ブラッシングをしていた俺は突然の動きに反応できずにブラシを落としてしまう。

			「ユキノ、尻尾(しつぽ)を振るとブラッシングができない」

			「ごっ、ごめんなさい。シリル兄様」

			　ユキノは尻尾(しつぽ)の動きをぱたっと止めるが、喜びを隠し切れないのか、こんどは先っぽが黒い銀色の狐耳がぴくぴく動く。

			　そういえば、クウは狐耳を甘噛みすると喜ぶが、ユキノはどうだろうか。

			　一度気になると、狐耳が気になって仕方なくなる。

			　試してみよう。

			「はむ」

			　軽く唇をつかってユキノの狐耳を噛む。

			　するとユキノの頭の先から震えが始まり、尻尾(しつぽ)の先まで震えが伝わってきた。

			　少し、面白い。

			「きゃっ」

			　小さく悲鳴を上げて、ユキノが俺の膝の上から飛び退き涙目で耳を押さえて睨(にら)みつけてくる。

			「シッ、シリル兄様。いきなり何？」

			　涙を浮かべた恨みがましい目で見てきた。

			　相当怒っている。

			「ごめん。そこまで驚くとは思ってなかった。クウがこうされるのが好きだったから、ユキノも喜ぶと思ったんだ」

			　予想はハズレ、ユキノは本気で嫌がっている。ちゃんと聞いてからやるべきだったと反省する。

			「ユキノは耳を噛まれても気持ち悪いだけ……シリル兄様、ひどい」

			「本当に悪かった」

			「シリル兄様は、耳噛んで楽しい？」

			　ユキノがおそるおそるといった様子で聞いてくる。

			　楽しいかどうかと聞かれれば……

			「楽しいかな？」

			　俺はクウやユキノの狐耳を可愛(かわい)いと思っている。その耳をいじるのは楽しい。

			「そう。……シリル兄様だったら何をされても我慢する。ユキノの耳噛みたいならどうぞ」

			　ユキノが両手で肌着の裾を握ってぷるぷる震えながら頭を差し出してくる。よほど嫌だったのだろう。

			　さすがに、ここまで嫌がられれば、好奇心よりも罪悪感がまさる。

			「俺はユキノの嫌がることはしない。本当にユキノがこんなに嫌がるとは思ってなかった。この通りだ許してほしい」

			「耳、噛まない？」

			「噛まないよ。だから、こっちにおいで」

			「わかった。シリル兄様」

			　そして再び俺の膝の上に乗る。

			「ユキノ、お詫(わ)びに何かしたいけど何がいい？」

			「……ふぉっくすして。ふぉっくすしたら許す」

			「それじゃ、お詫(わ)びにならないよ。俺もしたいしね」

			「でも、ユキノふぉっくすしたい」

			「そっか、じゃあいっぱいふぉっくすしようか」

			「うん、シリル兄様!!」

			　その後、ユキノが腰砕けになるまでたくさん、ふぉっくすした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　工房では予定の三十分を超え一時間ほどユキノと過ごしてしまった。

			　クウと会い、しばらく話をして、術式を施(ほどこ)してからルシエと俺の家に向かう。

			「ただいま、ルシエ」

			　家にたどり着き、声をかけて入る。

			　エルシエについたとき以上に懐かしさを感じる。

			　家に一歩入った瞬間にルシエの匂いがして安心する。今まで、ずっとこの匂いに囲まれて暮らしていたんだなと、今更ながら気づく。

			「おかえり、シリル」

			　ルシエが玄関まで来てくれた。

			　そして、やさしい抱擁。

			　ユキノのときと比べて落ち着いた抱擁。

			　ルシエが爪先立ちになって上を向く、自然と唇をあわせてキスをした。

			　数秒してから口を離す。

			「やっぱり、ルシエと会ってはじめて、本当の意味で帰ってきたって思える」

			「なにそれ」

			　ルシエが可笑しそうにくすくす笑う。

			「俺が帰ってくるのは、エルシエじゃなくてルシエのところだからかな。だから、ルシエに会うまで帰ってきた気がしないんだ」

			「ちょっとシリル、そのセリフはくさいよ」

			　ルシエはそう言いつつも口調は笑っている。

			「セリフがくさいのはいつものことだろ」

			「確かにそうだね。……それで、帝国を見てきた甲(か)斐(い)はあったの？」

			「あったよ。本気で奴らは攻めてくるつもりだった」

			「……そう、また戦争なんだね」

			「悲しいけど、避けようがない」

			　あれだけ憎しみを煽(あお)って兵を集めた以上、もうあとは戦争まで一直線だ。

			　戦いを止めることはできない。

			「シリル、どうするの？」

			「そうだね。エルシエの兵を今まで以上に鍛(きた)える。それだけじゃ足りないから新しい武器もいろいろと用意するよ」

			　例えば、地雷。

			　数で劣(おと)るこちらは、奇襲をメインにするしかない。アシュノの存在によって、優れた目と射程を奪われた以上、罠(わな)に比重を置く必要がある。

			　その点地雷は条件にピッタリだ。

			　地中にあり、探知が難しく、それでいて安価かつ大量に生産できる。

			　そして、電気変換の魔石を使用したコイルガン。

			　アシュノの能力の影響範囲はせいぜい３００メートル。その外からの攻撃であれば妨害できない。

			　クロスボウ程度の火力なら、あっさり対応されるだろうが、コイルガンの火力なら運用次第で、優位を保てる。

			　空気抵抗ゼロの状態で発射できる俺たちなら超遠距離射撃でも精度を保てる。

			　さらに、火薬と電力の反発の双方のハイブリッドで作った大型のものなら、音速の二倍を超える。

			　アシュノのセンサーに引っかかってからの到達時間が短すぎて、おそらく彼女でも反応できない。自身を守るぐらいはできるだろうが、友軍を守ることは不可能なはず。

			　他にも、毒ガス。

			　風上から無味無臭の毒ガスを流す。一部のレシピを【俺】が解禁したのでそれを利用する。

			　アシュノにばれれば、一瞬で風の魔術でふきとばされるだろうが、遅効性のものならば、さすがのアシュノも気づくまでに時間がかかる。

			　発症に気づいたときには手遅れという状況を狙う。

			「でも、たくさんの兵隊が来たら、いくら倒しても追いつかないかも」

			「そのために、みんなで頑張って防壁を作ったんだ」

			　こちらは少数である以上、正面衝突はできない。ゆえに、ゲリラ作戦で削って、消(しよう)耗(もう)させてからの籠(ろう)城(じよう)戦になる。

			　ただ、アシュノのマナ支配領域、３００メートル以内には入れないのでゲリラ作戦の効果は、地雷とコイルガンを使用しても前回より落ちる。

			　確実にエルシエでの籠(ろう)城(じよう)戦がメインになる。

			　それを見越して、食料の自給自足を諦め、今年の食料をすべてエリンからの購入に依存してまで防壁作りに注力した。

			「シリル、いつも以上にずっと慎重だね。そんなに厳しい戦いになるの」

			「そうだね。たぶん、今回の戦いが一番つらい」

			　間違いなくもっとも厳しい戦いになる。それと同時に、おそらく最後の戦いとなるだろう。この戦に勝てば、帝国はエルシエを絶対勝てない敵と認識するはずだ。

			「だからね、戦いの前に打てる手を全部打つんだ。明日、作戦会議を開くつもりだよ」

			　目的は、偽札と麻薬の量産を提案すること。

			　防壁の工事が終わる時期に、大量の大麻がベル・エルシエから送られてくる。

			　大麻の種子や葉は麻薬の原料になる。

			　そして、大麻の葉や茎は上質な紙の材料ともなるのだ。その紙を偽札の生産に回す。

			　戦争までの間はこの二つを可能な限り作る。

			　偽札と麻薬を作ったあとのことも今回の偵察で調整済だ。

			　帝国周辺の反帝国の連中に偽札と麻薬をばらまいてもらうのだ。

			　偽札で、食料と貴金属を大量に買い占める。

			　それと同時に麻薬を売りさばく。その際には紙幣ではなく支払いは硬貨に限定させる。

			　偽札で経済は崩壊し、買い占めにより食料不足はより深刻になる。

			　そんななか、誘惑に負け人々は次々に麻薬にのめり込み、壊れる。

			　非人道的な作戦。そんなことはわかっている。

			　だが、そこまでしないと勝てない。

			　それが本気の帝国とハイ・エルフを相手にするということだ。

			　まだ、不安だ。他にも何かできないか？　帝国につながる水脈すべてに毒を流して汚染して……いや、毒ガスなんてものは、それこそ前線では使わずに街で使用したほうが……

			　いっそのこと、天然痘のウイルスがたっぷりついた毛布を貧民街にばらまいて……。【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】であいつを呼べば、血液を毒に変換する固有魔術がある。エルシエの民にはあらかじめワクチンを打っておけばいい。周辺国は巻き込んでしまうが、そんなこと言っている余裕は――。

			「シリル、怖い顔してるよ」

			「あはは、ちょっと気合が入りすぎちゃったみたいだね」

			　ルシエに声をかけられて正気に戻る。

			　少し、思考が過激になりすぎた。あきらかにやりすぎだ。

			「ねえ、シリル。今日ぐらい、ゆっくりできるんだよね」

			「うん、本格的に動くのは明日からだよ」

			「そう。なら、今日は家事もお仕事も全部いっさい禁止。休憩するのがシリルの仕事。いい？」

			　有無を言わせない様子でルシエが指を立てて、迫ってくる。

			　俺は、思わず頷(うなず)く。

			「よろしい、今日はごちそうを作るね。それと、一緒にお風呂に入ろう。それから、夜も、久しぶりにね」

			　顔を赤くして、それでも楽しそうにルシエは笑う。

			　それを見て俺は気づいた。

			　そうか、彼女がいるから俺は最後の一歩を踏み外さずに済んでいるのか。

			「ルシエ、ありがとう」

			　自然と口から漏れた。俺が立ち上がれたのも、こうして戦い続けていられるのも、そして正気でいられるのも。彼女がいるからだ。だから、どうしてもお礼が言いたかった。

			「どういたしまして。それから、私もありがとう」

			　そう言ったルシエが綺(き)麗(れい)で、俺は言葉を失った。

			　彼女がいる限り、俺は俺のままなんでもできる。心の底から本気でそう思えた。

		

	
		
			　

			第10話　禁(きん)忌(き)の五人

			　

			　ルシエと久しぶりの情熱的な夜を過ごして、気持ちよく眠る。

			　だと言うのに……

			『まったく、まさか封印された【俺】を思い出すとは思わなかったよ』

			　夢の中で【俺】の声が聞こえた。

			　いつもの白い部屋。そこで俺は【俺】と対峙する。

			　もう、隠すつもりはないのか、【俺】は主人格であるシュジナの姿だ。三十代後半の痩(や)せた男。大魔導師らしく、ローブを靡(なび)かせ、四色の魔石が埋め込まれた杖を構えている。
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			「なんのことだ」

			『脳裏に浮かんだだろ？　あいつの……最悪の【俺】の能力が』

			　心臓が嫌な音を立てる。

			　そう、俺はルシエと話しているときに、ある【俺】の凶悪な能力を思い浮かべた。

			『奴はソリュート。病と毒のスペシャリストだ。その固有魔術は自らが受けたことのある病や毒を体内にストックし、いつでも自らの血液をそれらに変換し放出できるというものだ。それだけではなく病や毒を改良しオリジナルのものを作ることすらできる』

			　一見地味に聞こえる。

			　だが、わざわざ【俺】が封印した理由はあるのだ。それも、都市一つを一撃のもとに滅ぼす、【世界を滅ぼした破(は)滅(めつ)の銀龍】を差し置いてまで。

			「封印していた理由はわかるよ。ソリュートは世界を滅ぼせる」

			　そう、【世界を滅ぼした破(は)滅(めつ)の銀竜】は都市を滅ぼす。やりようによっては国を滅ぼせる。

			　だが、世界を滅ぼしたという名前とは裏腹に、言ってしまえばその程度だった。

			　ソリュートは違う。本当に世界を滅ぼしかねない。

			『ソリュートの体内のストックには、黒死病、腸チフス、エボラ、コレラ、天然痘等、数百種類の疫病がある。地球にも、この世界にも存在しないものすら存在する。つまり、この世界の誰一人抗体をもたず、治療する術が存在しない疫病、そんなものですら奴は作れる』

			　だからこそ、【俺】は封印した。けして表に出ないように。

			　そして、このソリュートの怖いところは、一度その力を解き放てば最後、自分ですら破(は)滅(めつ)を止めることができないことだ。

			　自らの放つ病。その特効薬やワクチン、そんなものを作ることはできる。

			　だが、別の世界の病だ。この世界の環境で、さまざまなものと触れながら病は変質していく。変質してしまえば、対抗策が効かなくなる。

			　イタチごっこで対抗策を打ち続けることはできるが、それで事態が収まるかは運任せだ。

			　しかし、そのリスクを差し引いてもなお、ソリュートの力は魅(み)力(りよく)的だった。他国を病で衰退させ、特効薬をちらつかせて、優位な交渉をする。それだけで簡単に世界の覇者になれる。

			「ソリュートが危険なのはわかる。だけど、使いようによっては、強力な武器になるだろう」

			『そう思ってソリュートを使った【俺】は、一人残らず破(は)滅(めつ)したよ。ソリュート自身、過ちを犯し、大切なものをすべて失い、自らの罪の重さに押しつぶされて【俺】に体を明け渡した。あの力は破(は)滅(めつ)そのものだ』

			【俺】は苦笑する。それと同時にかつての記憶が蘇(よみがえ)ってきた。過去の自分の失敗をもとに対策をし、それでも、自身の力に溺れ破(は)滅(めつ)した俺(ソリユート)の姿が。

			　吐き気がとまらない。俺の体験ゆえに、そのときの感情までが流れ込んでくる。

			「なら、どうして思い出させた。そうさせないために、【俺】はソリュートを封印していたはずだ」

			　その言葉を聞いて【俺】は、どこか寂(さび)しそうな笑みを浮かべた。

			『こんなものを解放するつもりはなかった。でも、俺(シリル)は思い出した。封印なんて、たいそうなことを言っているがね。せいぜい、記憶の引き出しに気づかせないようにしているだけだ。【俺】の中から、【俺】を消せはしない。そして……』

			【俺】は表情を引き締める。

			『【俺】と俺(シリル)の境界線があいまいになっている。俺(シリル)が【俺】を飲み込んでいる。【俺】が譲っているから当然の結果だ』

			　その言葉を聞いて青ざめる。俺が俺じゃなくなる？

			『その心配はない。主導権は俺(シリル)に渡してある。だが、これ以上、【俺】を俺(シリル)が飲み込めば、【俺】は俺(シリル)を止められない。記憶を制限できない。否応なしに俺(シリル)は【俺】のすべてを知るだろう。そうなれば、良識と理性だけで、俺(シリル)は【俺】の力の誘惑に抗(あらが)わないといけない』

			　ごくりと、生唾を飲んだ。

			　かつての俺の経験と知識。そして強力な俺の引き出しが増える。それはどうしようもなく魅(み)力(りよく)的な力だ。しかし、使いどころを間違えれば一瞬で破(は)滅(めつ)につながる。

			「どうしてこんなことになったんだ」

			『俺(シリル)は、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使いすぎた。【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使うごとに、俺(シリル)は【俺】を飲み込んでいく。いつかこうなることは必然だった。だが、あまりにも早過ぎる』

			　心当たりはある。このところずっと、ドワーフのクイーロを使い続けている。それでなくとも俺は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】に頼ってきた。

			　あるいは勇者を喰ったことやアシュノとの出会いが何かしらの影響を与えたのかもしれない。

			『一つだけアドバイスをしておこう。【俺】が封印した五人。それを選んだ基準は……世界を滅ぼせるか否かだ。毒と病のソリュートだけじゃない。残る全員がすべて、そういう類(たぐい)の爆弾だ。そのことを覚えておけ』

			　俺はその言葉を噛みしめる。新たな自分を手に入れたとしても、それをむやみに使わないと決めた。

			「今日はやけに素直に助言をくれるんだな」

			『【俺】の娘……アシュノを殺さないと言ってくれた俺(シリル)へのささやかな礼だ。それに、なんだかんだ言ってこの世界が好きなんだよ。愛する人と一緒に救ったこの世界がな。だから守りたいと思っている』

			【俺】が話しは終わったとばかりに手を振ると、白い部屋が崩れていった。

			　まだ、話したいことがある。そう思って手を伸ばしても、【俺】は笑うばかりで返事をしない。

			　なぜか、もう【俺】とこうして話すことはできない。そんな予感がした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夢で【俺】と話してから一月半が経った。

			　あれから、【俺】は一度たりとも話しかけてくることはなかった。

			　その間に、エルシエを守る防壁は完成間近となっていた。

			　高さは四メートルしかないが、完成次第、有(ゆう)刺(し)鉄(てつ)線(せん)をはり、いざという時は高圧電流を流せるようにするつもりなので、正攻法で乗り越えるのは厳しい。

			　厚さは一〇メートルほどあり、破城杭だろうが、バリスタだろうが、大砲だろうが貫(つらぬ)くことは不可能だ。

			　そして、今日はその防壁の仕上げをするために、エルシエの外にでて防壁を眺めていた。

			　エルシエのほぼ全員が今日は仕事を休んで、思い思いの場所で防壁を見つめている。

			「火狐のみんな、仕上げですよ！　ここまでエルフの皆さんが頑張ってくれました。それを無駄にするわけにはいきません。全力で頑張りましょう」

			「頑張ります！　クウ姉様」

			「わかったの。クウ姉様」

			「ユキノがんばる」

			　クウが声を張り上げると、防壁の周りに等間隔に配置された火狐たちが次々に返事をした。

			　今から防壁の仕上げを実行する。

			　クウのお腹はだいぶ膨(ふく)らんできている。今は妊娠五ヶ月ほど。あとに二か月ほどで子供が生まれる。

			　最近は、クウの世話役の火狐たちがべったりと張り付いていて、俺ですらあまり一緒にいることができない。夫婦の営みはもちろん、長い間話しているだけで、クウ様が疲れますからと追い返される。

			　火狐の村が滅んではじめての新たな火狐の誕生なので、かなりナーバスになっている。クウは大事にされすぎて逆にしんどそうだ。

			　今日の作業にクウが参加することにも周りから猛反対があったが、クウが押し切った。エルシエを守る防壁。それを完成させるのは長の妻である自分でないといけないと強く言い切ったのだ。

			「全員、配置に付きましたね！　では、魔術を起動します。総員、【狐火】！」

			　クウの号令とともに、五十人近い火狐たちが、炎の魔術を起動する。

			　膨大な魔力が放たれ、あたり一帯から火のマナが呼び寄せられ、一気に防壁が炎に包まれた。

			　五〇人がかりで行う大魔術は、美しく、畏怖すら覚える。

			「ルシエ、壮観な眺めだな」

			「うん、すっごく綺(き)麗(れい)」

			　紅い炎が激しく燃え盛る。

			　これは防壁の最終工程だ。木と石を骨組みにして、粘土と砂利を混ぜたものを積み重ねてできた防壁。それを焼くことで強度をあげる。

			　部分、部分で分けて焼くより、一発で仕上げたほうが、歪(ゆが)みが少なく強度があがる。そのために、エルシエの火狐総出での大魔術を行った。

			　心のなかで賞賛を送る。力任せに見えて、この魔術は息を合わせることと、繊(せん)細(さい)な操作の両方を求められる。どんなに辛いときもともに頑張ってきた彼女たちだからこそ、可能になったのだろう。

			　観客のエルフたちもその炎に魅入られていた。

			　火狐たちの額から汗がこぼれ落ち、苦痛に顔が歪(ゆが)む。

			　彼女たちをもってしても、長時間の【狐火】の維持はきつい。

			「もう少しだ。頑張ってくれ」

			　俺は声を風に乗せて、火狐全員に届ける。

			　防壁の完成のタイミングを伝えるのが俺の役割だ。各員から思い思いの返答がきた。

			　子狐組に限って言っても、銀色の火狐のユキノは尻尾(しつぽ)を振って喜び、黄色の火狐のケミンは強がってみせ、黒い火狐のクロネは、まだぁっと泣きそうな顔で俺を見ている。

			　慎重に、防壁の様子を見定める。ここでタイミングを誤ればすべてが台無しだ。

			　そして、ついにそのタイミングが来た。

			「お疲れ様！　完成だ。ゆっくりと力を抜いて」

			　火狐たちは安(あん)堵(ど)の表情を浮かべて、少しずつ火を弱める。

			　そして、ついにその炎が消え、ほとんどの火狐たちはその場にへたり込んで息を荒くする。

			　さすがに、これだけの規模の魔術だ。火に愛された彼女たちでも、いっぱいいっぱいだったのだろう。

			　そんななか、クウとユキノは金と銀の高位の火狐だけあって余裕があり、仲間たちを気遣っている。

			　俺は、火狐たちの回復を待ってから、声を張り上げた。

			「エルシエの皆。よくやってくれた！　これでエルシエを守る防壁は完成した。エルフたちが積み上げ、火狐たちが焼き上げた。俺たちを守る防壁だ！」

			　エルフも火狐も、みんな威風堂々とした防壁を見上げる。

			　数か月に亘(わた)る努力の結晶。これだけの長期間に亘(わた)って一つのものを作り上げたのは初めてで、それぞれの胸に達成感がこみ上がる。

			「これほどの防壁なら、帝国の連中も崩せはしない。いや、誰であろうとも壊せない。よく、これだけのものを作ってくれた。長として礼を言う！」

			　エルシエの民たちがぱっと笑みを浮かべて、隣に居る者たちと喜びをわかちあう。

			　中には抱き合う連中も居た。苦しくて辛い単純作業の連続。何度も心が折れそうになっただろう。それでも、みんなが歯をくいしばってよく耐えてくれた。

			　この共同作業は、エルシエのみんなの絆をより深めた。

			「口だけで感謝を言っても、仕方がないと思い、今日は宴(うたげ)を用意した。日が暮れたらすぐに広場に集まるように。酒も飯もたっぷり用意してある！　では、解散だ！」

			　喝(かつ)采(さい)が沸(わ)く。

			　戦争の前に贅(ぜい)沢(たく)は推(すい)奨(しよう)されないが、今日ぐらいはいいだろう。戦いの前の最後の宴(うたげ)になる。精一杯楽しんでもらおう。

			　エルシエに帰っていく皆を眺めていると、風のマナが騒ぎ始めた。何事かと思って振り向くと一台の馬車が走っていた。

			　俺が馬と馬車の両方に改造を施(ほどこ)し、通常の二倍ほどの速度と走行距離を誇(ほこ)る特製の馬車がこちらに向かってきていた。

			　この馬車を所持している都市は三つしかない。

			　俺の前で馬車は急停車する。

			「シリル様！」

			　馬車の荷台に乗っていたのは、ベル・エルシエを治める五大長の一人、コボルト族の長、ヨハンだ。

			　その男が満面の笑みを浮かべて口を開く。

			「やりましたよ！　一刻もはやくシリル様に見てもらいたくて、急いで来ました！」

			「ちゃんとわかるように言ってくれ」

			「できたのです！」

			「だから、何がだ」

			「ついに収穫できたのです。シリル様にお願いされていた大麻が！」

			　一瞬俺は、呆けた顔をしたあと、思わず凶悪な笑みを浮かべた。

			　隣でルシエがぎょっとした顔で俺の方を見ている。

			　ようやく来た、偽札と麻薬の原料となる大麻が。

			　戦争まで残り一か月半。なんとか間に合いそうだ。

		

	
		
			　

			第11話　大麻料理

			　

			「そうか、大麻が収穫できたか。なら明日にでもベル・エルシエに向かおう。時間がない」

			　少しゆっくりしたい気持ちはあるが、今は一分一秒が惜しい。すみやかに大麻を手に入れて、薬の開発をしたい。

			　薬を作ってから浸透させるまでに時間がかかる。

			「その必要はないですよ。シリル様」

			　息を荒くするコボルト族のヨハン。

			　そして、馬車のほうに手を振ると荷台が開かれ、山積みになった大麻があらわになった。

			　青々としており、立派な花と実がついている。

			「まずは、シリル様から頂いた、この高速馬車に積めるだけ積んできました。後発の馬車も出ています。残りはそちらで」

			「ありがたいな。向こうに行く手間が省ける」

			　時間がない中、こういう気配りはありがたい。

			　ベル・エルシエを治める五大長の中でも、コボルト族のヨハンは気が利くし俺への忠誠心が強い。非常に頼りになる男だ。

			　今後、エルシエを大きくするためにエルフと火狐以外の種族を受け入れるときが来れば、まずベル・エルシエから民を受け入れる。その際の人選は彼に任せようと思っている。

			「では、さっそく運び入れましょう。エルシエへの入場の許可を」

			「頼むよ。それと、ヨハン。今日の夜は宴(うたげ)なんだ。よかったら、楽しんでいってはくれないか？　もちろん、今日来てくれた全員の宿も用意する」

			「私どもが!?　いいのですか！」

			「もちろん。石炭や大麻、ベル・エルシエのみんなにはいろいろと助けられているからな」

			　ベル・エルシエはよくエルシエに尽くしてくれている。石炭を掘り輸送してくれているし、大麻も無事収穫まで行ってくれた。ベル・エルシエに来る難民からは様々な情報が流れ込んでくるし、帝国に対する防壁にもなっている。

			「では、お言葉に甘えて。シリル様の主催する宴(うたげ)。実に楽しみです！」

			「期待していてくれ。ベル・エルシエでは食べられないごちそうを用意する。……あと、これは内緒にして欲しいんだが、土産(みやげ)も包もう。家族に食べさせてやってくれ」

			「妻や子も喜びます！」

			　あまり、五大長の一人を優遇しすぎるのはよくないが、これぐらいはいいだろう。

			　俺はコボルト族のヨハンを労ったあと、彼の案内と、宿泊場所の用意をユキノに頼んでから、持てる限りの大麻を持ってその場を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は工房にいた。

			　まず、大麻の雄株と雌株を分ける。

			　麻薬成分であるＴＨＣ。それは雄株にはほとんど含まれていない。麻薬を作る場合には雌株しか使えないし、逆に食用にする場合には、雄株を使用する。

			　見分け方は簡単で茎に白い産毛が生えているものが雌株だ。

			　慎重に選り分ける。なにせ、雄株は貴重なエルシエの食料だ。うっかり雌株を混ぜたら笑えないことになる。

			「さて、ひと通り選別は終わったな」

			　ようやく雄株と雌株を分け終わった。量が量だけにかなり時間がかかった。

			「宴(うたげ)の料理を一つ増やそうか」

			　コボルト族のヨハンが居ることだし、大麻料理を食べてもらおう。

			　なにせ、ベル・エルシエの巨大な農地で可能な限りの大麻を育てた。エルシエだけでは消費し切れない。雌株は危険だから回収するが、雄株のほうは向こうでも食料の足しにしてもらう必要がある。

			　とは言っても、実際に食べたことがないものをベル・エルシエで食用にしろと言うのも酷だ。

			　ここで、大麻料理のうまさを知ってもらおう。

			　エルシエとベル・エルシエ、民の両方に大麻料理を食べてもらうには、今日の宴(うたげ)はいい機会だ。

			「シリルくん、居ますか」

			　料理の準備をしているとクウの声が聞こえた。

			　俺は立ち上がり扉を開く。

			「うん、居るよ。入ってくれ」

			「お邪魔します」

			　クウが少し他人行儀に工房の中に入ってくる。

			　軽くお腹を押さえている。行動の端々にお腹の子を気遣う様子が見える。

			　俺もクウに付き添って、大麻の花があるところまで案内する。

			「今日はどうしたんだい？」

			「特に理由はないですよ。ただ、久しぶりにシリルくんとゆっくりお話したいなって。だからちょっと、抜けだしてきたんです。今日は皆疲れてるし、夜の宴(うたげ)のことに気が行っていて隙だらけでした」

			　クウが微(び)笑(しよう)を浮かべて、ペロっと舌を出す。

			　そういえば、最近ずっとクウの周りに世話役が張り付いているせいで、二人で過ごす時間をとることができなかった。

			「そうだな。俺もクウと話したかった」

			　俺はクウを抱き寄せてキスをした。しっかりと舌を入れる。

			　クウの狐耳がピンと逆立つ。

			「いきなり何をするんですか」

			　口を離すと顔を赤くして抗議してくる。

			「こっちも、ご無沙汰だと思ってね。クウの顔を見ると無性にキスがしたくなった。嫌だった？」

			「……嫌じゃないです。私も、シリルくんとキスしたいなって思ってました」

			　やっぱりクウは可愛(かわい)い。

			　その先をしたいとは思うが我慢する。クウの体のほうが自分の欲望よりもずっと大事だ。

			「クウ、ずいぶんとお腹が大きくなったね」

			「はい。最近たまにお腹の中で動くようになりました。今から産まれるのが楽しみです」

			「うん、楽しみだ。この子たちが産まれる前に、エルシエを平和な国にしないとね」

			　そのためなら、俺は鬼になる。

			　やっと掴(つか)んだ幸せを誰にも奪わせたりしない。

			「シリルくん、その、名前を決めてくれました？」

			「もちろんと言いたいところだけど。二つ候補があって、どうしても決めきれないんだ」

			　帝国に向かって出発する前に、産まれてくる双子の男の子の名前をクウが決めて、女の子の名前を俺が決めると約束した。

			　エルシエに居ない間ずっと考えていたが、まだ決まってはいない。

			「まず、クウから教えてくれるかな？」

			「はい、男の子の名前はライナと決めました」

			「いい響きだね。聞きなれない言葉だけど、意味があったりする？」

			「はい、火狐の言葉で〝勇気〟〝抗(あらが)う〟って意味があるんです。そんな子に育ってほしいと思って名づけました」

			「クウらしい名前の付け方だ。気に入った」

			　どんな絶望にも立ち向かい、そして最後まで諦めない強さ。そういう子に育ってくれれば、エルシエを守ってくれるだろう。

			「俺は、二つ名前を考えたんだ。ソラと、クーナ。そのどちらかにしようと思ってる。ソラは、突き抜けるような青空。明るくて、裏表がなくて、誰にでも愛されるそんな子に育って欲しいって祈りを込めた。クーナはね。クウは空気、〝那(な)〟はゆったりと包み込むって意味がある。ソラが皆に見上げられて愛されるって意味なら、クーナは側にあって皆を包み込む身近な存在だ」

			　空と空那。人に愛される名前と、人を愛する名前。

			　そのどちらを娘に求めるかで俺は悩んでいる。

			「どちらもいい名前ですね。シリルくん、それなら一人目はソラにしましょう。それで妹ができたら、クーナと名づけましょう」

			「……」

			　俺は一瞬きょとんとして、そして笑った。

			「そっか、どちらも好きなら両方を使えばいいのか。ずいぶんと贅(ぜい)沢(たく)な解決策だ」

			「そんな贅(ぜい)沢(たく)ができるぐらいに、シリルくんが幸せにしてくれるって信じています」

			「ずいぶん、信頼されているんだな」

			「はい、自慢の旦那様ですから」

			　俺はクウと笑い合う。そんな未来も作れるのか。

			「クウ、俺たちの子供は男の子がライナで、女の子がソラだ」

			「はい！　産まれてくるのが、今まで以上に楽しみになりました！」

			　こうして、俺たちの子供の名前が決まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ずいぶんと地味な作業ですね」

			「その手間に見合ったものは作れるから、もう少し辛抱して」

			　俺とクウは黙々と、大麻料理の準備をしていた。

			　まず、大麻の茎から花を切り落とす。

			　そして、花に包まれた実を取り出して、外側の殻(から)を砕いて中身を取り出す。

			「ふう、ずいぶんたくさんとれましたね」

			「これだけあれば、人数分はなんとか……うん、一切れだけならいけるか」

			　目の前には山盛りにされた殻(から)を砕かれた大麻の実がある。これだけあれば全員に大麻料理が行き渡るだろう。

			「でも、いっぱい茎とか葉っぱとか残っちゃいましたね。これは捨てちゃうんですか？」

			「まさか、大麻の葉や茎はすごく良質な繊維になるんだ。丈夫な縄や、袋、服にもできるし。それに紙も作れるんだ」

			「すごいです！　服の材料も縄とかも、足りなくてちょっと困っていました」

			　エルシエでは、そういったものを他の都市から買うことで補っていたので大麻の存在は非常に助かる。

			　毛皮で服を作れなくはないが、重いし、保温性が良すぎて冬以外は困るのだ。その点、麻は丈夫で風通しがよく、軽い。

			「取り出した実をどうするんですか？」

			「潰して使うんだ」

			　俺は大麻の身をすり鉢の中に入れる。

			　そしてゴリゴリとすりつぶしていく。

			　すると大量の、少し緑がかった乳液がにじみ出てくる。

			　ある程度、乳液が溜まってくると、目の粗い布で包んで鍋の上で搾(しぼ)り取る。

			　潰れた実が布の中に残り、乳液だけが鍋の中に注がれた。

			「クウ、ちょっと舐(な)めてみて」

			「はい！」

			　クウは指をちょこんと、大麻の乳液につけて舐(な)める。

			「これ、すっごく美味(おい)しいです。甘くてこってりして、癖になりそうな味」

			「俺も少しもらおうか」

			　同じようにして大麻の乳液を味見した。

			　口いっぱいにやさしい味が広がる。

			　強いて言えば、豆乳に似ているが、それよりもうまい。

			　それもそのはずだ。大麻の乳液に含まれる栄養価は非常に高い。タンパク質もビタミンも豆乳より多く、油分も豊富だが、体に良い負担にならない類(たぐい)の油だ。

			　こってりしていながら、しつこくなく、甘みが強い。栄養たっぷりで美味(おい)しい理想的な食材だ。

			「コップいっぱい飲み干したいですね」

			「うん、もっとたくさんの大麻が届いたらそうしてみようか」

			　俺は苦笑する。

			　そして、残った実も片っ端から潰して乳液を取り出していき、やがて鍋が大麻の乳液でいっぱいになった。

			「それじゃ、料理の仕上げに入ろうか。クウ、悪いけどこの鍋を温めて貰えるかな。沸(ふつ)騰(とう)寸前ぐらいに」

			「はい、これぐらいですか？」

			「うん、いいかんじだ」

			　クウの力を借りて、最適な温度で大麻の乳液を温める。

			　そして、温まった鍋に塩を入れて味を調えてから、片栗粉を投入する。どんどん乳液に粘りが出てきた。少しずつ片栗粉を足していき理想の粘度に調整する。

			「クウ、ありがとう火を止めて」

			「はい、シリルくん」

			　よく片栗粉がまざってとろみが出てきたのを確認してから火を止める。

			　そして予め用意していた木箱に鍋の中身を流し込む。

			「クウ、桶に入っている水を冷やしてもらっていいかな」

			「わかりました」

			　最後にクウが冷やした水の中に、木箱ごと沈める。あとは放置するだけだ。

			「シリルくん、これ、いったいなにを作っているんですか？」

			「それは秘密だよ。このまましばらく冷やして完成だ。味見はしない。本番までの楽しみにしておいてくれ」

			「生殺しですよ。シリルくん、いったいどんな味がするんでしょう」

			　クウが恨めしそうに俺の顔を見る。あまりにもその仕草が可愛(かわい)かったので少しだけサービスをしよう。

			「じゃあ、料理名だけ。今日作ったのは大麻豆腐って料理だよ」

			「はじめて聞いた名前ですね。夜、楽しみにしています」

			「ああ、期待は裏切らないよ」

			　なにせ豆腐とは言え、にがりではなく片栗粉で固めている分、胡麻豆腐に近いもっちりとした食感で、豆乳よりもずっと旨味が強い大麻の乳液を使っているのだ。うまくないはずがない。

			　そしてソースにもこだわる。

			　今から、この料理を食べたクウやルシエの顔が楽しみだ。

		

	
		
			　

			第12話　麻薬(ソージ)

			　

			　宴(うたげ)は非常に盛り上がっていた。

			　机の上には、イノシシやシカ肉を中心としたごちそうが並び、エリンで買ったエールも振る舞われている。

			　久しぶりの宴(うたげ)だし、みんな、これが戦争前の最後の宴(うたげ)だとわかっていて、いつも以上に楽しもうとしている。

			　エルフも火狐もみんなが笑いあっている。

			　こういう光景を見ていると、心がほっこりとする。俺のやっていることは間違っていないと自信が持てるのだ。

			「みんな、今日の特別メニューを出すよ。まだ、お腹に余裕があるやつは皿を持って取りに来てくれ。ベル・エルシエで収穫された大麻を使った料理だ！」

			　俺は、巨大な木箱をもって、広場の隅にあるテーブルの前に立つ。

			　エルフと火狐のみんながこちらを向く。

			　視線を確認してから木箱をヒックリ返すと、木箱の中から俺が作った、大麻豆腐が顔をだす。

			　大皿に載った瞬間、緑がかった白色の四角形の物体がぷるりと震える。

			　みんなぷるぷる震える大麻豆腐を面白そうに見ていた。

			「これは大麻を使った料理だ。大麻はベル・エルシエのみんなが育ててくれた。今日、ここにいるコボルト族のヨハンたち、そして、ここにはいないベル・エルシエのみんなに感謝して食べるように」

			　俺がそう言うと、エルフと火狐たちから歓声があがり、コボルト族たちが照れくさそうに頬をかいた。

			　俺の言葉が終わると同時に、エルフと火狐たちがいっせいに立ち上がり列をなす。この場にお腹いっぱいで食べられないなんてやつはいない。

			「シリル兄様！　ユキノが一番のり」

			「ああ、ユキノずるい。というか早すぎ」

			「さすが銀色の火狐なの。でも、クロはちゃっかり二番目だから満足。ケミン。ごめんなの」

			「また、クロネに出し抜かれた……」

			　先頭は、予想通り子狐三人組。銀色のユキノ。黄色のケミン。黒色のクロネだ。ユキノはドヤ顔で尻尾(しつぽ)を振る。ユキノは俺やクウといるときは大人びたように見えるが、三人娘が揃っていると力が抜けて子供らしい態度を見せてくれる。

			「三人とも、大麻豆腐にはソースが二種類あるんだ。甘いのと、しょっぱいのどっちがいいか教えて」

			　そう、俺は木箱の他にソースが入った鍋を二つ用意していた。

			「ユキノはしょっぱいのがいい」

			「シリル兄様。クロは甘いのがいいのー」

			「私も、甘いのでお願いします。シリル兄様」

			「うん、わかったよ」

			　俺は大麻豆腐を切り分ける。普通にやれば包丁にくっついて形が崩れるので、包丁を当て、一瞬で引き抜く。

			　それを見た三人が目をかがやかせる。

			　そして、ユキノの皿にはエリンで買った魚醤……魚からつくった醤油のような調味料を出(だ)汁(し)で割ったものをかけ、残り二人の皿にはメープルシロップに水とレモン果汁を加えたものをかける。最後に刻んだ大麻の葉をふりかけて完成だ。

			　癖がない甘みと脂肪分がたっぷりな大麻豆腐はどちらの味付けでもうまい。それでいて、しっかりとした風味があるので、大麻豆腐の味はかすまない。

			「んんん～。美味(おい)しい。シリル兄様。こってりした味と、魚醤がばっちり合う。好物になりそう。今度、ユキノに作り方を教えて」

			「クロもこれ好き、もっちりして、口の中に張り付いて楽しいの」

			「食感も面白いけど、味も素敵。すっごく濃厚でメープルシロップの甘みの後に、この白いやつの甘みも広がる」

			　三人とも満足してくれたようだ。

			　後ろに並んでいる人たちも三人の様子を見て期待が膨(ふく)らんでいる。

			　この調子で、大麻の美味(おい)しさをたくさん知ってもらおう。

			「さあ、みんなどんどん食べて。これから、大麻はたくさん手に入るからね。この味を覚えて帰ってくれ」

			　そして、その後はひたすら大麻豆腐を切り分けた。

			　無事、大麻料理が受け入れられて安心だ。大麻豆腐の他にも大麻バター、大麻クッキー、様々な料理がある。今度、主婦たちをあつめて、大麻料理の勉強会を開くのもいいかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大麻豆腐の大成功により、籠(ろう)城(じよう)戦の際の食料の不安が少し減った。なにせ大麻の実は大量にベル・エルシエから送られてくる予定だ。さらに大麻の実は、保存が一年以上可能で、普通の保存食では摂(せつ)取(しゆ)しにくいビタミンを摂(せつ)取(しゆ)できる優秀な食材だ。籠(ろう)城(じよう)戦にはもってこいだろう。

			　これをストレスなく食せるのは強みになる。

			　宴(うたげ)が終わる前に俺は仕事があると言って一人工房に戻った。

			　ルシエやユキノは手伝うと言ってくれたが断った。

			　なぜなら、ここから先は裏の仕事だ。彼女たちに手伝わせるわけにはいかない。

			　何があっても今日は工房に近づくなと口をすっぱくして言ってある。

			「さて、どれほどのものができるか」

			　工房には、さきほど使わなかった大麻の雌株……麻薬成分が含まれ食用にできなかったもの。そして去年の秋に山に自生していた麻黄と、ヒカゲシビレタケを収穫し、乾燥させたもの。さらに、酒から抽出したアルコールを固形化したものを広げてある。

			「デザイナーズ・ドラッグ。俺の知識にある中で、安価に大量生産が可能という条件を満たし、多幸感を与え、強烈な依存症を与える薬」

			　俺は生唾を飲んだ。

			　大麻には凶悪なイメージがあるが、大麻そのものに大した効果はない。酒よりも酔いの強さは低く、体への悪影響も酒やたばこよりもよっぽどましだ。

			　大麻の効能は、ごく軽い酩酊状態になることと、感性や五感を鋭敏にすることだ。

			　特に食に関しては、味や食感がクリアに感じ取れる。フルーツを食べる際など、たまらなくなるような繊維感と、とろけるような甘みを体感できる。

			　絵画や音楽はより深く楽しめるし、セックスなんて言葉で言い表せないほどの快感を得られる。

			　それでいて、大麻で依存症になるのは、毎日一升瓶を空にしてアルコール依存症になるぐらいにハードルが高い。基本的には良薬なのだ。……とは言っても過剰摂(せつ)取(しゆ)をすれば害になる。常用を推(すい)奨(しよう)するようなものではない。

			「だから、使いようによっては凶悪な武器になる」

			　真に大麻が威力を発揮するのは、他の薬物と組み合わせた場合だ。大麻が引き起こす酩酊状態では、体の抵抗力が落ち、ありとあらゆる感覚を鋭敏にした上で、薬の成分の吸収率を上げるので、合わせて飲む薬物の効能を引き上げてしまう。

			　幸いなことに、山には麻黄の近種とヒカゲシビレタケの近種が自生していた。

			　わかりやすく言えば、麻黄は、中枢神経興奮剤……覚せい剤。ヒカゲシビレタケは、催幻覚性作用……マジックマッシュルームの原料であり、双方ともに依存性が高い。

			　両方とも単独で人を壊すことができるが、人の手で増やすことは難しく量の確保が厳しい。だが、大麻を混ぜこめばごく少量でも通常以上の薬効を発揮する。そう、大量の薬を用意できるのだ。

			「この薬に名前をつけるならなんだろうな。帝国の掃除のために作る薬だ。ソージとでも名付けるか？」

			　頭の中で、記憶にある薬の概要をまとめる。大麻の麻薬成分、テトラヒドロカンナビノールを含んだ粉末をベースに麻黄から抽出したメタンフェタミン、ヒカゲシビレタケから抽出したシロシビン、それに粉末アルコールを少量混ぜ、加工し錠剤にする。効き始めれば人間をやめたくなるほど圧倒的な快楽を与え、理性を一瞬で吹き飛ばし最高にハイな気分になって幻覚まで見えてくる最悪のドラッグが完成する。

			　注射のほうが即効性と効能が高いが、広く流通させたいなら錠剤一択だろう。

			　俺は魔術を交え、揃えた材料から成分の抽出、撹(かく)拌(はん)、加工を繰り返していく。

			　そして、二時間後、俺の前には１キロほどの白い粉ができていた。

			「実験をしたいが、どうしたものか。捕(ほ)虜(りよ)はいないし」

			　できれば、捕(ほ)虜(りよ)相手にいろいろと実験がしたかったが、今はすべて解放している。かといって、エルシエの民にこんなものを使うわけにはいかない。

			　いっそ、自分で使うか？

			「ないな」

			　俺自身が生きる爆弾だ。理性を失ってハイになった自分なんて想像もしたくない。うっかり世界を滅ぼしてしまいかねない。

			　仕方ない。ベル・エルシエに忍び込んでいるスパイ。あえて泳がせている連中に使ってみよう。

			「せっかく、俺がベル・エルシエに行かなくて済むように気を遣ってくれたのに。もったいない」

			　おそらく、その気になれば一日で中毒にできる。どれほどの訓練を受けたスパイだろうと、そうなってしまえば、喜んで裏切ってくれるだろう。

			　うん、それがいい。一石二鳥だ。

			　俺はそんなことを考えながら粉末を錠剤に加工していった。

		

	
		
			　

			第13話　麻薬(ソージ)の改良

			　

			　俺はベル・エルシエに来ていた。

			　目的はもちろん、薬の実験と調整をするためだ。

			　そのために牢屋での作業を行っている。

			　ベル・エルシエはもともと、帝国の前線基地だった。ゆえに牢屋なんてぶっそうなものもある。

			「くすりぃ、くすりをくれぇぇぇ！」

			　鉄でできた立派な牢屋の中で、頬が痩(や)せこけて目が血走った男が、扉に張り付いて叫び声をあげている。

			　俺は牢屋の外から、その男を眺めていた。

			　もともとかなり精(せい)悍(かん)な男だったが、今は見る影もない。

			　何度も扉に拳を叩きつけたせいか拳が砕けている。それでも痛みを感じないのか扉を叩くのをやめない。壁をひっかきすぎて爪も剥(は)がれていた。

			「薬がほしいか、ならお前が知っていることをすべて話してもらおうか」

			「……ひっ、いえ、言えな」

			「そうか、なら薬はやれない」

			　俺は踵を返す。ちらりと後ろを見ると、男がこの世の終わりのような顔をして、隙間から必死に手を伸ばしている。よく見ると体全体が小刻みに震えている。

			「言います！　全部、言いますから、くすりぃ、くすりぃ。薬をくれぇぇぇ！」

			　俺はポケットから、白い錠剤を取り出して、これみよがしに見せつける。

			　それは、エルシエで作った、デザイナーズ・ドラッグ……麻薬(ソージ)だ。

			「いい心がけだ」

			　この男は帝国のスパイだ。

			　難民を受け入れているベル・エルシエ。そこに、難民のふりをして忍び込んでいた。

			　うまく一般人のように振る舞っていたが、見るものが見ればわかってしまう。日常の何気ない仕草に、訓練を受けたもの特有の洗練された動きがうかがえた。しかし、この男は街に入るときに〝ただの農民だ。平和な村で育ち、戦ったこともない〟と答えている。不自然なことこのうえない。

			　極めつきは、俺に話しかけられたときに平静すぎた。何気なさを装いすぎて逆に気持ち悪い。動揺して当然のシチュエーションだ。

			　だから捕らえ、まず通常の拷(ごう)問(もん)を試した。普通の兵士なら耐え切れずにすべてを曝け出す拷(ごう)問(もん)だ。それにこの男は狂わずに耐え切ってみせた。そこで俺は認識を改める。一流ではなく、超一流のスパイだ。

			　だからこそ、良い実験対象になる。麻薬(ソージ)を試して、三日。どんな拷(ごう)問(もん)にも耐えた男が今はもう、このざまだ。薬以外何も見えていない。

			　非人道的だとは思う。だが、スパイ相手に容(よう)赦(しや)するほど俺は人がよくない。こいつの働き次第ではエルシエの民が何十人も犠(ぎ)牲(せい)になる可能性があった。

			「はやく、質問してぇ、こっ答えるから、そっ、それを、薬を早くぅぅぅ」

			「質問だ。おまえの本名、そして立場と目的、誰の依頼でここに来たかを言え」

			「わっ、わたしは、帝国の諜報部所属の、レリック少尉でぇ、ひぃぃ、えっエルフの新兵器を奪い、持ち帰るのと、エルフに怪しい、動きがあれば、帝国に伝えることが目的でぇ。上官のフォリエ・マークリー大尉のめいれぇいでここに。上官が誰からぁ、依頼を受けたかはぁ、知ら、知らない。本当です！　本当に、そういう決まりなんです！　嘘じゃない、だからぁ、薬ぃ、薬ィィ」

			　俺の質問に答えられず、薬をもらえないことを恐れて男は、なんども、嘘じゃないと繰り返す。

			　それは本当だろう。これが演技なら、この男は世界一の役者だ。

			「ご褒(ほう)美(び)だ」

			　俺は麻薬を一粒だけ牢屋の中に投げ入れる。汚い床に白い錠剤がころころと転がる。

			　男は犬のように這いつくばって、ほこりとゴミごと、舌で錠剤を掬(すく)って口に入れると、恍惚とした表情を浮かべる。

			「あへっ、あひゃひゃひゃや。ばんざーい、帝国ばんざーい！」

			　麻薬を飲むと、ぴたりと震えが収まり、高笑いをする。うつろな目で、心底楽しそうに笑い、歌まで歌い出す。

			　帝国の国歌だ。あまりにも滑(こつ)稽(けい)だ。訓練を受けた諜報部の男が、身分を隠しているはずの敵国で、自国の国歌を歌うなんて信じられない。

			　そして、麻薬の効き目を観察するために眺めていること十分。また震えが始まった。

			「ひっ、一粒じゃあ、足りない、もっと、もっとぉ」

			　再びの薬の懇(こん)願(がん)。この男は薬に耐性ができてきて、効果時間が短くなってきている。

			　効果時間が短くなったからと言って、禁断症状がやわらぐことはない。こうなってしまうと人として終わりだ。

			「しょうがない。なら、質問を追加しよう。これに答えたら、また薬をくれてやる」

			「なんでも、なんでも答えますぅ」

			「そうか、ここに来たお前以外のスパイの名前と特徴を言え。全員だ。一人でも漏らすと薬はやらない」

			　普通に考えれば、一人でも漏らすと薬をやらないと言っても、漏れがあるのかどうか、俺に確認するすべはないと気がつく。だが、この男にはもう、そんな知性は残っていない。

			「あっ、わたっ、私の他にあと四人います。一人は、女、寅人族の赤毛を三つ編みにした女、細い、爪、赤く塗って、名前、レニファ。ふっ、二人目、ホビトル族、小柄、筋肉質な茶髪のおっ、おとこ、名前、ナイラ。あっ、あと」

			　次々に、仲間を売っていく。

			　そのことに罪悪感はいっさいないようだ。

			「こっ、これで全員！　全員です！　ちゃんと、言った、言ったからぁ、だから、薬ぃ、お薬ぃ」

			「いい子だ。素直にしているうちは薬をやろう」

			　薬を投げつけると男は再び麻薬に飛びつく。

			「ついでに餌(えさ)の時間だ。ほら食べろ」

			　犬用の餌(えさ)入れに腐臭がする残飯を大盛りにし、牢屋の扉の下から通す。中身はクズ野菜と、干肉を作ったときにでるクズ肉。

			　保存状態が良くなく、変な糸を引いている。ゴミ捨て場から拾わせてきたのだから当然だ。

			　臭くて鼻が曲がりそうだ。

			「すっ、すごいごちそうだ！　うまい、うまいぃぃぃ、こんなうまいの初めてぇぇぇえ」

			　しかし、そのゴミを心底うまそうに頬張る。まるで犬のように皿に口をつけてむさぼる。

			　その様子を見ながら考える。

			　麻薬を少し強くしすぎた。これでは壊しすぎだ。このままでは帝国でばらまいたところで、うまく広まらないだろう。濃度を薄く調整しよう。あと幻覚効果が強すぎるので、そこも調整が必要だ。

			　いい実験になった。薬で言うことを聞かせて二重スパイに仕立てようと思ったが、これはもう再利用できない。

			　せっかくだから、こいつから聞き出した残りのスパイに、調整した麻薬を試してみよう。今度は壊さない程度に加減しないといけない。

			「痛いっ、痛いっ、痛っ、あっ、気持ちいいぃ。気持ちいい。あひゃはひゃは」

			　腐った飯を喰って腹を壊しているはずの男は心の底から気持ちよさそうな声を上げた。たぶん、あの男はあれで幸せなんだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局あれから、いろいろと麻薬の濃度を変えたり、比率を調整したり、投与する間隔を工夫したりして、三人目でようやく、二重スパイに仕立てあげることに成功した。今後は偽情報を流すのと、帝国の情報収集に利用しよう。

			　二重スパイに仕立てた一人は、理性をある程度保っていながら、定期的に麻薬を摂(せつ)取(しゆ)しないと生きていけない理想的な状態にまでもっていくことができた。

			　帝国の正規諜報部員なだけあって、能力的にも優秀で今後の活躍が期待できる。

			　残りは使い物にならなくなったが得たものは大きい。彼らの犠(ぎ)牲(せい)のおかげで帝国にばら撒(ま)くのに理想的な濃度に麻薬を調整できた。

			　調整が完了したあとは、エルシエからもってきた麻黄とヒカゲシビレタケと、アルコールの粉末、それにベル・エルシエの大麻を使って量産体制に入った。

			　もともと一つの錠剤が１００ミリグラム程度なので、もってきた原料で作れる限界の80キロでも、相当数の麻薬が作成可能だった。

			「行かれるのですか、シリル様」

			「うん、やっと満足のいくものができたからね。ヨハンには、ベル・エルシエに居る間、ずいぶんと世話になった」

			　俺は高速馬車でベル・エルシエを出発しようとしていた。そこに、コボルト族のヨハンが見送りに来ている。

			　積み荷には、麻薬、そして大量の偽札が積まれていた。

			　偽札は、大麻の葉や茎を原料にエルシエで大量生産されたものだ。俺が見ても本物と見分けがつかない品質ででき上がっている。

			「もうすぐ、エルシエの精鋭部隊の方が到着すると聞いております。しばらく出発を遅らせては？」

			「ダメだよ、もう時間がないからね」

			　戦争が開始されるまであと一か月。今から動けばぎりぎり偽札と麻薬でダメージを与えることができる。

			「猪豚(オーク)族のような野蛮な連中のところにシリル様が一人で行かれるなど！」

			「一番面倒になりそうなところだから俺が行くんだ。それに反帝国の勢力の中だと、猪豚(オーク)族はエルシエについで規模が大きいところだ。失敗は許されない」

			　偽札と麻薬は俺たちが直接ばらまくわけじゃない。

			　帝国の周辺の村々の人たちを使う。

			　前回帝国へ偵察に行ったとき、反帝国の村に出向き、顔を合わせておいた。今、エルシエは反帝国の希望のような立ち位置なので、どこも快く俺を出迎えてくれた。

			　そこで偽札の話はすでにしてある。

			　反帝国派の村々はどこも財政や食糧事情がまずい。喜んで、偽札で食料を買い占めてくれるだろう。

			　その際に、帝国民相手に麻薬も売らせる。使い始めはただの気持ちよくなる薬。喜んで麻薬にはまりこんでくれるだろう。……依存したときの恐怖も知らないままに。

			　一番、規模が大きく凶暴な猪豚(オーク)族のところには俺が行き、順次追加の偽札が完成次第、エルシエからロレウをはじめとしたエルシエの精鋭部隊、イラクサの面々が高速馬車で他の村を回る。ロレウたちには、ベル・エルシエで俺が調整し終えた麻薬を回収するように伝えてある。

			　これにより、複数の村からいっきに、偽札と麻薬が流入するだろう。

			「それでは、コボルト族の精鋭を何人か連れていってはどうでしょうか？　イラクサの方々ほどではないにせよ。力になれると思われます。猪豚(オーク)族の獰猛さは群を抜いています！　さすがにシリル様でも一人では」

			　ヨハンがやけに俺を心配してくれている。

			　だが、大丈夫だ。

			「俺は一度、向こうの長と話している。心配ないよ」

			　多少のトラブルはあったが、実力行使も含めて対処し、事なきを得ている。

			　今回の交渉もきっとうまくいくだろう。

			　彼らは確かに野蛮だが、単純でわかりやすい。表面上は笑みを浮かべて腹に一物を持っている連中よりよほどいい。

			「あああ、シリル様」

			　俺は、まだ心配顔のヨハンを尻目に、馬にムチを入れて、帝国の近隣の村々へ出発をした。

		

	
		
			　

			第14話　暗躍

			　

			「おう、よく来たなぁ。エルフの」

			　俺は猪豚(オーク)族の長と向い合って座る。

			　猪豚(オーク)族の村は、千人ほどの大所帯でエルシエの数倍の広さだった。

			　文明レベルは低く、稚拙に組み上げられた木と泥の家がひろい敷地にぽつぽつと建っていた。

			「お久しぶりです。猪豚(オーク)の長、リンガガ殿」

			「ガハハ、リンガガでいい。帝国を憎む同士だ。仲良くしようではないか。お主は、わしが認めた戦士だ。対等に話すことを許そう」

			「なら、お言葉に甘えさせてもらおう」

			　俺は敬語をやめ、態度を不遜なものに変える。ここで、下手に出るのは愚(ぐ)策(さく)だ。舐(な)められる。

			「名前はなんと言ったか？」

			「シリルだ」

			「ああ、シリルか、シリル。思い出したぞ」

			　大口をあけて、リンガガは笑う。

			　俺は笑みを崩さない。

			　猪豚(オーク)族の成人のほとんどは緑がかった肌をしており、岩のような筋肉の鎧(よろい)をまとった２メートル以上の巨体を持つ。

			　そして、女性が産まれず、多種族の女をさらって子供を産ませるという特性から、かなりの嫌われ者である。基本的に子供は、母親と同じ種族が産まれるが、猪豚(オーク)族は数少ない例外だ。

			「して、なんのようだ。はるばるエルシエから来たからには、ただの挨(あい)拶(さつ)というわけでもあるまいて。シリルも暇(ひま)ではなかろう。もちろんわしも暇(ひま)ではない」

			　にやりと、リンガガは口の端を吊り上げる。しかし、目はつまらない話なら承知しないと言っている。

			　こいつは一見単純でガサツに見えるが抜け目がなく、頭も回る。

			　なにせ猪豚(オーク)族は、表向きはしっかりと帝国と和平を結んでいる。猪豚(オーク)族の強大な力を盾にして、猪豚(オーク)族が帝国本土を襲(しゆう)撃(げき)しない代わりに、帝国側は帝国の支配する村への襲(しゆう)撃(げき)を見逃すという密約を結んだのだ。

			　帝国も本腰を入れれば、猪豚(オーク)族の駆除は可能だが、屈強な猪豚(オーク)族とぶつかればかなりの損害は免(まぬが)れない。その上勝ったところで得られるものがない。被害を受けるのが、支配している村と他国であるなら見逃しても問題ないのだ。

			　平和ではあるが、帝国からしたら、支配する村を襲う猪豚(オーク)族は邪魔だし、猪豚(オーク)族からしたら、目の前にあるうまそうな餌(えさ)を我慢するのが辛く、仲は悪い。

			「もちろんだ。リンガガ。おまえに満足してもらえる話をもってきた」

			「さすがは、わしが見込んだ男よ」

			　リンガガがそう言うと、彼の背後で目を光らせていた猪豚(オーク)族の男が、つまらなさそうな顔を浮かべた。

			「おじき！　そんなひょろいやつに、でかい態度をさせるなんて！」

			「ムルタカ！　おまえは、シリルに負けただろう。猪豚(オーク)族の筆頭戦士のおまえを倒したのだ。ここに居るシリルには敬意を払う必要がある。名前を忘れたのは、まあ許せ。シリルを軽んじたわけじゃない。ただわしの頭が悪いだけじゃ。ここには脳みその代わりに、筋肉が詰まっているからのぅ」

			「ですが！」

			「おまえはいつからわしに口出しできるほどにえらくなったんだ。ええ？」

			「……申し訳ございません」

			　俺は前回、ここに来たときにムルタカと呼ばれたこの男と決闘をしている。猪豚(オーク)族は強者には敬意を持つので、こうして対等に話せるようになったのだ。

			「シリル、わしの部下が邪魔をしてすまなかった。続きを話してもらおうか」

			「今日は贈り物を届けに来た。俺の馬車の積み荷の麻袋をここに持ってきてくれ」

			「ほう。贈り物ねえ。ムルタカ、ムンババ。今から取りに行け!!」

			「へい、おじき！」

			　その声で、リンガガの後ろに控えていた屈強な猪豚(オーク)族の男二人が駆け足で出ていく。

			「シリルの贈り物だ。さぞや、良い物なんだろうな」

			「ああ、絶対に喜ぶはずさ」

			　俺は微笑(ほほえ)みを浮かべる。今日の持参品は、猪豚(オーク)族にとっても非常に有益なもののはずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あんたの馬車の荷物を全部もってきた」

			　どうやら、ムルタカとムンババと呼ばれた男たちだけではなく、人を呼んですべての荷物をもってきてくれたようだ。

			「ありがとう」

			「おい、シリル。さっそく開いてもいいか？　気になって仕方がねえ」

			「構わない」

			　俺がそう言うと、麻袋の一つが机の上に派手な音を立てながら置かれる。

			　そして、びりびりと麻袋が破られると、中から、帝国紙幣の束がぼろぼろとこぼれ落ちてきた。

			　よほど意外だったのか、リンガガは目を丸くする。そして、震える手で札束を掴(つか)み上げる。

			　その反応を見て確信する。猪豚(オーク)族は帝国紙幣を金貨の代わりに使ったことがある。

			「どうだ。気に入ったか？」

			「これ、本当に、帝国紙幣か。なるほど、全部、来年金貨と交換できることを保証すると書いてある。この量、これだけありゃ。へへへ」

			「帝国紙幣ではあるが、これはエルシエで作った偽物だ」

			「偽物ねぇ。おい、ムルタカ！　金庫から紙幣をもってこい」

			「へい、すぐに」

			　リンガガの指示で、猪豚(オーク)族の倉庫から本物の紙幣が運ばれてくる。

			　そして、リンガガは俺のもってきた偽物と本物を、目を皿のようにして見比べる。

			「こいつはすげえな。どっからどう見ても本物だ。おい、おまえらも見比べろ。少しでも本物と違うところがあったら言え！」

			　猪豚(オーク)族の連中が総出で、俺の作った偽札と本物を見比べる。

			　意外に用心深い。まあ、偽札を使ってバレれば極刑は免(まぬが)れない。慎重になるのも無理はない。

			「猪豚(オーク)族は帝国紙幣を使ったことがあるのか？」

			　念のため確認しておく。猪豚族は、基本的に狩りと農業。そして略(りやく)奪(だつ)によって生計を立てているが、それで不足する分を帝国で購入している。

			　ゆえに、紙幣は使い慣れていると確信があった。

			「もちろんだ。千人分の食料の買い出しに行くんだ。金貨の重さだけでも馬鹿にならねえ。この軽い紙で物が買えるなら使わない手はねえよ」

			「なるほど、ちなみに最後に帝国紙幣を使って買い物をしたのはいつだ？」

			「二日前の買い出しだな。今じゃ、ほとんどの連中がこっちで買い物してやがる」

			「それはそれは」

			　思った以上に、この紙幣は金として機能しているようだ。

			　猪豚(オーク)族たち総出の間違い探しは終わり、本物として通用する偽札であることを理解してもらえたようだ。

			「でだ。シリル。対価に何を要求する。この麻袋いっぱいの帝国紙幣。相(そう)応(おう)のものを払うぜ」

			「二つ、勘違いをしているようだな。まず、一つ。だれがこの麻袋だけと言った？　一回り小さい二つの麻袋以外のものを全部開いてくれ」

			　俺がそう言うと、リンガガは目で部下に開けと促す。

			「おじき、こっちの麻袋にも紙幣がいっぱいに」

			「こっちもですぜ」

			「すげえや、俺の開いた奴も」

			　次々に猪豚族から歓声があがる。そう、麻薬(ソージ)が入った二つを除いてすべて札束をいっぱいに入れてある。

			「なっ、なんだ、こりゃ。これだけありゃあ、数年は遊んで暮らせる」

			　リンガガは呆けたような表情で声を漏らす

			「そうだろうな。そして、勘違いの二つ目だ。対価なんてはじめから求めてない」

			「なんだと!?　それで、エルフになんの得がある!?」

			「帝国を弱らせることができる」

			　過度の偽札の流入で紙幣の価値が破壊され、偽札の流通の過程でありとあらゆるものは買い占められ、未曾有の物資不足となるだろう。そうなれば大混乱は必至だ。

			「じゃあ、この紙幣は全部……」

			「ああ、無料で猪豚(オーク)族にくれてやる」

			「本当か？」

			　体を乗り出し、リンガガが驚愕の声をあげる。

			　まあ、彼らにすればその反応は当然だろう。対価に何かを求められてしかるべき場面だ。

			　おそらく、こちらも条件をだして利益をだすこと自体は可能だ。だが、そんなことをしている暇(ひま)はないし、ここで売る恩は長期的な利益につながる。

			「本当だ。だが、一つだけ頼みがある」

			「頼みか」

			　リンガガが露骨に警戒心をむき出しにした。

			「帝国にその偽札で買い物に行くときに、その小さなほうの麻袋に入っている薬を売り歩いてもらえないか？」

			「薬、だと？」

			「ああ、薬だ。もちろん、仕入れ値を払えとは言わん。その薬もただでくれてやる。だが、絶対に使わずに売ること。それは悪魔の薬だ」

			　悪魔の薬といった瞬間に猪豚(オーク)族たちが表情を硬くする。

			「飲むと死ぬのか？」

			「いや、明るい気持ちになって、食欲がまして、飯がうまくなる。セックスも気持ちよくなるな」

			「いい薬じゃないか」

			「だが、使えば使うほど、薬がないと生きていけなくなるんだ。毎日使うようになったら、人生が終わるね」

			「だが、一回ぐらい試してみようじゃないか」

			　リンガガが、麻薬を口に含んで飲み込む。

			　さすがに、錠剤タイプでは回るのが遅い。

			「薬が効くまでに時間がかかるので、一つ魔術を。【代謝能力強化】」

			　俺は、リンガガの代謝能力をあげて、薬の回りをはやくする。

			　みるみるうちにリンガガの頬が赤くなっていく。

			「ほぅ、これは効くなぁ。気が昂る。ああ、最高だ。ははは、こいつはいいや。にしても、腹が減って仕方がねえな」

			　気分が高揚し、心底楽しそうにリンガガは笑う。

			「これをどうぞ。ライムチの実だ」

			　俺は茶色の皮がついた果実を渡す。皮を剥(む)くとオレンジのような鮮やかな実があらわになる。

			　甘酸っぱい匂いがあたりに広がる。

			　ごくりっ、と生唾を飲む音が聞こえる。音を鳴らしたのはリンガガだ。

			「おう、なんて、うまそうなんだ。ただのライムチの実が、こんなに、うまそうだったなんて、はっ、たまんねえ」

			　リンガガは我慢の限界とばかりに俺の手からライムチの実をかっぱらって一口でかぶりつく。

			「うおおぅ、うまい、なんだ、この舌に張り付くような食感は、たまんねえ、あめえ、あめえ、とろけるようだ。おい、ムルタカ、すぐに、ライムチの実、いや、果物をありったけもってこい！　もっと食いてえ」

			　リンガガの理性を失った怒鳴り声に呼応して、部下のオークたちが次々に果物を運び込んでいく。

			　それを恐ろしい勢いでうまいうまいとかきこんでいく。次々と消えていく果物の数々。数キロは食べてから、ようやくリンガガの手が止まった。

			「すげえな、こんなうまいの初めてだぜ。ふうぅ、食ったらやりたくなってきたな。やべえな。意識したらもうびんびんで我慢できねえ。いつ以来だ!?　これだけ昂ぶるのは！　シリル。ちょっと席を外すぜ」

			「席を外すのはいいが早めに戻ってきてくれ。まだ、話はある」

			「努力するぜ。おい、おまえらシリルを最大限にもてなせ。何をどれだけ使っても構わねえ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから二時間ほど経ってからリンガガは戻ってきた。

			　かなりすっきりした表情をしている。まあ、お楽しみだったのだろう。

			「こんな気持ちいいセックスは初めてだったぜ。最高の薬だな、おい」

			「だが、使用はこれっきりにしておけ」

			「もちろんだ。お前が言うなら本当に悪魔の薬なんだろうよ。まったく厄(やつ)介(かい)な薬だ。これは、危ねえってわかっていても、普通の奴には止められねえ。少なくともうちの連中には使わせられねえよ。絶対に禁を破って手を出しやがる。こんなもんを売りさばくなんて、本当にお前はエルフか？　悪魔の尻尾(しつぽ)がねえのが不思議なぐらいだ」

			　リンガガは俺の意図を理解したようだ。これを帝国に流せばどうなるかがわかっているからこその邪悪な笑み

			「いいだろう。この薬、猪豚(オーク)族が責任をもって帝国に売りさばこう」

			「ありがとう。最後に忠告だ。俺たちが偽札をばらまいているのは、猪豚(オーク)族のところだけじゃない」

			「……そうか、つまり、はやく手持ちの帝国紙幣をさばかねえと、あっという間に紙くずになるってことだな。シリルが用意した偽物も、本物の帝国紙幣も」

			「ご名答。さすがだなリンガガ」

			　俺はニヤリと笑う。

			　説明の手間が省けた。金だけが異常に溢れて、物が消える。そんな状況になれば金の価値が消える。

			　ましてや、帝国は、いずれ偽物が溢れすぎていることに気が付き、帝国紙幣は、金貨に交換できるという担保がなくなるだろう。その瞬間、本物も偽物もまとめてゴミに変わる。

			「じゃあ、俺たちは、金が金であるうちに、本物も、偽物もまとめて紙幣を使いきらねえとな。他の村の連中が動き出す前にだ。野郎ども！　すぐに帝国に行くぞ！　ありったけの馬車を用意して、紙幣を積み込め。買い出しだ！　食料が最優先だ、次に宝石と鉄を買い占めるぞ」

			「おおう！」

			　さすがに動きが早い。敵には回したくない男だ。

			　今頃、イラクサのメンバーが他の村でも同じような話を各村の長に話している。

			　さあ、ここから面白くなる。

			　これが帝国への先制攻撃だ。

		

	
		
			　

			第15話　壊れた帝国　～ヴォルデック公爵視点～

			　

			「説明しろ！　なんだ、この物価の値上がりは！　小麦の相場なんて一〇倍近く跳ね上がっているじゃないか!?　それも、使いつぶすはずだったフォランディエ公爵の領地だけじゃない！帝国の四大都市すべてでだ」

			　帝国領内の公爵宅にある執務室で、普段は冷静沈着なヴォルデック公爵は叫んでいた。手元には、領内の状況をまとめた資料がある。

			　一月もしないうちに戦争なのに、一向に遠征用の食料が集まらなかったので担当者に確認してみれば、食料が値上がりしているせいで進んでいないと答えがあった。

			　それならばと、その値上がりの理由を調べさせていた。

			　食料が集まらない理由には、軍の備蓄が盗まれたり、兵が横流しをしているというのもあるが、この極端な物価の値上がりに比べれば些(さ)細(さい)なことだった。

			　領内の報告に来ていた三人の男爵たちの資料を持つ手は震えていた。

			　ヴォルデック公爵は帝国の四大公爵の一人であり、エルフとの戦いで失(しつ)脚(きやく)したフォランディエ公爵の領地を吸収し、帝国の四大都市のうち二つを統治する大貴族だ。

			　四十代で細見、精(せい)悍(かん)さと知性を併せ持った男性だが、その表情は焦りによって歪(ゆが)んでいた。

			「それが、帝国内のありとあらゆるものが、近隣の村々に買い占められ、持ち出されております。どんな高値をつけようが売れてしまうので、どんどん商人たちは値上げをしている模様です。さらに大量の商品が外に持ちだされた結果、帝国中で食料を始めとした物資の不足が発生しております」

			「外の村の連中に物資が買い占められているだと？　ありえない。そんな金があるわけないだろう？　私をだまそうとはしていないだろうね？」

			　ヴォルデックの認識では、ここの周辺にあるのは、猪豚(オーク)族の村という例外を除き、帝国の支配下の貧乏な村ばかりだ。余裕があれば根こそぎ、税で搾(しぼ)り上げている。

			　余計な金があれば良からぬことを企む。かと言って、あまりにも厳しくしすぎると、反乱を起こされる。ぎりぎり生きている程度に搾(しぼ)り取るのがヴォルデック公爵の信条だった。

			　だというのに、帝国の四大都市すべての物価があがるほどの買い占めをされている？　それは絶対にありえないことだった。そんなことは、名高い商業都市エリンでも不可能だ。

			「嘘ではありません、ヴォルデック公爵様。なぜか、貧しい村々からの使いが大量の紙幣を使い、食料や宝石を買い占めているのです？」

			「紙幣だと？」

			「はい！　金貨などは使わずに紙幣です」

			「まさか？　紙幣の偽物が出回っているのか？」

			　ヴォルデック公爵は思案する。

			　金貨と交換するという前提で発行した紙幣。これはもともと、接収した旧フォランディエ公爵の領地を使いつぶそうと、合法的に領民から金を搾(しぼ)り取るために考えたものだ。

			　しかし、その利便性が認められ、帝国全土に普及したという経緯をもつ。

			　軽く嵩(かさ)張(ば)らず持ち運びが容(よう)易(い)。なにより、いつでも帝国に存在する金の総量を見かけ上増やせるという紙幣は、画期的な発明であり、ヴォルデック公爵は帝から直々に褒(ほ)められ、残りの四大公爵から羨望の目で見られていた。

			　紙幣の考案により、ヴォルデック公爵は四大公爵内での発言権が強くなり、さらにこの事業を一手に任されることにより、莫大な利益を得ている。

			　同時に、ヴォルデック公爵は紙幣の危険性も理解していた。紙幣の価値は、帝国なら間違いなく金貨に換金できるという信用に他ならない。だからこそ、信用が失われたときに、紙幣は紙くずとなるのだ。

			「偽物とは考えにくいです。私どもも、市場に出回っている紙幣をかなりの数、確認しました。どれもが、わが領地で生産しているものと同様のものばかりです」

			「おまえたちが、そう見えるのなら、そうだろう」

			　偽物が出回れば、紙幣の信用を失ってしまいかねない。偽物ができて、帝国の保有する金以上に紙幣が出回れば、紙幣と金貨の交換が不能となってしまう。

			　だからこそ、ヴォルデック公爵は無数の対策を施(ほどこ)し、自身の管理する工房以外での紙幣の生産を禁じている。

			　透かし、特殊配合のインク、細緻な印刷技術。そのどれもが世界最先端の技術力をもつ自身の工房以外では作ることができないはずのものだ。

			「視察に行く。街の様子を見に行きたい。紙幣工房でもっとも腕の立つ職人を同行させる必要がある。すぐに手配をしてくれ」

			「かしこまりました。準備もあります。来週などで、どうでしょうか」

			　ヴォルデックはその言葉を聞いて、内からあふれ出る怒りが収まりきらずに、手元にあったグラスを部下の頭に投げつけた。鈍い音がして、部下の額から血が出た。

			　部下がうずくまり震える。

			「バカか！　今がどれだけの非常事態かわかっているのか!?　一秒でも早く手を打たなければならない状況だ!?　それを一週間後でどうでしょうかだと!?　次、そんな寝ぼけたことを言ってみろ！　殺してやる」

			　部下が土下座をして、何度も謝罪する。

			　しかし、それを見てもヴォルデック公爵の溜飲は下がらない。

			　なぜなら、この部下はあくまで、ヴォルデック公爵の怒りに対して恐れをいだいているのであって、この状況がどれだけまずいのかを理解していないのだ。

			　歯がゆい。もっとましな部下が欲しい。

			　そう言えば、あのエルフの長。あれはよかった。甘さはあるが、自分の思考に追随していた。あの男なら自分の右腕になれるのに。戦争で殺してしまうのが惜しい。茶をもってきた金色と銀色の火狐も素晴らしかった。あれは、魔石にせずにペットにしよう。もっとも、生きて手に入ればの話だが。

			「こんなときに、救世主様は、アシュノ様はどこに行ってしまわれた」

			「……エルナの封印が非常に不安定なため、封印の修復に向かわれているとのことです」

			「封印ねぇ」

			　ヴォルデックは考える。確か、世界に八箇所あるエルナの封印の一つは、エルフの村の近くにあったはずだ。

			　いっそのこと、封印を壊せば、魔物が溢れてエルフを滅ぼすことぐらいたやすいはずではないか？　元々封印は壊れかけている。今なら、簡単に壊せるだろう。

			　いや、何を考えている。一箇所封印が解かれれば、連鎖的にすべての封印が解かれる。そうなれば、世界が滅びてしまう。そうとう自分は疲れているのかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ヴォルデック公爵は、潰れても構わない旧フォランディエ公爵の領地ではなく、自身の領地に下りてきた。身分を隠すためにあえてみすぼらしいコートを着て、護衛と部下たちにもそれを強要した。

			　部下の報告通りならば、今の領地で素顔を晒(さら)すことがどれだけ危険かは予測できる。

			　街の状況は悲惨なものだった。あちらこちらに物乞いと身売りがあふれている。

			　紙幣の導入前の旧フォランディエ公爵の領地もひどかったが、それに輪をかけてひどい。

			「ありえない」

			　ヴォルデック公爵は、何よりも大事にしていた自らの領地の惨状に深いため息をもらす。

			　そして、確信した。すぐ動かないと駄目なんて生易しいレベルを通り越し、既に手遅れであるということに。

			　いったいなにが？　あまりにも手際が良すぎる。誰がこれだけのことをしでかした。

			　そんなことをしながら目的地に向かって足を進める。

			「本日はお越しいただきありがとうございます。ヴォルデック公爵様」

			　ヴォルデック公爵は、自分の息がかかった商店に入っていた。商人のほうが、よほど自分の部下よりも、現実が見えていることを知っていたからだ。

			　店に入る瞬間に違和感があった。そう、普段はいない、傭兵らしき武装した男が入り口に立っていたのだ。

			「猪豚(オーク)族が大量に支払ったという、紙幣をもってきてくれないか？　そして、今の街の現状を知りたい」

			「かしこまりました。すぐに用意しましょう。そして私の知っていることであればなんでも答えさせていただきます」

			「店主、すまない」

			「いえいえ、ヴォルデック公爵のためなら」

			　店主は、突然の来訪だというのにヴォルデックを笑顔で迎え入れ客間に通す。

			　

			「どうだ。その紙幣をどう見る」

			「こいつは、そうですね。この紙幣は……本物に見えます」

			　ヴォルデック公爵は、手に入れた紙幣を工房の中でも随一の職人に見せる。

			「本物に見える？」

			「ええ、透かしや、特殊なインクの調合法、隠し彫り、そう言った、偽物と本物を見分ける基準をすべてクリアしています」

			「なら、本物ではないのか？」

			「いえ、こいつはできが良すぎる。どれもこれも一点のブレすらなく完(かん)璧(ぺき)な印刷です。俺たちが作るものですら若(じやつ)干(かん)の誤差が生じる。断言しましょう。これは俺たちが作ったものじゃない。俺たち以上の技術をもった何者かが作った、本物以上の偽物です」

			　ヴォルデックはその言葉を聞いて冷汗が噴(ふ)き出た。

			　最先端の技術をもつ帝国以上の印刷技術？　そんなもの、あるわけがない。帝国以外にこれほどのものが作れるわけがないということを前提に紙幣を作り上げたと言うのに、その前提が崩れてしまった。

			　いったい、どこの国が仕掛けている。商業都市エリンをかかえるコリーネ王国ならあるいは可能なのか。それとも、まさか、あの得体のしれないエルフが――。

			「おい！　紙幣じゃ売れないってどういうことだよ！」

			　考え事をしていると、店の入り口から怒鳴り声が聞こえてきた。

			　どうやら、帝国民が紙幣と品物を交換しようともちかけて店員に断わられているようだ。

			　様子が気になり、外に出る。

			「駄目だ駄目だ。うちは硬貨の支払いしか受け付けない」

			「倍払うから、紙幣で売ってくれ、三倍でもいい！」

			「駄目だ。金貨三枚で小麦一袋。絶対にそこは譲れん」

			「金貨で三枚なんて払えるわけないだろ？　紙幣で金貨十枚分払う！　だからそれで！」

			「金がないなら帰ってくれ！」

			　そして店員は男を追い払った。

			　ヴォルデックは目を手で覆(おお)う。これはまるで悪夢だ。

			「店主、これはどういうことだ？」

			「それがですね。……ヴォルデック公爵には言いにくいのですが、今、紙幣が来年になっても金貨に交換できないって、商人内では噂がたっていましてね。鼻が利く商人たちは、もう硬貨以外での取引は止めているのです。根拠は、街の中の紙幣が多すぎて、こんな量の金貨が帝国内にあるはずがないと」

			「……交換できるわけがないという予測か。私なら、その質問に答えられるだろう。その質問に答えてほしいか？」

			「いいえ、必要はありません。帝国のもつ金の総量なんて、いっぱしの商人ともなれば、想像がついてしまいます。もはや、すべて払えるかなんて問いは無駄です。私どもにできるのは、せめて自分の持っている紙幣だけは、なんとか金貨と交換してほしいとお願いするぐらいですね。その約束をしていただけるなら、どんなことであろうとも協力させて頂きますよ」

			　ヴォルデックは薄く笑う。さすがに商人だ。利にさとい。

			　この男は、この騒動でもうまく生き延びるだろう。

			「参考までに聞こう、商人の中では、今市場に出回っている紙幣の量は、帝国の保有する金貨の何倍だと予測してる」

			「ざっと、二〇倍ほどです。それだけの偽物が出回っています。これは、かなり実態に近い数字だと思いますよ。そして、帝国の保有する金の二〇倍の価値の商品がすでに国の外に出てしまった。もう、帝国には何も残っておりません」

			　それに気づけば、紙幣で商品を売るなんてことができるわけがない。

			　もう、手遅れだ。紙幣に価値はない。

			　帝国にできるのは来年、金貨と交換しろと殺到する市民に対してそれは偽物だと因縁をつけて交換に応じないぐらいだ。

			　権威の失墜、暴動、地獄のような光景が繰り広げられるだろう。

			「ヴォルデック公爵、あなたに忠告です。あなたは今、先の心配をしています。ですが、それほど甘い状況ではないですよ？　紙幣と金貨を交換している両替所を見ていかれることをお勧めします。まあ、こんな偉そうなことを言いましたが、私ども商人も、気が付くのが遅すぎた。紙幣の利便性に浮かれ商売を広げ、偽物だと気づかずに、いくらでも物が売れると舞い上がり、大事な商品を紙切れと交換してしまった。私たちに残ったのはゴミの山ですよ」

			　商人が乾いた笑いを浮かべる。商人の目は、まるでどこまでも深い暗闇のようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　商人の忠告通り、両替所に向かう。

			　すると、扉は閉ざされており、領民たちが農具や椅子、様々ものをたたきつけていた。

			「出てこい！　紙幣と金貨を交換しろ！　すぐにだ！」

			「こんな紙切れじゃ、なにも買えない！　返せよ、俺たちの金を返せ！」

			　まるで暴動だ。

			　金を返せと領民たちが両替所に群がっていた。

			　少し前までは、「来年には金貨が増える。しかも紙幣のまま買い物ができる」そう言って、金貨と紙幣を交換しようと、人々が群がっていた。

			　紙幣の発行数が足らないと、部下から報告を受けていたというのに。

			　そして、ついに扉が蹴(け)破(やぶ)られる。

			　怒涛のように住人たちが中に押し入る。

			　誰もいない、逃げやがったという声が、あたりに響き渡った。

			　両替所から出てきた連中はそれぞれに金目のものをもっていた。

			　ヴォルデック公爵は、笑うしかなかった。国の施設を平然と襲う民。よく見ると、彼らを止めるはずの兵士たちも一緒になって襲(しゆう)撃(げき)している。

			　さらには、外で待っていた連中が、中から出てきた連中に襲い掛かり、金目のものを奪い始める。

			　もう、めちゃくちゃだ。

			「猪豚(オーク)様だ！　猪豚(オーク)様が来たぞぅ！」

			「救いの薬ぃ、救いの薬ぃ」

			「ひゃはははあ、ちゃんと、お金ある。薬買える。おまえを売った父ちゃんを許してね。アンジェ」

			「へへへ、俺なんて、救いの薬のために家を売ったぜ」

			　屈強な猪豚(オーク)族が五人ほど来ると、住人たちがそこに群がり始める。

			　そんな中、ひときわ大きな猪豚(オーク)族が声を張り上げた。

			「並べ！　薬は大量にある。支払いは金貨のみ、一錠、金貨一枚だ」

			　ヴォルデックは驚愕する。金貨一枚（六万円相当）といえば、大金だ。

			　紙幣が価値を失い、額面以上の価値をもつようになっている。

			　それにも拘わらず、次々に住民たちが並び、汚らしい猪豚(オーク)に薬を売ってくださってありがとうございますと声をかけながら、気持ちよく金貨を支払う。

			　けして、金に余裕があるものたちではない。貧相な身なりで頬がこけて、食うにも困っていることが見て取れる連中だ。

			　たまに、無理やり猪豚(オーク)族から薬を奪おうとするものが現れるが、屈強な猪豚(オーク)たちには歯が立たないようだ。そして猪豚(オーク)の一人が冗談まじりに、

			「あーあ、また襲われた。こんな危ないところじゃ商売できねえなぁ、もう薬売りに来るのやめようか」

			「だよな、俺たちはか弱い猪豚(オーク)族だし」

			　そう言っただけで、

			「この野郎！　猪豚(オーク)様に何しやがる！」

			「そうよ、猪豚(オーク)様は救いの薬をくださる天使様よ！」

			「この罰(ばち)あたりもんが！　死んで償うのじゃ！」

			「「「殺せ！　殺せ！　殺せ！」」」

			　と、住人たちが裏切り者を袋叩きにする。数十人に囲まれ、殴られ続けて、ついに猪豚(オーク)族を襲った男が事切れた。そのことを誰も気にも留めない。

			　しばらくすると、行列がはけていく。

			　薬を買った連中は、他の奴らに奪われることを警戒して、買ったその場ですぐに飲み干し、恍惚とした笑みを浮かべ高笑いをする。

			　それを遠巻きに見ていた薬を買えなかった連中は、ぼそぼそと呟(つぶや)きながら去っていく。

			「次の薬を買う金を用意しないと」

			「もう売るものがねえ」

			「奪わないと、もっている奴から奪わないと」

			「金、紙幣じゃない、金ぇ」

			　近いうちに大規模な暴動が起きる。そのことをヴォルデック公爵は確信した。

			　それと同時に、そこまで人を虜にする薬に若(じやつ)干(かん)の興味が湧いてきた。

			　隣の部下に声をかける。

			「あの薬はなんだ」

			「はい、その、最近、街で流行っているソージと呼ばれる薬で、なんでも飲むだけで不安を忘れて、楽しい気持ちになり、食事や、……夜のこと、すべてが、信じられないほど楽しめるとのことです。貴族たちにも愛好者が多いです」

			　そういえば、先ほど猪豚(オーク)族から薬を買った連中の中に、有力な貴族の使用人たちも居た。

			「副作用はないのか？」

			「はい。ただ、あまりにも素晴らしい薬なので、何をしても手に入れたいと思ってしまうようで、軍の備蓄を横流しした者も薬を買う金欲しさにやったと」

			「……そうか。それほどに素晴らしい薬なのか」

			　不安を忘れる。その一言にヴォルデックは耐え難い魅(み)力(りよく)を感じた。

			　最近、不安と苛(いら)立(だ)ちでまともに眠れていない。一瞬でも、その苦痛を忘れられるなら、薬に頼るのも悪くない。自分にとっては金貨一枚なんて安いものだ。

			「猪豚(オーク)族のあとを付けて、領地の外に出たらすぐに捕らえろ。そして、偽札の真相を聞き出せ。……そして、薬については、副作用がないかを聞き出したあと、問題がなければ私のところにもってこい」

			　ヴォルデックはそう部下に命じ、今日の視察を終わらせることを決めた。

			　ヴォルデックは勘違いしていたのだ。猪豚(オーク)が薬を売っているのは、小遣い稼(かせ)ぎであると。……その正体は、帝国を壊すためにエルフが撒(ま)いた甘い毒だというのに。

		

	
		
			　

			第16話　戦争開始

			　

			「これがっ、これが世界を救ってやった我らに対する仕打ちか！」

			　俺は、白い髪を振り乱しながら、王城の地下で娘の亡骸を抱えて叫ぶ。

			　娘は吸血鬼と人間の友好の掛け橋になろうと王家に嫁いでいた。明るくよく笑う子だったのに、もう二度と動くことはない。

			　あるときを境に、娘から定期的に送られてきていた手紙が来なくなった。心配になり、娘の様子を確認するための手紙を送ったところ、すぐに娘からの返信が来た。しかし、それは余計に俺の不安を煽(あお)った。……その手紙の筆跡は娘に似せた偽物だったのだ。

			　居てもたっても居られず、王都に乗り込んで見ればこのザマだ。

			　娘は殺されていた。

			　吸血鬼の血は、人間が飲めば老化を抑える効果がある。

			　娘はただ、不老の血を作る道具として使われ、そして〝うっかり、血を抜きすぎた〟そんな一人の人間のミスで死んでいた。

			　娘が愛し、俺も娘を任せられると信頼していた王子は、欲に目が眩んだ兄弟に罠(わな)にかけられ失(しつ)脚(きやく)。娘よりも先に殺されていた。

			　娘の匂いを辿(たど)ってここに来るまでに何人もの兵が俺を殺そうとした。

			　怖かったのかもしれない。新たな血袋が欲しかったのかもしれない。

			　つい、数か月前までは、吸血鬼たちを率いて世界を救った英雄だと讃えていた俺に奴らは躊躇(ためら)いなく刃を向けた。

			　せめて、一部の人間の暴走で、正式な謝罪があればまだ、許すことはできないまでも、怒りを飲み込もうとしたかもしれない。

			　だが、ここまでやられて笑っていられるほど、俺は博愛主義者ではない。

			「我も共存などと甘い夢を見たものだ。所詮、人と我らは相いれぬ。血界魔術【紅月白夜】」

			　俺は王城の地下で自らの固有魔術を発動させる。

			　血塗れの月が支配する異界を作り出す。

			　半径数百メートルを対象に、その中に居る生きとし生けるものすべての魔力と魂(たましい)を吸い尽くす暴食の魔術。

			　吸収した魔力と魂(たましい)は俺を強化し、さらに俺が強くなればなるほど、どんどん異界は広がっていく。

			　そんなものを王都の中央である城で使えば、何千人死ぬかわかったものではない。

			　だが、構わない。人間……いや、家畜がいくら死のうと知ったことではない。

			　俺は、この街の人間すべてを喰らい尽くして糧にしてやる。

			「さあ、人間、今度は我がすべてを奪い尽くしてやる」

			　そして、人間を救うために自らが葬(ほうむ)った魔王に成り代わり、人間を滅ぼしてやるのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はっ……はっ……はっ」

			　俺は体を起こす。

			　心音が痛いほどに高なっている。ここはエルシエの俺とルシエの家だ。

			　隣で、ルシエとユキノがすやすやと寝息を立てている。

			「また、過去の俺の夢か」

			　最近、毎晩のように過去の俺の夢を見る。それも、悲劇や死の間際のものばかり。

			　ゲームのような世界に生まれ、騎士道を貫(つらぬ)いたゆえに最愛の人を失った騎士ディートの絶望。

			　至高の剣を目指し、あまりにも強力な武器を作りつづけたゆえに、恐れられ、その道の半ばで謀殺された鍛(か)冶(じ)師(し)クイーロの無念。

			　人を救い、人に裏切られ、自らが魔王になり世界を滅ぼそうとして勇者に討たれた吸血鬼グラムディールの慟哭。

			　彼らの痛みが、自分のことのように伝わってくる。

			　これが、本当の意味で俺と一つになるということなのか。

			　俺は、いつまで俺でいられるのだろうか……

			「ルシエ、ルシエが居れば、きっと大丈夫だから」

			　俺はまだ眠っているルシエの頬にキスをした。張り裂けそうな痛みが消えていく。

			　彼女が居る限り、俺は自分を見失わずに済むだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今日集まってもらったのは、他でもない。最後の戦争が始まる」

			　俺は、エルシエの主要人物である、村長代理のクラオ、精鋭部隊イラクサ代表のロレウ、火狐代表のクウを集めて、会議を開いていた。

			　律儀にも宣戦布告の手紙がアシュノから届いた。

			　二日後には帝国から出発するらしい。

			　おそらく、一〇日ほどでベル・エルシエに到着するだろう。あの堅牢な砦(とりで)を真正面から突破することは考えにくい。迂(う)回(かい)することを考えれば、さらにそこからもう十五日ほどはかかる。つまり足止めなしであれば二七日で到着する見込みだ。

			「十分に帝国の戦力は削ったが、それでも一万人近い兵を向こうは用意してくる。籠(ろう)城(じよう)戦を挑む必要がある。壁の外で戦えば一瞬で押しつぶされるだろう」

			　こちらの運用可能な兵数は百がせいぜい。百人でいくら弓を放ったところで焼け石に水だ。

			　そのために、けして突き破られない壁を作った。壁の中で防御に徹して、耐えるしかない。

			「シリルくん、質問です。籠(ろう)城(じよう)するのはいいですが、立て籠(こも)もっていれば勝てるのでしょうか？　前の戦いでは敵の補給を叩きましたが、今回は対策されていると思います。敵の補給線がしっかりとしていれば、敵より先にこちらが干上がります」

			　火狐の代表として来ていたクウが声を上げる。

			　彼女の指摘はもっともだ。籠(ろう)城(じよう)とは相手との根比べ。

			　いくら侵入を防いだところで、こちらが先に干上がってしまえば意味がない。

			　補給の妨害対策も間違いなくされているだろう。簡易な中継地点の設置、あらかじめ経由する村々に食料を配置する。そういったことも考(こう)慮(りよ)している。

			　後者のほうは、俺も動きを掴(つか)んでおり、妨害もしているが前者はどうしようもない。

			　予め、経由する村の長たちと交渉し、帝国の出発に合わせて帝国の配備した食料をもってベル・エルシエに亡命するように手配した。ここ最近の無茶な取り立て、さらにはベル・エルシエの豊かな暮らしの噂のおかげで交渉は簡単だった。

			「補給線を潰そうとしているけど、完全には不可能だね。クウの心配はもっともだよ。だけど、そうそう、長く帝国側も戦線を継続できない。エルシエ側と、帝国側、両方の現状を話そうか」

			　俺は息をすって、ためを作ってから口を開く。

			「エルシエのほうだけど、もともと今回の戦いに備えて、エリンから一年分以上の小麦を買って貯(ちよ)蓄(ちく)してあるし、大量の干肉を作ってある。小規模だけど、壁の中でも野菜を育ててあって、ジャガイモの収穫も無事終わった。大量の麻の実も用意していて、その気になれば、二年近くもつ。水源も地下水から引き上げられるから困らない」

			　エルシエの弱みであり強みは人数が少ないことだ。三百人程度だからこそ籠(ろう)城(じよう)に強い。

			　逆に帝国側は遠征の兵士だけで一万人。単純計算で三十倍以上の兵糧が必要となる。

			「帝国側は本国からの支援はあまり期待できないよ。というよりも、まだ戦うつもりがあるほうが不思議な経済の状態だ」

			　俺は逐一、帝国の周囲の村から情報を仕入れている。

			　俺の想像以上に偽札と麻薬(ソージ)のダメージが大きい。猪豚(オーク)族が中心になって麻薬を効率よくばらまいてくれている。

			　最初はただ同然で麻薬(ソージ)をくばり、依存性になってからの値上げ、金のないやつには、軍の備蓄の盗難などを唆(そそのか)す。

			　脳筋かと思ったが、まるでマフィアのような狡猾さだ。

			「だから、もって二か月。そのあたりで体力が切れるだろうね。今は帝国そのものに金も食料もない。帝国の町ですら餓(が)死(し)者がでる始末だ」

			「シリル様。それでは、こちらからは一切攻撃に出ないつもりですか？」

			　長代理を務めるクラオが声をかけてくる。

			「いや、そんなつもりはないよ。こちらからも攻める。この前の戦いで、イラクサがやったようなゲリラ戦法をとって、到着を遅らせ、可能な限り体力と戦力を削るつもりだ。イラクサのみんなに、対人地雷を埋めてもらったのもその一環だよ」

			　ベル・エルシエからエルシエにかけての道には、イラクサ総員で俺が作った無数の対人地雷を設置してもらった。この戦争が終わるまで、ベル・エルシエと、エルシエ間の交流は禁止した。対人地雷なら、多少の足止めにはなる。

			　もっとも、土魔術を使いこなせるアシュノにはすぐに対策がされるだろうが、探知範囲がせまい土の魔術なら、かならず漏れはでる。

			　付け加えて、〝地雷が埋まっているかもしれない恐怖〟は敵の足を遅くする。

			　そして、もう一つの武器を活かすために対人地雷は必要だった。

			「長、そうこないとな。イラクサ全員、以前の戦いより強くなっているぜ」

			　イラクサの隊長であるロレウが自分の出番が来たと、声を張り上げた。

			　もう、イラクサの教育までロレウに任せられるようになった。独りよがりだったロレウも、かなり成長してくれた。

			「いや、今回出撃するのはイラクサからは三人だけだ」

			「なぜだ、長！　一人でも多いほうがいいだろう」

			「今回は敵の中に化け物が居る。前回と同じようにすれば、捕まって皆殺しにされる。半径３００メートルの全属性のマナを掌握されてしまうんだ。そして、そいつは風の魔術を使った俺より強い」

			　今の発言で周りの空気が硬直する。

			　エルフの基本戦術は風の魔術がすべての基礎になる。索敵に使い、矢の命中率をあげる。

			　その双方がなければ人間と大差ない。

			「そんな化け物、どうするんだよ!?　長！」

			「こいつを使う」

			　俺はカバンの中から双眼鏡を取り出した。

			「こいつなら、２キロ先まで見渡せる。これで目標を補足しつつ、化物から１キロ以上離れている集団を襲う。敵の人数は一万。たとえ二列に並ぼうが、５キロもの長さになる。目の届かないところなら安全に襲えるだろう。そうして一撃食らわせて、すぐに離脱する」

			　アシュノが一方向に探索範囲を絞ったところでせいぜい５００メートル、必ず目の届かない領域はでるので、そこを襲うことで安全を確保するのだ。

			「それなら、長。全員で出撃しても構わないだろう？」

			「駄目だ。相手は規格外だ。万が一がある。その際、俺ならしばらく足止めできる。逆に言えば、俺がかばえる人数かつ、わずかな時間で逃げ切れるだけの実力をもっていることが前提になる。だから、今回の作戦は俺、ロレウ、ルシエ、ユキノで行う」

			　ロレウ、ルシエ、ユキノの三人は魔術での強化込みの身体能力がずば抜けている。

			　本来なら、幼いユキノは連れていきたくないが、長期の作戦になる以上、火の魔術を使えるユキノは必須だった。

			「だがよ、長。たった四人で何ができるんだ？　一撃食らわせたら離脱って、せいぜい矢を一人、三回だろ？　一回の奇襲で十人程度殺して、なんの意味がある」

			　ロレウの言うことは間違っていない。

			　敵の数は一万人以上、十人程度、誤差にすぎない。しかも、アシュノを視界に捉(とら)えてからの襲(しゆう)撃(げき)である以上、襲(しゆう)撃(げき)の回数は激減する。

			　クロスボウでの襲(しゆう)撃(げき)ではほとんど打撃を与えられない。

			「そのことは、考えている。今回のために新たな武器を作った。外に用意してあるから、見に行こう」

			　外にでると、ちょうどイラクサの男エルフが、四人がかりで半径３メートルほどの鉄の球を運んでくるところだった。

			「この球を、帝国軍の予測進路二〇箇所に隠してある。さすがに持ち運びができないから、その場、その場で回収して使う」

			「長、これは武器なのか？」

			「そうだ。この武器の名は、クラスター爆弾」

			「クラスター爆弾？」

			「そうだ」

			　地球では、あまりにも非人道的だということで使用が禁止された兵器。

			「まず、この巨大な球の中には、数百の簡易的な手榴弾が詰まっている」

			　俺が、クラスター爆弾の中身を開くと、そこには小さな鉄の球がぎっしりと詰まっていた。

			「こいつを風の力を借りて敵の頭上に投げ、微調整する。すると、細工がしてあるこいつは、高速回転しながら爆発し、中に詰まっている数百の手榴弾を広範囲に撒(ま)き散らす。そして撒(ま)き散らかされた数百の手榴弾が地面か敵にあたると、一つ一つが爆発して無数の鉄片を撒(ま)き散らす。さらに、今回は殺(さつ)傷(しよう)力(りよく)を高めるために、手榴弾の中身を柔らかい鉄にしてある。こいつは人間の中で潰れて傷口を広げて治療を困難にする」

			　鉄片は、原理的にはダムダム弾と呼ばれるものと同等。こちらも非人道的であるという理由で使用が禁止されている兵器だ。

			「おい、長、聞いている限り、とんでもない兵器に聞こえるんだが」

			「そうだ、とんでもない兵器だ。これは一発で半径数百メートルを対象に、数百人を死傷させることができる兵器だよ」

			「そんなものを本気で使うのか、長！」

			「当然だ。そうしないと勝てない。対人地雷なんて土魔術を使えるアシュノを先頭に釣り出すための餌(えさ)にすぎない、こっちが本命だ。この武器が通じなければ俺たちは勝てないよ」

			　対人地雷が埋められていると気付けば、必ず土の中を探知できるアシュノが隊列の先頭を行く。そして逐一探知をしながら歩く。

			　そうなれば、後列はがら空き。そこへ確実にクラスター爆弾を放つというのが今回のプラン。

			　俺は、今までかなり自重してきた。だが、今回の戦いにおいてははじめから一切の自重を捨てている。対人地雷、クラスター爆弾、ダムダム弾、偽札、麻薬、そのどれもが良心のかけらでもあれば使用できない武器だ。

			「だがよ、少しやりすぎじゃないか？」

			「ロレウ、俺にだって良心の呵(か)責(しやく)はある。だが、ここまでしないと勝てない。それがたった、三百人程度しかいないエルシエと、兵士だけで一万人を用意できる帝国の差なんだ。正々堂々戦って死ぬぐらいなら、悪魔に魂(たましい)を売ってでも生き残る。俺は、エルシエと、エルシエに住む皆が好きだ。絶対に、失いたくない。だから、皆の力を貸してくれ」

			　本心を曝け出し、頭を下げる。

			　ここで変なごまかしをすれば、だれもついてきてくれないだろう。

			　少しの間、静寂があたりを支配した。

			「長、頭をあげてくれ。悪かった」

			「そうです。シリル様。顔をあげてください。このクラオ、何があってもシリル様に付き従います」

			　クラオとロレウが納得してくれた。クウも黙って頷(うなず)く。

			「明日から、俺を含めた四人は戦場に出る。ロレウは準備を、クラオは留守を任せる。それから、クウ。体に気を付けてくれ」

			「かしこまりました。シリル様の留守、守り切ってみせます」

			「シリルくんもご無事で」

			　クウの頭に手を当ててから、唇を合わせる。

			　お互い、言葉もなく見つめ合う。見つめ合うだけで伝わるものもあるのだ。

			　明日には出発する。

			　さあ、戦争の始まりだ。

		

	
		
			　

			第17話　攻城破壊弓(バリスタ)

			　

			　エルシエを出てから四日。

			　俺はルシエ、ユキノ、ロレウを連れて帝国への道を急ぎ、途中で帝国軍を発見し、距離をとって森に隠れながら監視をしていた。

			　帝国軍は比較的軽装での進軍だ。ほとんどが一般市民からの志願兵。重い鉄の鎧(よろい)をうまく扱えないし、人数分そろえることができないという考えのもとだろう。

			　もし、そんなものを着せて行進させれば、エルシエまでの道のりで勝手に脱落してしまう。

			「長の予想通り、敵さんは迂(う)回(かい)するようですぜ」

			　双眼鏡で帝国の軍隊の様子をうかがっていたロレウが口を開く。

			「やはり迂(う)回(かい)するか」

			「なんでわざわざ遠回りをするんだ」

			「ベル・エルシエがあるからだよ。あの堅牢な砦(とりで)を落とすのは帝国と言えど時間がかかるし、被害も大きい。それなら、避けたほうが早いって考えだ」
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			　なにせ、俺たちが接収した帝国の補給基地は、エルシエ方面からの敵をせき止める砦(とりで)として帝国が作り上げたということもあり、過剰なまでに頑丈に作られている。

			　さらに、前回の戦いで手榴弾という武器まで見せている。真正面から戦うという選択肢はないだろう。

			「ベル・エルシエのおかげか。だがよ、長。結局遠回りされちまうんだったら、ベル・エルシエを作った意味がないよな」

			「それは違うよ、ロレウ。迂(う)回(かい)してベル・エルシエを避けてエルシエへの街道に合流するにしても、やつらが踏破しないといけない距離は三割増しになる。しかも、迂(う)回(かい)路にまともな舗装路なんてない。奴らが通ってくる迂(う)回(かい)路は獣(けもの)道(みち)に毛が生えたような道だ。足が遅れるし、疲れもでる。それだけでも、短期決戦を望むやつらには大打撃だよ」

			　そう、エルシエ方面への道は一つあれば十分なのでわざわざ金をかけてまで新たな道を整備したりはしていない。森や山に慣れていない帝国兵たちは悪路を歩くことで時間と体力を奪われる。

			　だが、ハイ・エルフのアシュノの力なら被害を出さずに、ベル・エルシエを突破することも可能だった。

			　厚さ一〇メートル近い壁を飛び越えてベル・エルシエ内に侵入し、中の人間を皆殺しにする。それから内側から扉を開けるなんて芸当ができるのだ。

			　本音を言えばそれを一番恐れていた。

			　だが、彼女はそれをしないと予測していた。俺に戦争で勝つと言った以上、ハイ・エルフの能力でのごり押しは考えにくい。

			　シュジナの記憶でその甘さに気が付いていたからこそ、付け込ませてもらった。

			「長はここまで見越して、ベル・エルシエに難民を集めたんだな」

			「そうだよ。でも、それだけじゃなくてエリンみたいな商業都市を作りたかったっていうのもあるけどね」

			「シリルなら、本当にやっちゃいそう」

			「当然だよ、ルシエ。絶対にそうするさ。そのためにも、帝国に勝たないとね」

			　ここで負ければ、すべてを失う。先のことなんて言っている場合じゃない。

			「にしてもよ。どこにも長が言ってた、金髪で、翡翠色の眼をしたエルフなんていないぞ」

			　ロレウが双眼鏡で、帝国の隊列の監視に戻りながら愚(ぐ)痴(ち)をこぼす。

			「相手は一万人もいるんだ。その中の一人なんてそうそう見つかりはしないさ」

			　一万人ともなると、二列で並んでも先頭から最後尾まで５キロほどの長さになる。その中の一人を見つけるのは不可能に近い。

			「なあ、長よ。このまま攻めるって手はねえのか」

			「ない。出発前に言った通り、アシュノ……俺を超える化け物に見つかれば、その時点で終わりだよ。だから、絶対にアシュノを視界に捉(とら)えるまではこちらから仕掛けないし、アシュノの風魔術での探知範囲５００メートル以内には絶対に入らない」

			「だが、このまま指をくわえて見ていても」

			「……ロレウ、焦るな。手は打ってある。見つけることが難しければおびき出せばいい」

			　そのための地雷。

			　あと、三日も歩けば地雷原にたどり着く。そこからが本番だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから三日間、監視を続けたが一度たりともアシュノの姿を確認することができなかった。

			　ロレウはかなり不満がたまって今にも爆発しそうだ。

			　今は暗くなってきたので、森の中で野営をしており、たき火を四人で囲んで座っている。

			「シリル兄様、お茶淹れた」

			「ありがとう。ユキノ」

			「ん」

			　ユキノが魔術で温かいお茶を淹れてくれた。

			　だいぶ暖かくなってきたが、まだ夜は冷える。温かいお茶が体に染み渡る。

			　ユキノを手招きするとちょこちょこと走ってきて俺の膝の上にちょこんと乗った。俺が彼女の頭を撫(な)でると、ユキノは満足そうに微笑(ほほえ)む。

			「長、もう限界だ！　これじゃ何のためにこんなところまで来たのかわからねえ」

			　ロレウが立ち上がって叫ぶ。

			「落ち着こうよ、ロレウ。シリルは手を打ってあるって言ったんだから信じて待とう」

			　ルシエはお茶を飲んで、まったりしながらロレウを諭す。

			「いったい、いつまで待てばいいんだ。このままじゃ、奴らは無傷のままエルシエに着いちまうぜ！　そうなったら勝てないと言ったのは長だ」

			　俺は少し後悔した。気の短いロレウに今回の作戦は厳しかったのかもしれない。だが、彼の力がどうしても必要だ。

			「ロレウ落ち着け、ユキノがおびえている」

			「っ!?　わっわりい」

			　俺にしがみ付いて、小さくなるユキノを見てロレウがばつの悪そうな顔をする。

			　ユキノは歳の割には勇気があるほうだが、ロレウのような大男に至近距離から怒鳴られれば怖いだろう。

			「ロレウ、予定より少し遅れているが、もうすぐだ。もうすぐ攻めることができる。期が熟すのを待て。ちょっとしたミスで俺たちは全滅する」

			「信じていいんだな、長」

			「もちろん。なに、明日からを楽しみにしておいてくれ」

			「わかった、すまねえ。少し気がたってた」

			「仕方ないよ。戦争中だ……ユキノが淹れてくれたお茶は美味(おい)しいだけじゃなくて、気分を落ち着ける効果がある。ゆっくり飲んでリラックスしよう」

			「あ、ああ」

			　俺は微笑(ほほえ)みながら、明日以降のことを考える。

			　ここから先には無数の地雷が埋まっている。地雷はイラクサの面々とともに、ベル・エルシエからエルシエへの道のりと、この迂(う)回(かい)路に山ほど仕掛けてある。

			　どれほどの悲惨な光景が展開されるか、今から楽しみだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　早朝から、帝国軍の行進が始まった。帝国軍は早朝から動き出し、夕方には野営の準備を始める。夜の森は危険だ。だからこその配慮だろう。

			「みんな、ここから先は地雷原だ。地雷を埋めた場所はすべて俺の頭に入っている。絶対に俺の後ろ以外は歩くな」

			「わかったよ、シリル」

			　ルシエが答え、ほかの二人がうなずく。

			　基本的には、帝国民が歩く申し訳程度に舗装されている道に地雷を仕掛けているが、脇道にも少数だが設置してある。

			　自分たちで踏んだら笑えない。

			「長、そこまで地雷っていうのは危ない兵器なのか？　あの平べったい鉄の塊(かたまり)、そんな風には見えなかったが」

			　そういえば、ロレウたちの前では実演してなかったか。

			　地雷の恐怖は口で言っても伝わらないだろう。

			「危険だよ。できれば、こんなものは使いたくない。本当にね。地雷を使うかは最後の最後まで躊躇(ためら)ったんだ」

			「シリルがそこまで言うなんて、相当だね」

			「うん、相当だ。悪魔の兵器だよ」

			　俺は双眼鏡で、帝国軍の先頭を注視する。

			　俺の記憶にある地雷を埋めたポイント。

			　帝国兵が地雷を踏んだ。頭の中でカチリ、そんな音が浮かんだ。

			　そして、帝国兵が地雷から足をどけた瞬間……

			　轟音がした。地雷が炸裂したのだ。

			　土を巻き上げ、爆風があたりを蹂(じゆう)躙(りん)する。地雷を踏んだ兵士は太ももを押さえて悲鳴をあげていた。膝から下が吹き飛んでいる。

			　さらに、周囲の兵士も火傷を負って体中に金属片が突き刺さっている。

			　突然の数十人の負傷に帝国兵たちが騒ぎ出す。

			「これが、地雷の悪辣さだ。わざと殺さない程度に火力を抑えている。足を失った兵は、最高のお荷物だ。残された兵が運ばないといけない、重量が増える。治療と世話役に二人分の稼働が必要になる。踏んだ奴の周辺の連中だって、決して軽傷では済まない」

			　付け加えるなら、地雷を踏んだ兵士は一生片足で暮らしていかなければいけない。国はそういった傷病兵への補償も負担になってくる。

			「しかも、俺たちは何の危険も冒(おか)さなくていい。安全に最小の労力で最大級の成果。これは悪魔の兵器だよ」

			　ロレウたちが息を呑む。

			　そうしている間にも、帝国兵は負傷者の手当てを終え、再び行進を始める。

			　すると、再びの爆発。

			　当然だ、埋めた地雷の数は十や二十じゃきかない。

			　地雷というは非常に安価な武器だ。鉄の消費量も火薬の消費量も少なく、構造もさして難しくない。今のエルシエの備蓄でも大量に作れた。

			　五度ほど爆発音がしてから、兵士たちは慎重になる。鞘がついたままの剣で地面をたたきながら行進する。恐ろしいまでに行進速度が落ちた。

			　気持ちはわかる。片足が吹き飛んだ仲間を見て、ああはなりたくないと思うだろう。

			　だが、まったくもって無駄だ。

			　また、爆発音。鞘で地面を叩いたはずなのに容(よう)赦(しや)なく地雷は人が踏んだ時だけ作動し、また新たな犠(ぎ)牲(せい)者を生み出した。

			「シリル、どうなってるの？　踏んだら爆発するんじゃないの？」

			「違うよ。正確には、地雷に一定以上の負荷が数秒かかったら爆発だ。軽く叩いたぐらいじゃ爆発しない」

			　あの地雷には細工がしてある。地雷に負荷がかかり、粘りのある金属パーツが折れることで起爆する。その起爆に必要な負荷は、成人男性一人分の体重。弱い衝(しよう)撃(げき)だと起爆しない。弱すぎる負荷でも、一瞬の負荷でも爆発しない

			　さらに、もう一つ細工がある。二重構造にしてあり、強すぎる衝(しよう)撃(げき)だと固くてもろい性質をもったダミーのほうが先に折れ衝(しよう)撃(げき)を流す。

			　つまり、地属性魔術で一度に駆除しようとしても、うまくいかない。二度続けてやれば爆破させられるが、二度行わないと爆発しないという発想にはそうそう至らないだろう。

			　まさに悪意の塊(かたまり)だ。

			「見て、ルシエ。兵士たちの足がとまったぞ」

			「うん、みんな怖がってるね。私だって、足が吹き飛ばされるかもしれないところ歩きたくないよ」

			　それこそが地雷の怖さ。確実に負傷者を増やすだけではなく。〝埋まっているかもしれない〟その恐怖だけで人をしばりつける。

			　ましてや、地雷を見るのは初。このままではろくに動けまい。

			　一時間ほど、帝国は立ち往生していただろうか。

			　先頭のほうに一人の少女が現れた。

			　金色の長い髪に、ハイ・エルフの特徴たる翡翠色の眼。アシュノだ。

			　予定通り、釣れた。

			「みんな、移動するぞ」

			「長、クラスター爆弾を使うのか」

			「いや、その前に、アシュノに警戒させようと思ってね」

			　俺は走りながら答える。

			　目指すのは小高い丘に設置した小屋。そこには、秘密兵器を隠してある。

			「長、なんだこれは」

			「シリル、こんなの初めて見た。なんて大きな弓」

			　そこにあったのは、攻城破壊弓(バリスタ)。

			　仕組みはクロスボウと一緒。だが、サイズが違う。

			　俺の身長を超える巨大な弓だ。

			「これは、攻城破壊弓(バリスタ)。本来は城壁を破壊するためのものだ」

			「そんなもの、なんに使うんだよ！」

			「当然、アシュノを攻撃するのに使う。距離約１・２キロ。これならアシュノの知覚範囲の外から攻撃できる」

			　そのために作った。

			　普通のクロスボウであれば、おそろしいまでの山なり軌道になるだろう。クロスボウならせいぜい秒速一〇〇メートル。着弾まで一二秒。

			　一二秒あれば、着弾までの間に一〇〇メートル以上、落ちる。

			　だが、このバリスタなら、クロスボウの二〇倍を超える圧倒的な運動エネルギーで、秒速三六〇メートルで発射できる。

			　水平に近く、なおかつアシュノが感知したところでもう遅い。

			　さらにクロスボウより圧倒的に運動エネルギーがあるということは、風で逸らすことが難しいということだ。距離によってはアシュノですら曲げることは不可能。

			　俺は、まず専用の矢を取り出し、汚れを拭(ふ)く。精密射撃だ。わずかなずれが致命的な誤差になる。

			「すごく太い矢。ユキノの腕より太い」

			　そう、弓本体が巨大だと矢まででかくなるのだ。鈍い光を放つ巨大な矢には、静かな殺意が込められていた。

			「長、こんなもの引くことができるのか？」

			「もちろん」

			　このバリスタは、見た目以上に張力が強い。クイーロの力で極限まで張力を発揮する素材を使い、弦もカーボン製にしてある。

			　そのおかげで、ロレウと俺が二人で引いてもびくともしない弓になってしまっている。

			　だが、付属のパーツに二つの筒がついている。

			　これは空気圧を利用するシリンダーだ。

			　俺は全力で風のマナを呼び集め、シリンダーに風を流す。

			　すると、空圧でシリンダーが作動し、この巨大な弓の弦を引いていく。奥までいきカチリと固定具の音がなった。

			　そこに先ほどの矢をセットする。滑走路には汚れも傷もない。

			　火器にこだわらずに、原始的なバリスタを選んだのは、射撃精度をあげるためだ。黒色火薬では爆発にムラがありすぎて、狙(そ)撃(げき)は不可能なのだ。

			「すげえ、威圧感だな」

			「うん、怖いぐらい。シリル、これで当てられるの」

			「なんとかするさ」

			　俺はまず矢に、【風除け】の魔術をかける。

			　さらに、【プログラム】を走らせる。

			　通常なら、【知覚拡張】と連動させるが、今回はレンジ外のため、双眼鏡を通して見る視覚情報から演算する。

			　いつもより精度が落ちる分、慎重になる。微細な角度調整を繰り返し、必中と確信できるところまでもっていく。

			　この１キロを超える狙(そ)撃(げき)も、パーツの一つ一つを完(かん)璧(ぺき)な精度で組み上げたからこそ可能になる。

			　俺はトリガーに手をかけ、アシュノのほうを睨(にら)みつける。

			　彼女は土の中に対して探知魔術を行(こう)使(し)し、俺が埋めた地雷を探すために集中している。

			　土の中の探知は難しい。それも、可能な限りの広範囲を探すのだ。いくら彼女と言えど、そちらに意識がもっていかれ、警戒が手薄になる。

			　だからこその好機。

			「行け！」

			　バリスタの矢が放たれた。

			　音速を超える速度で巨大な矢が飛来する。空気抵抗は【風除け】で無視できる。その他の要素は演算で誤差補正済み。

			　距離が離れ豆粒のようにしか見えないアシュノに向かって一直線に矢は進む。

			　五〇〇メートルを切った。だがアシュノはまだ気づかない。そして、１００メートル地点でようやく矢に気付いた。

			　いつもの彼女なら、遅くとも三〇〇メートル地点で気が付けていただろう。だが地魔術での探知にリソースを取られていた彼女は、風魔術での警戒を行うリソースを削っていたうえに、下を注視した中での頭上からの攻撃。反応が遅れて当然だ。

			　三〇〇メートル地点で気づいていれば着弾に一秒あった。一秒あれば回避できるだろうし、俺の【風除け】をはぎ取り、さらに風で捻じ曲げるなんてことも可能だったかもしれない。だが、もう残り一〇〇メートル。着弾まで〇・三秒。どうあがいても回避不可能な距離。

			　そして、この圧倒的な運動エネルギーであれば。たかが一〇〇メートル、台風の中であろうと直進する。いくらハイ・エルフと言えど、ここから風で逸らすことはできない。

			　だが、アシュノの眼は死んでいない。翡翠色の瞳が輝く。

			「舐(な)めるな！」

			　聞こえないはずの声が聞こえた気がした。

			　アシュノは風をまとった裏拳でバリスタの矢の側面をたたく。

			　弾き飛ばすことはできなかったが、アシュノの腕をバリスタの矢がすべっていく。

			　服と皮膚と肉の表面をえぐりとりながらバリスタは通過し、地面に着弾。巨大な土しぶきと、轟音をあげた。
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			　アシュノのほうを見る。矢の衝(しよう)撃(げき)で吹き飛ばされ、倒れこんでいた。

			　骨が折れぶらんとした右手から大量の血を流しながら、それでも、こちらを睨(にら)みつけてくる。

			「逃げるぞ」

			　俺はそうつぶやき。風魔術でダウンバーストを発生させ、バリスタを粉々につぶしてから、風で吹き飛ばして走り出す。

			　俺の後ろをロレウたちがついてくる。

			「長、なんで逃げるんだよ。相手が弱った今がチャンスじゃないか」

			「ロレウ、たかが利き腕を潰したぐらいでアシュノに勝てると思っているなら、それは油断だよ」

			　そう、その程度で差がうまるほど甘い相手ではない。

			「ねえ、シリル、そんな相手から逃げ切れるの？」

			「うん、風の探知のレンジ外まで離れて、森の中で距離さえとれば、たやすくは捕まえられないよ。今は必死に逃げよう」

			　それに、殺せなかったといっても身体能力をそぐことはできたし、けして軽くない怪(け)我(が)だ。止血をしないとまともに走れないだろう。

			　俺たちは森の中を駆けていく。

			「シリル兄様、あの大きな弓、もったいない。かっこよかったのに」

			　後ろを振り向いてユキノが小さくつぶやいた。

			　気持ちはわかる。俺だって惜しい。

			「うん、あれは頑張って作ったから、壊したくなかったけど、再利用されかねないからね」

			　必ず、アシュノの指示で帝国兵たちが今の狙(そ)撃(げき)ポイントを探しにくる。

			　その際にバリスタを回収されたら、それこそ一大事だ。籠(ろう)城(じよう)戦の際に敵に利用されかねない。

			「でも、惜しかったな、長。もう少しで始末できたのにな。長が注意しろって言ってただけはあるぜ。あんな化け物みたいな弓を弾き飛ばすとはな」

			「惜しかった？　何を言ってるんだ、ロレウ。これは僥(ぎよう)倖(こう)だよ。まさか、利き腕を潰せるとは思わなかった。運がいい」

			　そう、最高に運がいい。あの程度でアシュノが怪(け)我(が)を負ってくれたのは嬉しい誤算だ。しかも、俺の見立てでは間違いなく複数個所が砕け、骨の破片が肉に突き刺さった複雑骨折。

			　魔術でできるのは、自己治(ち)癒(ゆ)能力を強化することまで。複雑骨折を強引に治せば二度と右腕が使い物にならなくなる。あれを治療するには、高度な外科手術が必要だ。

			　少なくとも、この戦争でアシュノの右腕はまともに使えない。

			「殺すどころか、怪(け)我(が)で運がいいなんて、どうすることが目標だったんだ」

			「それはね。自分を殺しうる攻撃が来ると警戒させるまでだよ。それで十分だったんだ。所詮、地雷もバリスタも、クラスター爆弾の前座だからね」

			「あの巨大な弓が前座だと!?」

			「そうだよ。アシュノはまず地雷を探すのに気を遣う。しかも地雷を探しながらも、今みたいな奇襲を警戒しないといけなくなった。負担が二倍になる。そんな状況で、自分の目の届かないはるか後方が襲(しゆう)撃(げき)されたら完全にパンクする」

			　おそらくアシュノなら、地雷だけでも、バリスタだけでも、クラスター爆弾だけでもたやすく対処できるだろう。だが、同時にくれば崩れる。

			　そして、運よく負わせた右腕の傷。あれは彼女の集中力をそいでくれるだろう。さらなる負担だ。

			「ロレウ、英雄を倒すにはね、休まずに小さな負荷をいくつも同時にかけ続けることが効果的なんだ。そうすればいずれ潰せる。どんなに力が強くても、手は二本しかない。零(こぼ)れ落ちたものをかっさらっていくのさ。英雄を倒すのに、英雄は必要ない」

			　最強に最強をぶつける。物語の中ならそれがいいだろう。だが、最強をぶつけるということは、こちらの切り札を失う可能性があるということだ。そんなリスクは負えない。こうやって搦め手で、最強に満足に仕事をさせないことこそが重要だ。

			「ねえ、シリル」

			「なんだいルシエ」

			「シリルが味方でよかった。本当にシリルの考えが怖いよ」

			「俺の考えっていうより、戦場の鉄則だね」

			　俺は苦笑しながら速度をあげる。

			　次は、クラスター爆弾での後方の襲(しゆう)撃(げき)。

			　アシュノは前方に張り付き、しかも自分の周囲の警戒を強めている。後方なんてまったく気にも留めていない。アシュノの目が届かない今なら確実に戦果をあげることができるだろう。

		

	
		
			　

			第18話　クラスター爆弾

			　

			　アシュノの風の探知魔術の範囲外から双眼鏡でアシュノの様子を見る。俺の目論見通り、かなり弱っている。

			　右腕に巻かれた血のにじむ包帯が痛々しい。

			　彼女は帝国軍の先頭を歩き、常に地中への探索魔法を使用している。

			　地雷を見つけると、その上に旗を突き刺して踏まないように指示を出していた。

			　地雷を安全に起爆させることが難しいためだろう。慎重で確実な方法だ。それゆえにずいぶんと進軍速度が遅れている。

			　アシュノが時折頭を抱える。脳への過剰負荷が原因だ。

			　ハイ・エルフは地火風水全てのマナとの相性値が最高だが、マナは力を貸してくれるだけで、結局のところ魔術を行(こう)使(し)するのはアシュノ自身だ。

			　先頭を歩きつづけるかぎり、地雷探知の魔術を常に走らせないといけない。バリスタなんてものがある以上、風の魔術の精度を落とすこともできない。

			　アシュノと言えど、耐え切れるものではないだろう。

			　だからこそ、安心して攻めの手を打てる。

			「さあ、行こうか。そろそろクラスター爆弾を隠しているポイントだ」

			　この様子を見て安心した。少なくとも、距離さえあければアシュノが反応することはないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クラスター爆弾は、いくつか作っているセーフティハウスに隠してあった。

			　奴らが通る道から近く、なおかつクラスター爆弾の効果を活かすために、遮(しや)蔽(へい)物が比較的少なく、多くの敵を殺傷範囲に入れられるポイント。そうなると、仕掛けられるポイントは限られてくる。

			　チャンスは少ない。

			　特に今回はもっとも警戒が薄く、成功率が高い初回。必ず成功させる必要がある。

			「長、すっげえ重いな」

			「うん、小型とは言え、中には二百以上の手榴弾が詰まっているからね」

			　俺は身体能力を強化し、ロレウとともに直径二メートルにもなる球形のクラスター爆弾を運ぶ。そして、アシュノの監視はルシエにまかせた。

			「そういえば、シリル、地雷のときもそうだったけど。クラスター爆弾も今まで使ったの見たことないよね。すごいの？」

			　双眼鏡を覗き込みながら、ルシエが俺に問いかけてくる。

			「うん、クロスボウやバリスタが玩具に見えてくるよ。これは対人じゃない対軍兵器だ」

			　対軍と言ってもまだ過小評価だ。直径二メートルのクラスター爆弾は紛れもなく戦術兵器を飛び越え、戦略兵器に分類される。

			　これは戦争のあり方を変えてしまう。

			　俺たちは切り立った崖の上に隠れて、アシュノたち先頭集団が通り過ぎるのを見送る。

			　さらに二時間ほどをかけ、五キロにも及ぶ敵の集団が通り過ぎていくのを見続けた。

			　そして後方集団。俺たちが狙うべき集団が来た。

			「ルシエ」

			「うん、大丈夫。先頭集団が戻ってくる気配はないよ」

			「そうか、わかった」

			　俺は大きく息を吸い込む。

			　覚悟を決めろ。鬼になれ。

			「ロレウ、いくぞ」

			「わかった。長」

			　ロレウと二人で力を合わせて全力で巨大なクラスター爆弾を投げ、風にのせる。

			　そして敵の頭上で高速回転。

			　球の隙間から次々に、二百以上の小型の簡易手榴弾が降り注ぐ。

			　緻密な計算で、効率的にばらまかれるように調整してある。

			　計算上、手榴弾はすべて崖の下に落ちるので、ここまで被害は届かないが、念のため風のカーテンを用意する。

			「全員伏せて、口を半開きにして耳をふさげ」

			　俺はルシエたちに指示を出す。

			　特に耳のいいユキノは必死に狐耳を押さえた。

			　そして、それが来た。

			　幾重にも、幾重にも、爆音が重なる。一つ一つの手榴弾が炸裂する爆風と破片が帝国兵たちを蹂(じゆう)躙(りん)した。

			　クラスター爆弾の効果範囲は１キロにも及ぶ。

			　無数の悲鳴を爆音が塗りつぶす。

			　俺は風の魔術を起動し、すみやかに帝国の被害状況を調べる。

			　……死者二三二人。負傷者七六五人。

			　おおよそ、帝国兵の一割に致命的な一撃を与えた。

			　生き残った兵士も、突然起こった地獄絵図に悲鳴と怒声をあげて、取り乱している。現実が受け入れきれていない。

			「しっ、シリル、なにこれ、こんな、たった一発の爆弾で……」

			　ルシエが絶句していた。

			　ロレウとユキノもだ。

			　この時代、ここまでたやすく人を殺しうる兵器は存在しなかった。ここまで圧倒的な死は、三人には想像すらできないものだっただろう。

			　だが、俺はそれを作ってしまった。

			「逃げながら話そう」

			　俺はこの惨状に背を向け、走りだす。ルシエたちが俺に続く。

			「そもそも、爆弾の効果範囲を広げる方法として、火力を純粋に高めるというものがある」

			　解説を始める。

			「しかし、効果範囲を二倍にしようとしたら八倍の火力が必要になるんだよ」

			　そう、爆弾の有効範囲を広げていくには、エネルギーを三乗していかなければならない。それでは非常に効率が悪い。

			「だから、爆弾を使っていると、小さな爆弾を広範囲にばら撒(ま)くことが最適だと考えつくんだ」

			　それこそがクラスター爆弾のはじまり。

			「だけどね、それには思わぬ副次効果があった。爆弾っていうのは中心点から衝(しよう)撃(げき)が外に広がっていくんだ。敵は一方向からしか衝(しよう)撃(げき)を受けないから吹き飛ばされることで力を逃せるし、障害物が挟まっていれば威力は減(げん)衰(すい)する」

			　爆弾は見た目よりも殺(さつ)傷(しよう)力(りよく)が低いのだ。

			　中心点から離れれば離れるほど、指数関数的に威力が弱まる。

			「でも、クラスター爆弾は違う。爆発の中心点が無数にある。効果範囲内にいる人間は、前後左右ありとあらゆる方面から衝(しよう)撃(げき)を受ける。衝(しよう)撃(げき)の逃げ場はどこにもない。全方位からの衝(しよう)撃(げき)に押し潰されるんだ。効果範囲内の爆圧、殺(さつ)傷(しよう)力(りよく)は通常の数十倍。はっきり言ってね。この武器は一度使えば虐殺を必ず引き起こす。コントロールなんてできない。そういう類(たぐい)の兵器だよ」

			　やっと、俺たちが安全だと思われるところまで来たので、近くの木に寄りかかって座る。

			　俺の説明を聞いて、皆が震え出す。

			「なんだ、なんなんだ。なんで、こんなものがあるんだよ!?」

			　ロレウは、大声を上げる。

			　彼は怖いのだ。こんなにあっさりと数百人の命を蹂(じゆう)躙(りん)するクラスター爆弾が。

			　そして、非現実的なまでの殺人を行ったことで心に傷を負ってしまった。

			「ロレウ、俺ははじめからクラスター爆弾がこういう兵器だって説明したはずだ。今更わめくな」

			　俺は静かに言う。

			　だが、ロレウは納得がいっていないようで、何か言いたげにこちらを見ている。

			　そんななか、ユキノが俺とロレウの間に立った。

			「……ロレウ様、こんなの使いたくない？　ロレウ様はたくさんの人間を殺すのが怖い？」

			　ユキノが静かな口調でロレウに問いただす。

			「なっ、ゆっ、ユキノちゃん。……その、なんだ。俺は」

			　惚れているユキノに責められていると思い、ロレウはしどろもどろになる。

			「なら、ユキノが代わりにやる。ロレウ様の代わりにユキノがシリル兄様を手伝う。それでいっぱい、帝国の人を殺す」

			　ユキノの言葉を聞いてロレウの体が固まった。

			「シリル兄様は、クラスター爆弾を使わないと勝てないって言った。なら使うしかない。ユキノたちは知ってる。……帝国に負けたらどうなるか。別の村に行ったユキノの仲間、みんな殺された。殺されて魔石と尻尾(しつぽ)を取られた。ユキノは、エルシエに居る大事なみんながそんな目に遭うのは絶対いや。そのためなら、どんなひどいことでもする」

			　ユキノはロレウが苦手だった。大きな体と声にいつも怯(おび)えていた。

			　そんな彼女が、まっすぐとロレウの目を見て、自分が戦うと言った。

			　クウが、もうユキノは立派な戦士だと言っていたことを思い出す。

			　俺はぽんっとユキノの頭に手を置いた。

			「ロレウ。どうする？」

			「……俺はやるよ。俺だって仲間は大事だ」

			「そうか、ありがとう」

			　俺は一拍置き、溜めを作る。

			「みんな、ここから先の話をしよう」

			　全員が真剣な瞳で俺を見る。

			「一番の理想は、クラスター爆弾の威力にビビった帝国の連中が逃げていくことだ。なにせ、二百人が死んで、七百人が怪(け)我(が)を負った。いかに帝国の兵が一万人以上居ると言っても無視できる被害じゃない」

			　なにせ、一割の損失。三割の損失を抱えれば事実場の軍の壊(かい)滅(めつ)。

			　なにより……

			「ロレウ、お前は一度にあんなに殺す武器が怖いと言ったが、それを食らう敵さんはお前の数十倍は怖いだろうさ。俺なら逃げるよ」

			　おそらく、離反者は必ず出るし、指揮をする立場の人間ですら逃げ出したくなるだろう。

			「シリル、もし逃げなかったらどうするの」

			「その場合は、戦うしかないだろう。クラスター爆弾を存分に使って戦う気がなくなるまで叩く」

			　仕掛けられるポイントはまだまだある。

			　作戦がうまくいけば、もう四千人は削れる。

			「叩いて、叩いて、弱らせてから、エルシエにただり着いたら籠(ろう)城(じよう)戦で、もうひと踏ん張りだ」

			「わかった、シリル。それでいこう」

			「長、俺も異存はないぜ」

			「うん、ユキノはシリル兄様を信じる」

			　三者三様の返事がくる。

			　これならなんとか、攻めることができそうだ。

			　俺は笑みを浮かべる。

			　そして、この場では言わなかったことが一つある。

			　籠(ろう)城(じよう)戦をするための最低条件は、誰かがアシュノを足止めすることだ。

			　彼女が自由に動けばあっさり、エルシエが落とされる。

			　足止めができるとすれば俺しかいないと思っている。エルシエに奴らがたどり着けば、俺はアシュノに一騎打ちを挑むつもりだ。

			　彼女の体調次第では、何もできずに蹴(け)散(ち)らされる。彼女をどれだけ弱らせるか、それも勝敗に深く関わっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから一月もの間、帝国兵から距離を取りながら戦い続けた。

			　二回、クラスター爆弾での襲(しゆう)撃(げき)を成功させることができた。

			　おかげで、帝国は千人を超える死者と、その三倍以上の負傷兵を抱えることになった。

			　さらに、後方を重点的に狙った効果がでており、食料を吹き飛ばし、荷物を運ぶ馬車の何割かを使用不可に追い込んだ。

			　かなり足を遅らせることができている。

			　先頭を歩くアシュノの限界も近い。

			　クラスター爆弾での襲(しゆう)撃(げき)をなんとかしようと、いろいろと試行錯誤をしているのだが、それが余計に彼女の負担を増やしていた。

			　これなら、あるいはエルシエに着くまでに全滅させることができるのではないか。

			　そんな期待ももつことができた。

			　だが、異変が起きたのは四度目の襲(しゆう)撃(げき)の準備をしているときだった。

			「シリル、アシュノが先頭から消えた。捜しているけど、どこにいるかわからない」

			　アシュノを望遠鏡で監視していたルシエから、訝しげな声があがる。

			「だが、進軍は続いてるんだろう？」

			　アシュノを下げるということは、地雷に無抵抗になるということだ。

			　そんなことを帝国が受け入れるのか？

			　そして、その答えがすぐに返ってきた。地雷を踏んだ帝国兵が吹き飛んだのだ。

			「長、あいつら。地雷が怖くないのか？」

			「いや、違うな。よく見ろ」

			　俺は予備の双眼鏡をロレウに渡す。

			「なんじゃ、こりゃ!?　あいつら、なんでこんなことができるんだ!?」

			　先頭に負傷者を歩かせて、少し離れたところに槍を構えた帝国兵がいる。

			　ようするに、お荷物になった負傷者に地雷源を歩かせることで、お荷物を捨てつつ地雷を撤去しているのだ。

			　……たしかに、効果的な戦法だ。だが、アシュノがここまで非人道的な作戦を実行できるか？

			　その疑問もすぐにとけた。

			　負傷者を無理やり歩かせる一団の後ろに帝国の四大公爵の一人、ヴォルデック公爵がいた。

			　納得だ。あいつならそういった指示を出す。

			「どうする。長、攻めるか！」

			「いや、このポイントは諦めよう。大丈夫、最低限の目標は達成したよ」

			　全体の三割を超える死傷者をだした。

			　そして、敵の大幅な足止めの成功。

			　アシュノの弱体化。

			　今回の遠征は文句なしに大成功と言っていいだろう。

			「みんな、ここからはアシュノが見つかれば攻撃を実行する。チャンスを待て、けして無理をするな」

			　そうして、エルシエまでの道を、帝国兵たちを監視しながら進む。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結局、その後はエルシエに奴らがたどり着くまでの間、二度クラスター爆弾を放つ機会はあったが、そのうち一度は一キロ先からのアシュノの弓を使った狙(そ)撃(げき)で撃ち落とされ、効果が激減してしまった。

			　ただ、奴らは非人道的な作戦をとったことで、クラスター爆弾の恐怖も重なり離反兵が多く、無傷な兵を四千程度まで減らすことができた。

			　徹底的な足止めのおかげで、帝国のエルシエへの到着を二月遅らせることができ、帝国の兵士たちはボロボロで物資も乏しくなっている。

			　奴らの先頭集団が、エルシエを守る巨大な防壁を見てあっけに取られた顔をした。まさか、エルシエがこんな防壁を作っているとは思っていなかったのだろう。

			　……ここから、籠(ろう)城(じよう)戦。そしてアシュノとの直接対決が始まる。

		

	
		
			　

			第19話　帰還

			　

			　約二カ月もの遠征を終えて、俺、ロレウ、ルシエ、ユキノの四人はエルシエに戻ってきていた。

			　俺たちが着いたのは帝国兵たちがたどり着く数時間ほど前だ。

			　今回の遠征は成功と言えるだろう。地雷とクラスター爆弾をフル活用した戦術のおかげで、無傷な兵を四千まで削ることに成功した。

			　数千人の負傷者を抱えてもらっていることも大きい。

			　途中隙を見ては、兵糧を輸送する馬車を潰した成果も出ており、食糧が減り、かなり疲労も溜めさせることができた。

			　唯一の誤算は損害を覚悟し地雷を無視することでアシュノを温存されたこと。

			　それにより、こちらにとって十分な疲労感をアシュノに残すことができず、クラスター爆弾の効果が薄れた。

			　エルシエに入るなり、皆が総出で出迎えてくれた。

			「おかえり、シリルくん」

			　出迎える一団の中で真っ先にクウが飛び出し、俺に抱きついてきた。

			「ただいま、クウ。元気にしていたか」

			「体調のほうは問題ないです。でも、シリルくんがいなくて、ずっと寂(さび)しかったです。二か月は長いですよ」

			　俺は抱きついてきたクウの頭を優しく撫(な)でる。

			「俺も、クウに会いたかったよ」

			　この二か月の遠征では体だけではなく、心のほうもかなり疲れている。

			　クウと抱き合って、その疲れが溶けていくような気がした。

			　……その後ろで、村長代理のクラオが羨ましそうな目で、俺とクウを見ているのが若(じやつ)干(かん)気になる。

			　ルシエたちのほうを見ると、そちらにも人だかりができていた。

			「ユキノちゃん、帰ってきてくれて、クロ嬉しいの」

			「べっ、別に私は心配していないわ。私はちゃんと帰ってきてくれるって信じてたから……ユキノー！」

			　ユキノは、涙と鼻水でぐちゃぐちゃになった黒い火狐のクロネと、黄色の火狐のケミンに抱きつかれてもみくちゃにされていた。

		

	
		
			[image: 241.jpg]
		

	
		
			「このやろう、無事だったか！」

			「あたりまえよう。おまえらとは鍛(きた)え方が違うんだよ」

			　ロレウはイラクサの面々の中でもとくに暑苦しい連中に囲まれてガハハと笑いあっている。

			　ルシエも仲のいいエルフたちと楽しげに話し合っていた。

			　俺たちは、しばしエルシエの皆との時間を楽しむ。

			　つかの間の休息だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル、敵の動きはないよ」

			「今日は、おとなしくしてくれているかな」

			　ルシエと二人で帝国兵を監視する。

			　エルシエを囲う外壁の上から望遠鏡で帝国兵の野営地点を覗く。テントが無数に並び、焚(た)き火の炎によって夜空が照らされる。

			　エルシエにたどり着いたのが遅い時間だということもあり、帝国兵の襲(しゆう)撃(げき)は明日からになるようだ。

			　エルシエを囲む外壁は向こうにしても想定外だったはず。対策を考える時間も必要だろう。

			「ねえ、シリル。明日からエルシエを滅ぼそうって帝国兵が襲ってくるんだよね」

			「明日からが本番だよ。なんとか、地雷とクラスター爆弾で、ぎりぎり俺たちが耐えられるぐらいの数に減らしたけど、まだまだ怖い。今の勝率は七割ってところかな」

			「三百人にも届かない人数のエルシエで、四千人の帝国兵を相手にして、ほぼ勝てるって言い切るシリルはすごいよ。でも、本当にシリルの場合勝っちゃうからね」

			　ルシエが、微苦笑する。その声には俺に対する信頼があった。

			「とはいっても、三割負けるんだ。十回戦争すれば、三回エルシエが滅びる。ここまでしかできない。自分の力のなさが嫌になる」

			　俺がそう言うとルシエが驚いた顔をする。

			「びっくりした。シリルでも弱音を吐くんだ」

			「失望した？」

			「ううん、ちょっと嬉しいかな。私に弱音を吐くってことは、私を頼ってくれてる証(しよう)拠(こ)だもん」

			　ルシエが綺(き)麗(れい)な笑顔を見せる。そして、俺の手を握ってきた。

			「シリルの作戦で、残りの三割が埋められないなら、エルシエにいる私たちが頑張って、残りの三割を埋めるよ。シリルが考えているより、ずっと、ずっと活躍する。そしたら、三割ぐらいなんとかなるでしょ？」

			　ずいぶんと心強い言葉だ。

			　俺は嬉しくなってルシエの肩を抱く。

			「ありがとう。そっか、そうだよな。頑張っているのは俺だけじゃないんだ」

			　憑物が落ちた気がする。

			　これからはもっと、エルシエの皆を信じよう。きっと、俺の期待に応えてくれるはずだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二人で監視を続けていると、紙飛行機がひらひらと飛んできた。

			　あきらかに風の魔術で操作された不自然な動き。

			　間違いなくアシュノのしわざだ。

			　危険はないので、静観する。ぽとりと俺の足元に紙飛行機が落ちた。俺が紙飛行機を拾い上げると、そこには文字が書かれていた。まっすぐに紙を伸ばして、中身を読む。

			『今から会いたい。野営地から離れた森で二人きりで話そう』と書いてあった。

			　彼女の性格を考えるに、おそらく罠(わな)であることはない。

			　本当に何かしら伝えたいことがあるのだろう。

			「ルシエ、しばらく一人で監視を続けてくれ」

			「どこに行くつもり？」

			「ちょっと、散歩だよ。危ないことはしないから」

			「……本当に？　一人で危ないことをしたら駄目だからね」

			「約束するよ」

			　俺はそう言って外壁から飛び降り、森のほうに走りだした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　指定された森に行くと、アシュノがいた。

			　見た目だけなら、普通の少女だ。金髪に、ハイ・エルフの特徴である翡翠眼といった特徴はあるが、エルフというより人間に近い容姿だ。

			　美しい見た目をしているだけに、血の滲(にじ)んだぐるぐる巻きの包帯が痛々しい。

			「急に呼び出して、ごめんなさい」

			「いきなり謝罪してくるとは思わなかった。呼び出した理由はいったいなんだ？」

			　俺が問いかけると、アシュノは真剣な表情になり、まっすぐ俺の瞳を見つめる。

			「今すぐ、降伏して。じゃないと大変なことになる。ヴォルデック公爵は正気じゃない」

			　ひどく慌てた様子でアシュノはそう言った。

			「……ヴォルデック公爵が狂ったからといって何ができるんだ。俺はヴォルデック公爵よりもアシュノが怖いよ」

			　たとえヴォルデック公爵がその気になったとしても帝国兵の数を増やす、死ぬまで戦わせるぐらいのことしかできない。

			　その程度のことはもとより織り込み済みだ。

			「彼、もしこの戦いに負けると思ったら、エルナの封印を解こうとするわ」

			「まさか、そんなはずはないだろう!?　封印が解き放たれたら帝国だって無事じゃ済まない」

			　かつて、この世界には魔物が溢れていた。

			　その元凶であるエルナを、大魔導師シュジナが封印したことで仮初の平和が守られているにすぎない。

			　もし、封印が解かれれば、世界が滅びかねない。

			「あの人は本気よ。今も、この近くにある封印の一つに人を張り付けているわ。本当におかしくなってるのよ。そんなことをすれば帝国だって無事では済まない。いえ、世界そのものの危機よ」

			「アシュノが止めることはできないのか？」

			「できるかもしれないし、できないかもしれない。あの人が本気になれば、封印の全箇所を壊すぐらいはできる」

			　俺は絶句する。

			　封印は八箇所にある。数百年の年月が経過し、どこもガタが来ている。

			　どれか一つでも壊れてしまえば完全に瓦解する。アシュノ一人で守り切るのは不可能だろう。

			「だから、降参して。取り返しがつかなくなる前に。わたしは父さんの守ったこの世界を壊したくない。最大限の便宜をはかってもいい」

			　彼女の言い分はもっともだ。

			　だが、それでも……

			「その提案は聞けない。俺は勝つよ」

			「封印が解かれたら、どうするつもり？」

			「その場合も手は……ある」

			　俺の中にある、シュジナの力を引き出せれば再封印が可能かもしれない。

			　そして、もう一つの解決法。壊す命令を出す前に速やかにヴォルデック公爵を殺す。その方法を考える。

			「……あなたの考えはわかった。なら、正攻法で勝たせてもらう。ここから先、あなたは守るべきもの、エルシエとその民を背負っての戦いになる。今までみたいな奇襲ができるとは思わないことね」

			「そのつもりだ」

			　もとより、決戦はこの場になると読んでいた。

			　だからこそ、準備は怠(おこた)っていない。

			　アシュノが、話が終わったとばかりに去っていく。

			　俺は、アシュノに勝つだけではなく、封印のことを含めた戦いについて考え始めた。

		

	
		
			　

			第20話　防衛戦

			　

			「全員、所定の位置につけ!!」

			　朝早くから帝国の襲(しゆう)撃(げき)が始まった。

			　監視のために各方面へと配置していたエルフたちが見張り台の鐘(かね)を叩き、けたたましい音を鳴らし、エルシエの民を叩き起こす。

			　エルフも火狐も、おのおのが決められた配置へと急いで駆けつけていく。

			　帝国は兵力を集中させるのではなく、分散させ全方位から同時攻撃を仕掛けるつもりのようだ。

			　エルシエの防衛は外壁に登って行われる。外壁の内側にはきちんと足場を用意してある。さらに、有線の通信機が取り付けられているので、全方面への連絡が可能だ。……とは言っても、取り付けた通信機は、原理は糸電話と同じ程度の原始的なものだ。

			　俺はもっとも攻撃が苛(か)烈(れつ)な南方面に陣取りながら、各方面に指示を出す。

			　残りの、東、西、北方面にはそれぞれ指揮者を置き、俺の通信機での指示に従い、その方面の民たちに指示を出している。

			　帝国がクロスボウの射程である一五〇メートルほどまで近づいたころ、ようやくエルシエ側も迎撃準備が整った。

			「全員、十分に惹(ひ)きつけて撃て。俺が許可するまで手榴弾の使用は禁止。矢での攻撃に専念しろ！」

			　俺の命令に従い、各方面のエルフたちが、外壁に迫ってくる帝国兵たちをクロスボウで狙(そ)撃(げき)する。

			　今は全員風の魔術を使用している。

			　アシュノがマナの支配を奪えるのは、自身から三〇〇メートル程度の範囲まで。全方面には対処できない。なので、必要以上に控える意味がない。

			　念のため、今回の戦いでは、手榴弾及びクラスター爆弾の使用は俺が許可を出すまで禁止にした。

			　もし、アシュノが飛び出してきてクラスター爆弾や手榴弾を風で撥ね返し、壁の中で爆発するようなことになれば、洒落にならない被害がでてしまうからだ。

			　風の魔術への干(かん)渉(しよう)が確認できれば、即座に通信機を使って俺に連絡をするように全方面へ指示を出している。その時点でアシュノがそこに居ることがわかる。

			　そうなれば俺が駆けつける。彼女を止められるとしたら俺だけだ。

			　……そして俺がアシュノと戦っている間だけは手榴弾の使用が解禁されることになっている。そうなれば全力で手榴弾などを用いた殲(せん)滅(めつ)戦を行う。

			「さあ、みんな気合をいれていくぞ！」

			「「「おう」」」

			　エルシエに押し寄せてくる帝国兵の先頭集団が爆風に吹き飛ばされ、悲鳴をあげる。地雷を踏み抜いたのだ。

			　外壁から少し離れたところを中心に無数の地雷が埋まっている。

			　突進を躊(ちゆう)躇(ちよ)してくれればありがたいが、残念なことに被害を出しながらも、帝国兵たちは進軍してくる。

			　まったく、大した度胸だ。だが、その蛮勇ゆえに無数の被害が出ている。

			「撃て、撃ちまくれ」

			　高所からの狙(そ)撃(げき)というのは、圧倒的に優位だ。

			　ましてや、今回の外壁はクロスボウの射線に穴をあけてあるので、壁の後ろから射撃できる。　さらに、風のマナを使用して吹き下ろしの風を吹かせているので、壁まで敵の攻撃がとどかず、壁の外からの攻撃はほとんど意味を成さない。

			「シリル様、次の弓です」

			「ありがとう」

			　俺は、エルフの男の子からクロスボウを受け取る。

			　今回は総力戦だ。

			　筋力不足でクロスボウを引けない子供たちでも矢がセットできるようにするための手回し式の補助具を配布し、予備のクロスボウにひたすら矢をセットする仕事をしてもらっている。

			　他にも伝令や、食事の準備、様々に仕事を割り振った。

			　そうすることで、誰もが戦いに協力できるようにした。

			　人数の少ないエルシエでは、民全員の力を借りなければ、あっという間に押し潰される。

			　矢を引く時間が節約できるエルフたちは次々にクロスボウを放っていく。

			　地雷で数を減らし、さらに浴びせるように矢を放つことで、一方的にダメージを与えることができている。

			　……だが、それでも数の差がありすぎる。次第に帝国兵に距離を詰められてしまっていた。

			　帝国兵が数十人で、先端が尖(とが)った巨大な丸太を載せた台車を押しながら突っ込んできた。

			　破城槌だ。エルフたちは優先して台車を押す兵士たちを狙うが、努力も虚しく。破城槌がエルシエの外壁に突き刺さる。

			　しかし……

			「大砲を想定して作った外壁だ。これぐらいじゃびくともしない」

			　壁に突っ込んだ破城槌のほうが逆に砕けた。

			　エルシエの外壁は、４メートルほどと高さは控えめだが、厚さが10メートルあるうえに、火狐たちの力で焼き固めてある。

			　この程度の攻撃ではびくともしない。

			　門の部分は若(じやつ)干(かん)強度が劣(おと)るが、巨大な鉄板の中央にショックを吸収する柔らかい粘土の層を持つ頑強な造りなので、まず貫(つらぬ)けないだろう。

			　俺のいる南方面以外にも各所から報告があがる。どこも同じような攻め方をされているが、問題なく防げているらしい。

			　丸太での外壁の破壊を諦めた帝国兵たちは、今度は巨大な木製のハシゴを持って突撃してくる。

			　確かに、４メートルほどの外壁であれば、ハシゴさえあれば簡単によじ登れるだろう。

			「そろそろ出番だ。いいな」

			「シリルくん、火狐一同、準備はできていますよ」

			　装填役に交じって矢をセットしていたクウをはじめとする火狐たちが声をあげる。

			　彼女たちの役割は三つ。一つ目はエルフの射撃の回転数をあげるために矢をセットし続けること。

			　二つ目は切り札の起動。これはまだ早い。

			　そして三つ目は張り付く敵の排除だ。

			「【狐火】!!」

			　火狐が数人がかりで炎の魔術を起動する。

			　火狐たちは対象が射程内であれば、目視さえできれば、魔術を起動できる。クロスボウの射線を確保するための穴から帝国兵を覗き込み、壁に隠れたまま魔術を起動させたのだ。

			　ハシゴが勢いよく燃え始め、登り始めていた帝国兵たちが落下していく。

			　近距離の的に対処するには火狐の力のほうがてっとり早い。

			　風でハシゴを倒す手段もあるが、数人がかりで押さえられると質量をもたない風だとこちらの消(しよう)耗(もう)も大きいし、何よりも燃やしてしまえば、再利用を防ぐことができる。

			　

			　そして、戦場が膠(こう)着(ちやく)し始めた。

			　いや、正しくはじりじりと押されてきてしまっていた。

			　向こうの物量に耐え切れなくなってきているのだ。矢を放つエルフたちにも、壁に張り付いた敵を燃やす火狐たちにも疲れが見え始める。

			　矢の残量にだって限りはある。

			「全員、今は耐えろ。切り札はまだ使うな！」

			　俺は通信機で、全方面に指示を出す。

			　一つ、この状況を覆(くつがえ)すものを用意している。今すぐ使いたい誘惑に必死に耐える。

			　もっと、致命的なタイミングで使わないといけない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　時間が過ぎていく。開戦から三時間は経っただろう。

			　皆の集中力が落ちてきていた。

			　エルシエ側に限界が見えてくる。

			　矢を放つエルフの命中精度は落ち、火狐たちも炎の魔術を放つときに脂(あぶら)汗(あせ)を浮かべている。矢を装填し続けていた非力なものたちも手が震え、必死に頑張ってくれているが、明らかにペースダウンしている。

			　だが、帝国の勢いは止む気配がない。

			　外壁にいくつものハシゴが立てかけられ、火狐たちの処理が追いつかなくなった。

			　あと少しで攻略できると、帝国兵が勢いづき、どんどんと兵力を投入してくる。この瞬間、今日もっとも外壁周辺に帝国兵が多くなった。

			　絶体絶命。だが、チャンスでもある。

			　……俺たちは、このときを待っていた！

			「切り札を使う、担当者は準備を急げ！」

			「北方面いつでもいいの。ユキノ、がんばる」

			「東方面も、大丈夫。クロたち、いつでもいけるのー」

			「シリル兄様。西方面も準備できています。いつでもどうぞ」

			　全方面に切り札の使用許可をだす。

			　各方面の火狐をまとめる、ユキノ、クロネ、ケミンから返事がきた。

			　俺のいる南方面も、クウをはじめとした火狐たちが、せわしなく動き始める。

			　火狐たちが外壁からおりて地面に手をあてる。

			　さあ、これで準備は整った。

			「カウントダウンを開始する。俺の合図で一斉に例の魔術を使用しろ。……３、２、１。起動!!」

			　俺が号令を出すと、地響きが聞こえ始めた。

			　そう、予め外壁の周囲三メートルから一〇メートルをかなりの深さまで掘っておき、地表を固めていた。

			　一〇メートルの厚さを誇(ほこ)る外壁を高く積み上げるのは難しい。

			　なら逆転の発想で周囲のほうを掘ってしまえば高い壁を作るのと同じ効果が生まれる。

			　幸い、火狐たちは火の魔術の次に土魔術が得意だ。短期間のうちにこれだけ大規模な穴を掘ることができた。

			　そして、その穴を見て考えた。

			　これは防御力をあげるだけではなく、罠(わな)として使用できるのではないかと。

			　そのために、穴の上に土を盛り。しっかりと焼き固めて、火狐総出で土魔術を使わないと崩れないほどの強度をもたせた。

			　そして、もっとも致命的なタイミングで、帝国兵に最大限のダメージを与える。

			　生半可な負荷で壊れてしまっては困る。

			　そしてついに、地面が割れた。

			　帝国兵たちが次々と地中に吸い込まれていく。

			「シリル、大成功だね」

			　俺の隣で矢を放っていたルシエが、安(あん)堵(ど)の息をもらしながら言った。

			　俺は微笑(ほほえ)み返す。

			「そうだな。作戦ははまった」

			「これだけ、ひどい状態になれば、帝国の人も引き揚げてくれるかな？」

			　ルシエの言うとおり、壁に張り付いてた兵士たちはハシゴごと落とし穴に落ちていき、多数のものは即死。生き残ったものも重傷を負っている。

			　さらに、落とし穴に落ちなかった者も、中の惨状に加え、あと少しで攻略できると思っていたのに、振り出しに戻ったどころか、難易度があがって呆然とする。

			　おそらく、これで今日は引き揚げてくれるだろう。

			　兵士たちの士気が壊(かい)滅(めつ)的なうえに、まだ生きている兵士たちの救助が必要だ。

			　気になるとすれば、まったくアシュノの動きがないこと。

			　何か良からぬことを考えていなければいいが……

			「帝国の人たち、撤退していくね」

			「そうだな……各員、各々に狙(そ)撃(げき)。必中距離の外にいる敵は放置しろ！　深追いはするな！　矢の数にも限りがある」

			　そして、逃げる兵たちを追い打ちしながら、今日の戦いは終わった。

			　俺は長い息を吐いた。

			「全方面、見張りの兵を除いて撤収して体を休めろ。予定通り、六時間を目安に交代だ」

			　長い初日が終わった。

			　籠(ろう)城(じよう)戦はまだ始まったばかりだ。

			　明日以降は、こちらの守り方を学習した帝国は、数と勢いに任せた力押しはしてこないはずだ。何かしらの搦(から)め手で来るだろう。まだまだ気が抜けない。

			　そして何より、まったく姿を見せないアシュノの存在が不気味で仕方がなかった。

		

	
		
			　

			第21話　一騎打ち

			　

			　籠(ろう)城(じよう)戦を開始して一週間が経った。

			　攻めてくる帝国兵に疲労が色濃く出ているが、エルシエ側も似たようなものだ。いや、それ以上にまずい。人数が絶対的に少なすぎる。

			　さらに悪いことに、帝国兵は矢を雨のように浴びながらも、この一週間で、俺たちが掘った穴を完全に埋めてしまった。途中なんて死体を片っ端から穴に捨てていた。

			　奴らが戦い方を変えたのも痛い、初日のように力押しで来ることはなく、帝国の攻撃は散発的なものや、少人数での侵入を試みるという消極的なものが多くなってきている。それが、エルシエ側の疲労を増すことになった。

			　交代要員が多いので、帝国側は昼夜を問わずに攻めることができるのだが、人数の少ないエルシエではそうもいかない。

			　……何度か、リスク度外視でクラスター爆弾を使わされるところまで追い込まれた。アシュノに弾き返されるリスクを背負ってでも使わないとまずい状況にまで追い込まれた。

			「今度は投石器か」

			　帝国兵がバネ式の巨大な投石器でこちらを狙っていた。

			　放物線での攻撃で、壁を越えて直接エルシエの中を攻撃しようとしているのだろう。

			　見た目は巨大な弓のようなもので、バネの力で巨大な石を飛ばす。

			　ただ、射程は一〇〇メートルほど。

			　台車に載せて、帝国兵がそれを押すことで距離を詰めようと走ってくるが、エルフの一人が投石器の台車のタイヤを狙(そ)撃(げき)したことにより、投石器が派手に横転し、それを押していた帝国兵が下敷きになる。

			「まったく、考えなしすぎる」

			　だが、奇妙だ。投石器という発想自体は悪くない。堅牢だが高さがないエルシエの外壁を破るために、放物線を描き、壁を乗り越える攻撃は非常に理にかなっている。

			　もし、アシュノが投石器の護衛についていれば、一定のダメージを与えることは成功しただろう。

			　アシュノがいれば、こちらの矢は届かない。あの質量の投石が一度放たれてしまえば、風の魔術を使わずに俺たちが矢で撃ち落とすなんて不可能だ。

			　今回だけではなく帝国兵とアシュノが連動すれば効果的な手なんていくらでも打てるはずだ。だというのに、この一週間まったくアシュノが姿を見せずに、思いつきのような作戦を繰り出しては失敗している。

			　この前なんて、帝国兵が穴を掘って地下から攻めてこようとしたが、大地の揺れで俺たちに気づかれ、火狐の土魔術で生き埋めにした。しかし、それこそアシュノなら、単独でそれを成功させられたのに。

			　アシュノが出てこないおかげで楽はできているが、それでも状況は悪い。

			「もし、この状況をひっくり返そうとするなら手は二つか」

			　一つ目は落とし穴とは別に用意した切り札を使う。

			　……これは正真正銘、本当の切り札。まだ温存したい。

			　二つ目は俺がアシュノを見つけだし、こちらから攻めて倒す。

			　アシュノさえ倒せば、手榴弾やクラスター爆弾をフルに使える。

			　そうなれば、一気に戦況は逆転できる。

			「ねえ、シリル。あの子が来たよ」

			　一緒に見張りをしていたルシエが声をあげる。

			「考えごとをしていれば、本人が来たか」

			　アシュノが俺のいる南方面の外壁にまっすぐ歩いてきた。

			　誰も引き連れずに単独での無(む)謀(ぼう)な襲(しゆう)撃(げき)。

			　エルフたちが狙(そ)撃(げき)する。

			　しかし、矢がアシュノを避けるように不自然に曲がる。

			　エルフたちが驚愕する。

			　それも仕方ない。【風除け】の魔術を使って、風の影響を受けないはずの矢が曲がるということが信じられないのだろう。

			「みんな、矢を撃つな！　撃つだけ無駄だ。あいつにマナを使った魔術は通用しない」

			　俺が叫ぶと、ピタリと射撃が止む。

			　アシュノの歩みは止まらない。

			　残り２００メートル。そこでアシュノが立ち止まる。

			「エルシエの長、降りてきなさい。もし、あなたが来ないなら、わたしは今からまっすぐ、走って土魔術でその外壁を叩き潰す」

			　風の魔術を使っているのだろう。アシュノの声はあたり一面に響き渡る。

			　エルシエのエルフも、火狐もぎょっとした顔で俺のほうを見る。

			　まったく、言うことが派手だ。だが、実際にアシュノにはそれができるのだから恐ろしい。

			　アシュノは言葉のとおり、走りだした。

			「行ってくる、ルシエ」

			　俺はルシエにそう言って、立ち上がった。

			　手には手甲と、高振動カッター。そして服も今回の戦い方に合わせたものに替えている。

			　さらに、俺の魔力を固めた魔石。今できる最大限の装備だ。

			「駄目、シリル。あの人、化け物なんでしょ!?　全属性のマナを完全支配するって。あの人の前だったら、シリルは風の魔術を使えないんだよね？　風が使えないエルフなんてただの人だよ。駄目。行かないで。みんなで戦おう」

			　ルシエが俺の袖(そで)を掴(つか)み、懇(こん)願(がん)してくる。

			　俺はゆっくりと首を振る。

			「……アシュノの言葉を聞いただろう。俺が行かないといけない」

			　ルシエは息を呑む。そして、俺ではなくアシュノのほうを見てクロスボウを放つ。

			　当然のように風で弾かれる。

			「みんなも射って、あの人を倒さないとシリルが行っちゃう。負けちゃうよ。そんなのやだ。だから、倒さないと！」

			　他のエルフたちも再度次々と矢を放つ。

			　火狐たちも必死に、エルフたちに矢を装填したクロスボウを渡す。

			　俺を死地に行かせまいと、みんなが必死になる。

			　だが、アシュノは意に介さず、走り続ける。

			　俺は、クロスボウを撃ち続けるルシエの頭にぽんっと手を置いた。

			「大丈夫だよ、ルシエ。俺は勝つから心配するな」

			「でも、エルフが風魔術を使えなくて、しかも全属性を使う人が相手で、そんなの勝てるわけ……」

			　ルシエの目には涙が浮かんでいた。

			　だから、俺は微笑(ほほえ)んでいたずら小僧のような表情を浮かべた。

			「ルシエ、俺はいつも言ってるだろう？」

			「「俺はできることしか言わない」」

			　俺の決め台詞にルシエの声が重なった。

			　ルシエは目に涙を浮かべたまま微笑(ほほえ)んでみせた。

			「まったく、決め台詞が台無しだ。ルシエにはかなわないよ」

			「私はシリルのお嫁さんだからね。……うん、そうだったね。シリルが勝つって言ったなら信じるよ。信じてエルシエを守る。だから、あの人に勝って」

			　俺は頷(うなず)く。そして全身に力を入れた。

			「もちろんだ。勝ってくるよ、ルシエ」

			　ルシエに口づけをして、俺は外壁から飛び降りた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外壁から俺が飛び降りたことでアシュノの足が止まる。

			「シリル、あなたはずいぶんと愛されているんだね。戦ってわかったよ。ここはいい国だ。民の一人ひとりが必死になって、愛する国を守ろうとしている」

			「俺が作り上げた……いや、みんなで作り上げてきた宝物だ」

			「そっか、宝物か。……悪いけど、その宝物も今日で終わりだよ」

			　アシュノの魔力が高まる。

			　彼女は戦闘態勢をとった。

			　さて、右腕を使えないとはいえ、俺はこの化け物相手にどこまでやれるだろうか。

			「一つ聞いていいか？　どうして一週間もの間、前に出てこなかった。アシュノが前に来ていれば、もっとやりようがあっただろう」

			「わたしの力でゴリ押しして勝っても、それはあなたに戦争で勝ったことにならない。できれば、帝国兵の力だけで勝ちたかった」

			「別にまだ諦めるには早いと思うけど。そっちのほうが今は多少、優勢だ。このまま続ければ押しきれたんじゃないかな」

			「そうかもね。でも、あなたも奥の手をもってるでしょ？　それでこちらに押し切る力がなくなれば、ひどい泥試合になる」

			「さあ、どうかな。そんな都合のいいものがあればいいんだけど」

			　俺は苦笑する。切り札の存在がばれていたか。

			「それにね、ヴォルデックがもう限界よ。今にも封印を壊しそうな勢い」

			　ヴォルデック公爵がしびれを切らしているのは悪いニュースだ。これはこれで、なんとかしないといけない。

			「アシュノは封印を守るために、それ以外は諦めたんだ」

			「うん。だから悪いけど、わたしの力でねじ伏せさせてもらうよ。そうすれば、封印を解かれることだけはない」

			　ずいぶんとひどい話だ。

			「封印を守るもっと簡単な方法があるよ。アシュノがヴォルデックの首をとればいい。そしたら、戦いは終わって封印が守られる」

			「やだよそんなの。そしたらあなたとの賭(か)けに負けて父さんに会えなくなる。わたしはね、わたしの力であなたごとエルシエをなぎ倒す。そしたら、封印は守れるし、父さんと会える。だから邪魔をしないで……それとも、あなたが降参して父さんに体を明け渡してくれる？」

			「冗談」

			「やっぱり、そう言うと思った。わたしだって同じ。なら、ここから先は拳で語ろう」

			　これ以上の言葉を重ねることに意味はない。

			　だから、あとは戦いで決着をつけるだけだ。

			　……この戦いでは【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使えない。

			　万が一、ヴォルデックが封印を解いたとき、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】がなければ再封印ができない。

			　そもそも、俺の力でアシュノに勝たないと意味がないのだ。

			　魔石から魔力を取り込み、体に循環させながらアシュノを睨(にら)みつけた。

		

	
		
			　

			第22話　決着

			　

			　アシュノと対峙する。

			　帝国兵も、エルシエの民も眺めるだけで俺たちの戦いに手を出すつもりはないようだ。

			　俺は先手を打つ。

			　対アシュノ用に開発した手甲を前に向け、【雷撃】の魔術を使用した。

			【雷撃】は勇者の魂(たましい)を喰らったときに手に入れた魔力を電気や磁場に変換する魔術だ。

			　大気中のマナの力を借りる精霊魔術と違い、ごっそり体内魔力(オド)をもっていかれる。

			　クイーロの力で作った自らの魔力の結晶である魔石から魔力を抽出することで補う。身に着けている魔石は全部で五つ。それが俺の命綱だ。

			　手甲から、音速を超える速度で短い矢が飛び出る。

			　この手甲には仕掛けがしてあり、電気を注ぐことで矢を放つコイルガンとなる。

			　初手からの音速を超える不意打ち。

			　アシュノとの距離は二〇メートル程度。

			　到達時間は人の反射神経の限界速度、０・１秒以下、普通の相手であれば問題なく決まる。

			「やっぱり、初手から来るよね。そういうところは父さんに似ているかな」

			　音速の矢が逸らされる。

			　アシュノを取り巻くすさまじい密度の風の防壁が、矢を弾き飛ばしたのだ。彼女を中心に風のマナが台風のように渦巻いている。

			　アシュノの対応には二つの驚きがある。

			　一つは彼女の力の強さだ。たかが風にいったいどれほどの力を込めれば音速を超えるコイルガンを防げるというのか。

			　そして、もうひとつの驚きは俺の初手を読んでいたこと。俺の動きを見てからの反応では確実に間に合わないタイミングだった。

			「あなたに驚いている時間はないよ。次はわたしの番だ」

			　土のマナの動きを感じて後ろに飛ぶ。エルフである俺に、風と水以外のマナは扱えなくても視ることはできる。

			　足元から、土の槍が生えてきた。もし突っ立っていれば串刺しになっていただろう。

			「しつこい！」

			　俺は叫び、空中で身体をひねる。

			　着地点を狙っての土魔術での追撃が来たのだ。それを避けても次々に槍が生えてくる。必死に【身体能力強化】で底上げした運動能力で転がりながら避け続ける。

			「頑張って避けるね。これならどう？」

			　俺の両側と後ろに、高くそびえる壁を呼びだされた。

			　まず、逃げ場をなくすつもりだろう。

			「この程度で死なないでね？」

			　アシュノはまっすぐに手をのばす。

			　その手のひらには、風と火のマナ。

			「ちっ」

			　俺は舌打ちをする。

			　逃げ場を塞(ふさ)いだ状態で、風で増幅された火の魔術が襲いかかってくる。

			　さながら炎の嵐のようだ。

			　エルフと火狐の協力技を、アシュノは一人で成し遂げる。

			　アシュノの魔術が放たれると同時に、コイルガンを放つ。コイルガンなら、アシュノの魔術が届くよりもはやく、致(ち)命(めい)傷(しよう)を与えることができる。

			　しかし、やはりまたしても風の防壁に阻(はば)まれた。大火力の魔術と防御用の魔術は同時に使えない可能性に期待したが、甘くはないようだ。

			「【磁場生成】」

			　前後左右が駄目なら上に逃げる。俺の真下を炎の嵐が通り過ぎていった。

			　俺は靴底にあらかじめ強力な磁石を仕込んでいた。その靴で、生成した磁場を踏み抜き、反発の力で跳ぶことができる。

			【磁場生成】とこの靴があれば、空を足場とする高速立体機動ができるのだ。

			　空を蹴(け)りながらの高速移動。

			　アシュノの頭上からコイルガンを三連射

			　アシュノの風の防壁が彼女を中心に守る台風なら、頭上からの攻撃には無力のはずだ。

			　だが、彼女は当たり前のように反応してステップを踏むだけで回避する。

			　魔術だけでなく、反応速度、危機察知能力も高い。

			　さらに、風のマナがこちらに向かってくる。気圧を操作して俺を押しつぶそうとしているようだ。俺は磁場を蹴(け)り、アシュノの操る風から逃げる。

			　攻撃に一切の容(よう)赦(しや)がない。

			「アシュノ、さっきから全力で殺すつもりで攻撃しているようだが、俺が死んだら、お前の父親に会えなくなるんだぞ」

			「わかってる。でも、あなたならこれぐらい防ぐでしょ。殺すつもりでいかなきゃ殺されるのはわたし。さあ、まだまだいくよ」

			　アシュノがさらなる魔術を起動した。器用なことに、土の弾丸を火の爆発で飛ばしてくる。

			　しかも逃げにくいように散弾にしてだ。

			　磁場を蹴(け)って緊急回避をするが、散弾の一部が腕をかすって血が噴(ふ)き出た。さすがに散弾すべてを回避するのは難しい。

			　俺は、内心で焦りを感じる。

			　能力に穴がない。

			　攻撃力、防御力、速さ、魔術の規模、演算速度。すべてで俺を超えている。

			　なおかつ、マナを利用しての魔術である上に、持久力は俺より上。

			　耐えてもジリ貧になるのは俺のほうだ。

			　魔石が一つ砕けた。マナが使えない分、魔力の消費が激しい。

			　魔石は残り四つ。

			「さて、どうしたものかな」

			　アシュノの多彩な攻撃に耐えながら思念を走らせる。

			　必殺の一撃はある。

			　だが、一回きりの不意打ちにしかならない。

			　もし外してしまえば、勝利の目がなくなってしまう。

			　アシュノの弱点である、包帯が巻かれた右手を狙いたいところだが、その弱点をつけるクロスレンジに入った瞬間に高密度の風に巻き込まれて即死だ。

			「あなた、さっきからなにかを狙ってるね。奥の手でもあるの？」

			「さあ、それはどうだろう」

			　どうやら、奥の手があることまで読まれているらしい。

			　新たにアシュノが発動した範囲の広い炎の壁を飛び越えつつ、魔石一つをまるごと雷撃に変換した雷を叩きつけるが、かつて俺が勇者の雷を防いだように、アシュノは周囲の気圧をあげて、空気を絶縁体のようにして防ぐ。

			　やはり、奥の手にすがるしかないようだ。だが、凝った魔術だけに演算に集中する時間が欲しい。１・３秒。それだけあれば、使えるのに。

			「アシュノ相手に１・３秒か……永遠のようだ」

			　亜音速で飛んでくるアシュノの散弾を躱(かわ)しつつ、舌打ちをする。

			　そこに、矢の弾幕が飛んできた。

			　アシュノの仕業じゃない。帝国兵の放った矢だ。

			　空を埋め尽くす無数の矢。

			　いつもなら風で防ぐが、今はアシュノの支配圏。風の制御を奪われるのが落ちだ。

			　懐から、ナイフを取り出し、直撃コースのものだけを切り払う。

			　だが、すべてを避けきれるわけがなく。

			　急所は避けたものの、数本の矢が体に突き刺さり、血がこぼれ落ちる。

			「ヴォルデック！　なんで、こんな横槍を！」

			　アシュノが怒りの形相を浮かべ叫んだ。

			　アシュノが向いた方向を見ると、ヴォルデック公爵が数百人の部下を引き連れて、血走った目で立っていた。

			「英雄様。今です！　相手は弱っている！　早く、その悪魔を殺してください！　あなた様が簡単に殺せない化け物！　生かしておけるわけがないでしょう!!　早く!!」

			　俺は苦笑する。

			　そういう見方もあるのか。

			　帝国最強であるアシュノが殺せない相手、確かに脅(きよう)威(い)だろう。

			「アシュノ、何を驚いているんだ。これは戦争だ。決闘じゃない。俺は卑(ひ)怯(きよう)だなんて言うつもりはないよ」

			　俺は矢を引き抜きながら告げる。

			「でも、こんなの」

			　アシュノが動揺している。

			　根本的な勘違いだ。ヴォルデック公爵の判断は正しい。

			　だが、今回においては失敗だった。

			　感謝しよう、ヴォルデック。

			　あの矢の効果範囲には、アシュノも入っており、彼女は矢を防ぐために攻撃の手を緩(ゆる)めた。さらに、こうして意識を逸らしてくれた。

			　それは、俺が演算に集中するには十分な時間だ。アシュノと一対一で戦っていた間にはけして確保できなかった１・３秒がようやく手に入った。

			　そして、使いかけの魔石を使い切り、魔術を放つ。魔石は残り二つ。

			「【マイクロ波照射】」

			　マイクロ波を放射し、更にはその強度を増加させ、周囲一帯にマイクロ波加熱を行う魔術。

			　簡単に言えば、相手を電子レンジに放り込む魔術だ。

			　その特殊性ゆえに、演算に１・３秒もの時間を要した。

			　しかし、さすがはアシュノだ。

			　俺の限界まで高まった魔力を感じ取り、土と風の防御魔術を起動した。

			　土壁が盛り上がり、風の防壁の密度があがる。素早い対応だ。

			「だが、今回のはそれじゃ防げない」

			　叩きつけたのは、マイクロ波。ゆえに、土の防壁も風の防壁も役には立たない。

			　防御魔術を起動するためにつきだしたアシュノの手が波打つ。

			　血液が沸(ふつ)騰(とう)寸前にまで煮立つ。

			　アシュノは、体全体に影響が出るまえに、後ろに跳んでいる。

			　マイクロ波は拡散しやすい。距離をとるのが唯一の正解だ。一瞬の判断によって、被害を片手だけで食い止めた。

			　だが、その激痛はアシュノの自由を奪う。

			　着地し、そのあまりの痛みに歯を食いしばり、膝をつく。

			　それを待っていた。

			　もう一つの切り札を確実に当てられるこの瞬間を。

			「【荷電粒子砲】」

			【荷電粒子砲】は演算の負担だけなら、【マイクロ波照射】よりもよほど簡単だ。

			　だが、アシュノ相手ならまず当たらない。

			　そして、大電力を要求することから。必中の状況でしか使えなかった。

			　そして、その時は今。

			　最後に残った魔石二つ。そのすべてを使い、魔術を起動した。

			　重イオンを亜光速まで加速して放つ。今の俺にできる最速・最強の攻撃。

			「させない!!」

			　アシュノは全魔力を込めて、風を集中させる。

			　もっとも得意な風だけに全魔力を込める最高の防御。

			　俺の【荷電粒子砲】とアシュノの風の防壁がぶつかり合う。

			　光と風がぶつかり合い、拮抗する。
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			　俺は奥歯を噛み締め、自らに残った魔力を注ぎこみ【荷電粒子砲】の威力を増す。

			　……そして、ついに押し切った。

			　威力のほとんどを殺されながらも、ついに【荷電粒子砲】は、アシュノを捉(とら)えた。

			　光が止んだとき、そこには何も存在しなかった。ただ、えぐれた地面だけが残る。

			　アシュノは死んだのか？

			　あたりを風の魔術で探索するが、いっさい気配を感じない。

			　今の俺にわかるのは、彼女がもうここにはいないということだけだ。

			「ひぃぃぃぃ、あの伝説の英雄が!?」

			「あの、エルフは英雄様より強いって言うのか！」

			「ばっ、化け物だ！」

			　帝国兵たちが逃げていく。

			　それほどまでにアシュノは帝国兵たちに信仰されていたようだ。

			　もう、一仕事だ。間抜けにも敵の指揮官がここまで前に来てくれている。その油断、その迂闊さ、つかないわけにはいかない。

			　こいつをここで殺せば封印を解かれることもなくなる。

			「【雷撃】！」

			　俺は手甲を突き出し、コイルガンを放つ。

			　アシュノがいない今、全力を振るうことができる。

			【風除け】によって、コイルガンは空気抵抗をうけないため、初速が落ちず、さらに精度の高い狙(そ)撃(げき)が可能になる。

			　逃げようとするヴォルデックの背中に深々と鉄の矢が突き刺さり、貫(かん)通(つう)した。

			　帝国兵たちは、ヴォルデックの死体に目もくれず逃げていく。

			「なぜだ？」

			　嫌な予感がした。

			　たとえ、人徳がなくても貴族なんだ。死体を放置したりはしないはずだ。

			　俺は、帝国兵たちが立ち去ったあと、ヴォルデックの死体を確かめる。

			　遠目にはわからなかったが……これはあの男じゃない。影武者だ。

			『シリル兄様！』

			　頭に直接ユキノの声が聞こえた。

			　俺がプレゼントした魔石付きの首飾りの力だ。

			『ユキノの居る、北方面から見える山！　そこにすごい勢いで、変な動物がいっぱい。まるで伝説に聞く、魔物みたい。数は、十？　百？　すごく、すごくいっぱい出てきて』

			　そうか、この戦況になった時点でヴォルデックは封印を解くつもりだったのだ。

			　アシュノに邪魔させないためにあえて影武者を放っていた。

			　ユキノの声が聞こえなくなった。ペンダントの効果時間が終わったのだ。

			「ユキノ、教えてくれてありがとう」

			　きっちり、必要なときに首飾りを使ってくれたユキノに礼を言う。

			　彼女は、あの首飾りを何よりも大事にしていたはずだ。それなのに、きちんと使ってくれた。

			　これだけ早く、異変を知れたのは大きい。

			　ユキノがくれた、数分の時間、無駄にはしない。

			　本当に封印が解かれたというなら、数百年分のエルナが一気に吹き出し、とんでもない量の魔物がいっきに溢れたはずだ。

			　エルシエを滅ぼすどころか、世界が滅びるほどの脅(きよう)威(い)。それを止められるとしたら、俺しかいない。

			「シリル、怪(け)我(が)、大丈夫!?」

			「シリルくん。手当てします」

			　俺を心配して、外壁を乗り越え、ルシエとクウがこっちに駆け寄ってきた。

			　よりによって、このタイミングでか。

			「……ルシエ、クウ」

			　俺は彼女たちに微笑(ほほえ)みかける。

			「二人にずっと隠していたことがあった」

			　ずっと、俺は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を隠していた。

			　二人にだけは化け物だって思われたくなかった。

			　だが、もう隠せる状況じゃない。

			「俺は化け物なんだ。俺は前世の力を借りることができる。エルシエの成功はね、俺の力じゃなくて、前世の力で成し遂げてきた。ズルしてたんだ、今まで」

			　俺の言葉を真剣な表情でルシエとクウが聞く。

			　そして、ルシエが口を開く。

			「なにかを隠しているってずっと思ってたけど、そんなことだったんだ」

			「そうですね。もっと、すごいことだと思っていました」

			　ルシエとクウは微笑(ほほえ)む。

			「どんな力をもっていても、それをどう使うのか決めるのはシリルだよ」

			「そうですよ。ズルだってシリルくんは言ったけど、そんな力があるのに、みんなを幸せにするために使ったシリルくんのことを、私は誇(ほこ)りに思います」

			　胸に熱い何かがこみ上げてくる。

			「二人とも、俺は今から化け物になるよ。もし、俺が怖くなったら言ってくれ。そのことを責めたりはしない」

			　そう言うと、二人は頬を膨(ふく)らました。

			「シリル、そんなことで私がシリルを嫌いになると思うなんて、ひどいよ！」

			「はい。嫌いになるなんてありえません。そんなふうにシリルくんに思われているなんて、悲しくなっちゃいます」

			　安心した。

			　俺は、この二人と結婚してよかった。

			「そうか、ありがとう。なら、行ってくるよ」

			　魔力を集中する。今まで禁じ手としていた、純粋な戦力では最高の力をもつ俺を選ぶ。

			『まさか、【世界を滅ぼした破(は)滅(めつ)の銀龍】を使うつもりか』

			「久しぶりだな【俺】、そうだよ。湧きでた魔物を倒すのが最優先だ」

			『今の【俺】には、あいつはまだ荷が重い。あれを喚(よ)んだら、倒れるぞ』

			　わかっている。あれを喚(よ)んでいられる時間はせいぜい数秒だ。

			　そして、そのあと数か月は魔術を使えなくなるほどのダメージを受けるだろう。

			「わかっている。承知の上だ」

			『読みがあまいな。数秒であれはどうにもならんよ。それに、魔物を掃除したあとに大きな仕事がある。仕方ない。俺がサポートする。それで多少はマシになるだろう』

			「ありがとう、【俺】。いや、シュジナ。アシュノのことは怒らないのか」

			『あれは、俺の娘だ。あれぐらいじゃ死なんよ』

			「……そうか。なら、行こう！」

			　俺は、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】の魔術を組み上げる。シュジナのサポートを受け、いつもよりもスムーズに力強い、魔術構築。

			「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」

			　自らの内側に強く語りかけるように詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			「我が望むは、世界を滅ぼした暴食の銀龍、その名は……」

			　かつての名。懐かしい名前を朗々と読みあげる。

			「ファルヴニール！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」

			　体が光に包まれる。

			　固有魔術である【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が起動する。

			　光が収まった俺の体は、金属のような光沢を放つ、銀の鱗に包まれた全長五〇メートルを超える西洋の龍となる。

			　そして、羽ばたく。

			　吹き荒れる風が、ルシエとクウの髪を揺らす。

			　巨体が空に躍り出た。

			　この高さなら、帝国兵もエルシエの民たちも視界に入る。

			　帝国兵たちも、エルシエの民も、巨大な銀龍を見て恐れをいだく。

			　ルシエとクウは、まっすぐに俺を見つめ、精一杯何かを叫んだ。

			　ここからじゃ音は聞こえないが、こんな姿の俺に頑張れと言ってくれた気がした。

			　俺は、ユキノが教えてくれた北方面へと飛ぶ。

			　さあ、行こう。俺の大事なものを守るために。

		

	
		
			　

			第23話　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】

			　

			　俺は銀龍の姿で空を舞う。

			　目指すは、北方面の山。ユキノの話では、もう魔物が湧き始めている。

			『【俺】がサポートしていると言っても、そう長くはもたない。全力で決めろ』

			　わかっている。

			　この姿では声が出せないため、思念で答える。

			【俺】のサポートで魔術回路への負担は抑えられており、魂(たましい)へのダメージも最小限となった。……これなら、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が解けた瞬間、魔術が使用不可に陥るということはないだろう。

			　それでも、【世界を滅ぼした破(は)滅(めつ)の銀龍】を今の俺で喚(よ)ぶのにはかなりの無理がある。二十秒程度が限界だ。

			　山の一点から、数百、数千の魔物が湧き続けている。

			　それは、動物を模していながら、腕が三本あったり、刃物と一体化していたり、不自然に巨大な角があったり、異様な存在ばかりだ。

			　帝国兵と思わしき連中がその魔物に飲み込まれていた。

			　封印を解いた場で襲われたのだろう。同情はしない。

			　山そのものが魔物になったと思えるほどの物量。

			　……想像通り。だからこそ、俺は破(は)滅(めつ)の銀龍を選んだ。

			　しょっぱなから全力でいく。

			「ＧＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ！」

			　放つのは、対国魔術【銀龍の咆哮】。

			　一撃で一国を滅ぼす。禁断の魔術。これに比べれば、【荷電粒子砲】ですら、おもちゃのように感じる。

			　半径２キロのマナすべてを無理やりかき集める。

			　そして、それをすべて喰らい尽くし、圧壊させる。マナがそれを形作る全ての力を吐き出した。

			　光の帯が、封印の中心に叩きつけられ、円状に広がる。

			　効果範囲は、数キロ四方にも及んだ。

			　山一つが消え、平地になった。

			　だが、余波は存在しない。マナの崩壊現象で発生する力は消滅の力となり、光に触れたものすべてを消失させる。

			　この一撃で魔物が千匹以上消し飛んだ。

			　だが、仲間を盾にして生き残った魔物。さらに、【銀龍の咆哮】を射出したあとに湧きでた魔物で、あっという間に総数が百匹を超える。

			　数百年分のエルナだ。そうそう尽きないだろう。

			　もう一発、【銀龍の咆哮】を放とうとしたが、今の一撃で周囲のマナが枯(こ)渇(かつ)して力が集まらない。

			　ならば！

			　俺は羽ばたき、敵の発生地点に急降下する。

			　着地時に、前足で敵を踏み潰す。

			　尻尾(しつぽ)で周囲の敵をなぎ払う。

			　大型の敵が現れれば、喉を噛みきる。

			　俺は次なる魔術を放つ。マナを使わず自らの魔力を使うものだ。名を【鳴神】。

			　雷撃の雨が周囲数百メートルに亘(わた)って、降り注がれる。

			　牙が、尻尾(しつぽ)が、雷撃が、周囲を蹂(じゆう)躙(りん)し尽くす。

			　もう、どれだけの魔物を殺したかわからない。

			　それでも魔物が湧き続ける。それほどまでに封印によって抑えこまれていたエルナの量はすさまじい。

			　そして、俺の限界が来た。

			　もとより、強大な力を持つ銀龍は、魔力の負担も魂(たましい)の負担も、極大だ。

			　あと四秒。この四秒で、少しでも多くの……

			『困るな。これ以上は、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が解けたときに次の【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を起動するための魔力が残らない』

			　全身の力が抜ける。

			　そして、俺は敵の真ん中でシリルの姿に戻った。

			「なっ!?　なんのつもりだ【俺】！　もう、魔力があっても【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】はできないんだぞ！」

			　俺は内なる自分に向かって叫ぶ。

			　たしかに、シュジナのサポートにより効率のいい【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を行っていたおかげで、このタイミングで【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を解除すれば、二度目の【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を起動するだけの魔力は温存できる。

			　だが、銀龍を呼び出した反動で魂(たましい)がボロボロだ。

			　この状態では、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】に耐えられない。

			『もし、魂(たましい)に負荷を与えずに【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を使う方法があるとすれば？』

			　そんな方法が？　俺は驚愕する。

			『魂(たましい)全体で負担を受けるからそうなる。そもそも、魂(たましい)を喰らって力をつけている俺たちだ。外付けした余剰な分の魂(たましい)を片寄せして、それに【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】する人格と魂(たましい)を込めて起動する。負荷を一部だけで受けて壊れたら切り離す。そうすれば、本体の魂(たましい)は傷つかない』

			　その理屈はわかる。だが、それは……

			「そんなことをすれば、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】した俺は……」

			『壊れるさ、完全に。二度とその人格は【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】で呼ぶことができない。なにせ、片寄せして切り離すんだ。当然だろう。呼び出した俺は消えるよ』

			　俺は絶句する。

			『何を気にする。一度は死んでいるのに、俺たちは未練がましくしがみついているだけだ』

			　俺は、奴らの過去を知っている。

			　感情移入してしまっている。

			『それにな、これをするのはおまえの意志だけじゃ駄目だ。魂(たましい)を切り離す以上、体の支配権を【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】した俺に明け渡すんだ。力を貸すのは、納得しておまえに協力する変わり者だけだ。気に病む必要はない』

			「そんな俺が居るのか!?」

			『ああ、数人だけだがな。そいつらはおまえに力を貸して、終わってもいい、そう言っている。さあ、選べ。過去の自分と、今おまえを支えているもの。どちらが大事だ!?　未来のために過去の自分ぐらい切り捨てて見せろ！』

			　俺は奥歯を噛み締め、前を向く。

			　俺は、エルシエを、ルシエを、クウを、ユキノを守りたい。

			「俺のために死んでくれ。過去の俺よ」

			　俺は、俺に声をかけた。

			　自らのうちから、俺じゃない俺の感情が湧き出てくる。

			『わかった。協力しよう。おまえに協力する俺は四人だ』

			「よりにもよって、この四人か。心強い」

			　俺は苦笑する。

			　心強い連中だ。

			　先手として選ぶ俺を決めた。

			「「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」」

			　自らのうちに強く語りかけるように詠(えい)唱(しよう)を開始する。

			　いつもとは違い、詠(えい)唱(しよう)に、呼び出す俺の声が重なる。

			「「我が望むは、闇夜の世界を支配した強欲な王、その名は……」」

			　かつての名。懐かしい名前を朗々と読みあげる。

			「「グラムディール！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」」

			　体が光に包まれる。

			　固有魔術である【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が起動する。

			　光が収まった俺の身体は、漆黒のコートに包まれ、髪も目も黒く染まる。

			　口には長い牙が生える。

			　俺の体がグラムディールのものに変わった。

			　魂(たましい)を切り離しての【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】。ゆえに、俺はグラムディールになったのではなく、グラムディールになった俺の体を遠くから視ているような感覚だ。

			　グラムディールが魔術を起動する。

			「【紅月白夜】」

			　あたりいったいが闇夜に包まれ、血のように紅い月が空に浮かぶ。

			　これはグラムディールの結界。

			　街一つを覆(おお)うほどの規模の結界だ。結界内に居る限りすべての生き物は、常にグラムディールに魂(たましい)と魔力を喰われ続ける。

			　ゆえに、魔物たちが次々と食いつくされ、屍(しかばね)になる。生きている魔物も、どんどん弱っている。

			　逆にグラムディールは、魂(たましい)を補強し、魔力が満ちて指数関数的に強くなっていく。

			　銀龍に【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】をした際に根こそぎ持っていかれた魔力が回復していく。

			「この時代の私……いや、シリルよ。私は君が嫌いだった」

			　結界内で強化された力で、生き残りの魔物の首をはねたグラムディールが語りかけてくる。

			「おまえは甘い。その気になれば、帝国など単身にて武力制圧する力がありながら、共存の道を探そうとした。同(どう)胞(ほう)を殺されておきながらだ。その甘さ、へどが出る」

			　圧倒的な力で敵を蹂(じゆう)躙(りん)するのに、グラムディールの姿には気品があった。

			　生粋の夜の貴族だからだろう。

			「はじめて私を呼んだとき、あえて私は君にアドバイスをしなかった。そのせいで、君は勇者に食われかけたな。あれはわざとだ。君が見ていて不快だったから死んでもらおうと思っていた」

			　グラムディールの呼び出した月はさらに紅い輝きを増す。

			　そして、それに呼応するように、グラムディールの動きも激しさを増していく。

			「……しかしね、私が甘くて嫌った君の周りは常に笑顔が溢れていた。君の甘さがそうさせた。私が諦めた道を進む君を見て、私はその先を見たいと思うようになった」

			　グラムディールの体が一瞬ぶれた。

			　もう限界が近い。

			　グラムディールの人格を乗せ、切り離した魂(たましい)が限界を迎えようとしていた。

			「君は諦めるな。その甘さを抱えたまま、駆け抜けてみせろ。そのための捨て石に私はなろう。さよならだ」

			　そして俺の体はグラムディールのものから、俺自身のものになった。

			　もう、グラムディールの魂(たましい)はかけらも残っていない。

			　俺は、消えていったグラムディールを悼み、涙をながす。復讐に支配され、すべてを破壊に注いだ彼は、俺の一つの可能性だ。

			『悲しむ時間はないぞ』

			　グラムディールのおかげで、かなり数は減ったとはいえ、まだ数百匹以上の魔物が残っている。

			　そして、さらに増え続ける。

			　わかっている。新たな【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】を。

			「「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」」

			　今日、三回目の【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】。

			　また、切り離す魂(たましい)を決め片寄せし、選び、そこに人格を焼き付けた。

			　俺の声に野太い声が重なる。

			「「我が望むは、鋼鉄と灼(しやく)熱(ねつ)の世界で鉄を、そして何より己を鍛(きた)え上げた鍛(か)冶(じ)師(し)、その名は……」」

			　当時、俺が居たのは錬金術が異様に発達した世界だった。

			　そこは常に、炎と煙と鉄に彩(いろど)られていた。

			　その世界の俺は、もっとも金属に精通した種族に生まれ、生(しよう)涯(がい)その腕を磨き続けた。

			　その時の名は……

			「「クイーロ！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」」

			　何度も呼んだクイーロ。

			　筋肉質な大男。手に大槌を持つドワーフの鍛(か)冶(じ)師(し)。

			　だが、今回のクイーロの姿は異様だった。

			　一二本もの剣とともに呼びだされていた。

			「【ゴーレム錬成】」

			　クイーロが魔術を起動すると同時に、三十体ものゴーレムが地中から出てきた。

			「シリル。おまえはわしの力で、小賢しいものしか作らなかったが、わしの本領は、剣よ。これらはわしが作った最高傑作の十二本。グラムディールのおかげで魔力が満ちている。これだけの魔力があれば、わしの装備として再現できる」

			　数体のゴーレムが敵を足止めし、剣をもったゴーレムたちが剣を振りかぶる。

			「至高の剣を求めたわしの技術を使っておいて、お主はクロスボウだの、生活用品だの、農具だの、本音を言うとな。かなり歯がゆかったよ。わしの技術は至高の剣を作るためのものだ。こんなふざけたものを作るためのものではない」

			　クイーロは、ヒゲをなでて不機嫌な顔をしかめた。

			「だが、お主の作ったものは、人を幸せにした。お主の周りには笑顔の人々があつまってくる。それを見て、わしは気付いた。それこそが鍛(か)冶(じ)師(し)の本懐じゃと。思い返せば、わしの周りには、わしを畏怖するものか、憎むものか、剣の魔力に取り憑かれたものしかおらんかった。……お主を見て、羨ましく思えた。だから力を貸すと決めた」

			　にかっと笑う。

			「じゃがのう、至高の剣を目指した自分を否定するつもりは毛頭ない。我が生(しよう)涯(がい)に悔いがあるとすれば、至高の剣に届かなかったこと。知っているか、シリル！　元来、鍛(か)冶(じ)というのはな、祭りとともにあった。そして、戦とは獣(けもの)の祭りよ！　ならば、わしの力で、全力をもって、祭りを盛り上げよう。さあ、わしの一世一代の祭り、魂(たましい)に刻むがいい！」

			　ゴーレムたちが魔剣を振り下ろす。

			　魔剣は火を噴(ふ)き、風を巻き起こし、圧壊させ、次元を切り裂き、無数に分裂にする。

			　魔物たちは蹂(じゆう)躙(りん)され、そこに立っていたのは、クイーロ一人だった。

			「これが魔剣の力よ。わしの生(しよう)涯(がい)をかけて作り上げた力。お主にこれほどの物が作れるか？　小童、尊敬しろ」

			　満足気につぶやくクイーロ。最後に彼らしい男臭い笑みを浮かべた。

			　……そして、クイーロの存在が砕け散った。

			「ありがとう、クイーロ」

			　俺は絞りだすようにつぶやく。

			　周囲に異変があった。

			　今までのように、闇雲に魔物を生み出すわけじゃない。

			　ただ、一匹の魔物にすべてを集中させるようなエルナの動き。

			　銀龍ファルヴニール。吸血鬼グラムディール。鍛(か)冶(じ)師(し)クイーロ。

			　その三人の力で、エルナの大半は消えた。

			　そして、そのことで俺への危険を感じたようだ。

			　エルナが形作るは一匹の竜。

			　それはどこか、銀龍ファルヴニールに似ていた。

			　生半可な力では勝てない。

			「「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」」

			　俺の声に、青年の声が重なる。

			　俺が呼び出すのは、もっとも信頼している俺。

			　クイーロと並び、もっとも使用した俺だ。

			「「我が望むは、虚(きよ)栄(えい)の世界で高潔であり続けた騎士、その名は……」」

			　かつての名。懐かしい名前を朗々と読みあげる。

			「「ディート！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」」

			　光が収まった俺の身体は、鎧(よろい)と兜(かぶと)、そして両手剣が装備された騎士の姿に変わった。

			　初めてディートになったときは、初心者装備の鉄の簡素な鎧(よろい)だった。

			　だが、魔力が満ちている今は違う。

			　魔術文字が刻み込まれたオリハルコンの鎧(よろい)。神竜の牙を削りだした魔剣。

			　レベルは最大の99。一対一に特化した最強の騎士がそこにいた。

			　ディートは剣を構えて、エルナが固まってできた巨大なドラゴンを睨(にら)みつける。

			　ドラゴンが咆哮とともに、火球を吐き出した。

			　ディートは、突進する。そして火球を、切り裂いた。

			「グラムディールとクイーロは、おまえのことが嫌いだと言ったな」

			　ディートは、小さく笑う。

			「実は、俺もおまえが嫌いだ」

			　ドラゴンが尻尾(しつぽ)でディートを薙(な)ぎ払おうとする。

			　ディートは剣を盾にして尻尾(しつぽ)を受け止める。

			　いや、これはただの防御じゃない。ディートは刃を立てる。

			　尻尾(しつぽ)に刃が食い込んだ。

			　刃が食い込んだ尻尾(しつぽ)にディートが闘気を注ぎこむと、尻尾(しつぽ)が風船のように膨(ふく)らみ破裂した。

			「ＧＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ！」

			　ドラゴンが悲鳴をあげる。

			　ディートの剣が光り、魔術文字の螺旋が剣を包む。スピードを上げたまま、ドラゴンの横を通り抜ける。

			　その際に、ドラゴンのアキレス腱を切り裂いた。

			　ドラゴンがバランスを崩す。

			「俺は騎士だ。誰よりも正しい騎士であろうとした。その俺から見ると、おまえの行動はあまりに目にあまる。卑(ひ)劣(れつ)、下(げ)劣(れつ)、卑屈」

			　ディートが必殺技を振るうために、剣に魔力と闘気を注ぎ始めた。

			「……だが、おまえは愛する人を守るために必死だった。そこは認めてやる。俺は騎士道に拘るあまり、くだらないしがらみに縛(しば)られ、最愛の人を守れなかった。失敗して初めて、本当の騎士が守るのは、ルールじゃないと気づいたんだ」

			　ディートが高く飛ぶ。

			　剣に込められた魔力と闘気が解放される。刀身は光をまとい、一〇メートルを超える光の剣となる。

			　上段から振り下ろし、さらに横に払う。

			　十字の斬撃がふかくドラゴンに刻まれ、二つの斬撃が重なりあい強烈な爆発を引き起こす。

			　ドラゴンは跡形もなく消滅する。

			　それと同時に、ディートの固有能力でドラゴンの魂(たましい)と魔力を奪い、吸収する。

			　それにより、失われた魔力が回復した。

			　周囲からエルナの気配が消えた。

			「おまえは、後悔するなよ」

			　そして、ディートも消える。

			　歯をくいしばって、喪失感に耐える。

			　彼らの犠(ぎ)牲(せい)を無駄にはしない。

			　俺は、三人の俺の犠(ぎ)牲(せい)で、一度目のエルナの噴(ふん)出(しゆつ)を食い止めた。

			『安心するのはまだ早い』

			「ああ、わかっている」

			　今のは、溜まったエルナが噴(ふ)き出しただけだ。

			　壊れた封印を放っておけば、すぐにエルナが溜まり魔物を生み出し続ける。

			　それどころか、世界中にある他の封印から出口を見つけたエルナが流れ込んでくる。

			　猶予はない。今すぐにでも再封印が必要だ。

			「【俺】なら、再封印できるか」

			『可能だ』

			「こうなるって、わかっていたんだろう」

			『もちろんだ。だから【俺】は俺に、いつでも再封印できると思い込ませた』

			　そう、俺は今まで再封印は当然、何のリスクもなくできるものだと思っていた。

			【俺】にそう思い込まされていた。

			「いいんだな」

			『覚悟はある。そろそろ、【俺】は終わるべきだ。残った俺は【俺】ほど優しくないから気をつけるんだな』

			　俺は目をとじる。

			　思えば【俺】には、さんざん好き勝手されたな。

			　だが、嫌いじゃない。

			「「解放、我が魂(たましい)。時の彼方(かなた)に置き去りにした軌(き)跡(せき)、今ここに」」

			　俺の声に、壮年の魔術師の声が重なる。

			　自らの内側に強く語りかけるようにして魔術を起動していく。

			「「我が望むは、絶望の世界に光を灯(とも)した狂気の大魔導士、その名は……」」

			　かつての名、懐かしい名前を朗々と読みあげる。

			「「シュジナ！　【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】！」」

			　体が光に包まれる。

			　固有魔術である【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】が起動する。

			　光が収まった俺の身体は、魔術師らしいローブを身につけ、地・火・風・水、四色の魔石が取りつけられた儀礼用の杖を持ち、長い白髪を銀細工の宝石が付いた髪飾りで押さえつけた三十代半ばの人間の姿になった。

			　そう、再封印できるのはシュジナだけ。

			　そして、この現状でシュジナを呼ぶには、魂(たましい)を切り捨てる方法しかない。

			　シュジナは全部わかっていたんだ。

			「一応言っておこう。俺はシリルのことが好きだったよ。おまえは面白いし、いいやつだ。それに少し俺に似ている」

			　まさか、シュジナに褒(ほ)められるとは思っていなかった。

			「これより、再封印を開始する」

			　シュジナがそう言い、杖を構えて魔力を高めた。

			　しかし……

			「父さん！」

			　一人の少女が飛び込んできた。

			　美しい金髪の少女。

			　ハイ・エルフの証(あかし)たる【翡翠眼】をもつ世界で唯一の存在。

			　……やはり生きていたのか。

			「久しぶりだな。アシュノ」

			　アシュノはシュジナに抱きついて涙をながす。
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			「ずっと、会いたかった。父さん」

			「俺もだよ。ずっとアシュノに会いたかった。ずっと心配だった」

			「嘘。逃げまわっていたくせに」

			「アシュノのためだったんだ。親離れできないと困るからね。会っちゃうと、次を期待するだろう。俺はもう死んだのに」

			「でも、こうして戻ってきてくれた」

			「そうだね。こうして抱きしめられたことを神様に感謝したい」

			　シュジナはアシュノの頭を撫(な)でて微笑(ほほえ)む。

			　綺(き)麗(れい)な笑みだった。娘を愛する父親の顔。

			「だけど、もう時間はない。あと三分もしないうちに俺は終わる。転生すらできない。本当の終わり。この前はまた会えるって言えたけど、次はないんだ」

			　そう、シュジナが言った瞬間。アシュノの表情が泣きそうなものになる。

			「父さん、どうにもならないの？」

			「どうにもならない」

			　シュジナは強く断言する。

			　そして、シュジナとアシュノは目を合わせて頷(うなず)いた。

			「父さん、手伝うよ」

			「ありがとう。アシュノ」

			「最後の親孝行。わたし一人じゃ無理だけど。父さんと一緒ならなんでもできる」

			「ああ、俺たち親子でできないことはない」

			　シュジナとアシュノの魔力が高まる。

			　そして紡がれる魔術。

			　美しいと思った。魔術理論の究極。極限の演算速度、至高の構成。

			　俺は、心を奪われた。

			　今の俺では、けして届かない領域。

			　そして、二人の魔術は完成し、エルナの再封印が完了した。

			　シュジナの姿がぶれる。

			　魂(たましい)の消滅の前兆。

			「最後の魔術。一緒にできて楽しかったよ、アシュノ。それにしてもうまくなったな」

			「どう、成長したでしょ？」

			「うん、娘の成長が見られて嬉しい」

			　シュジナの声がかすみ始めた。

			「俺はもう、限界のようだ。アシュノ、二つお願いをしていいか？」

			「父さんの頼みならなんでも」

			「一つ目、今の俺を助けてやってくれないか。まだ、未熟でおもりがいる」

			「うん、わかった」

			「二つ目、幸せになってくれ」

			　シュジナがそう言い終わった瞬間。シュジナは砕けた。

			　俺の姿に戻る。

			「返事ぐらい聞いてからいってよ……」

			　アシュノは俺を見て、涙を流しながら笑って、そう言った。

		

	
		
			　

			第24話　戦いの終わり

			　

			「なっ、なんなんだ、あの化け物は、ひぃぃ、あんなの、おかしい、いったい俺は何と戦っていたんだ!?」

			　薄暗い森のなか、少数の部下を引き連れてヴォルデック公爵が走っていた。

			　もう彼に戦う意志はない。ひたすら逃げることを考えていた。

			　部下に封印を破壊させ、離れた位置からエルシエが魔物に蹂(じゆう)躙(りん)されるところを見ようと思っていたら、突然巨大な龍が現れ山ごと薙(な)ぎ払った。

			　その後も、光や炎が咲き乱れ、一匹残らず魔物が殲(せん)滅(めつ)され、無限に湧き続けるはずの魔物の姿も途絶えている。

			　ヴォルデックは、思考する。間違いない、やつだ。エルフの村の長がやったのだ。

			　悪魔のような男だとは思っていたが、まさか、本物の悪魔だったとは。

			　逃げろ、逃げないと殺される。

			「いったい、どこへ行くの？」

			　ヴォルデックの前に、金色の髪をした美しい少女が立ちふさがる。

			　少女の翡翠色の目が輝く。

			　表面上は穏やかな顔をしているが、その裏にある底知れない怒りをヴォルデックは感じ取っていた。

			「これは、アシュノ様。ご無事でしたか！　はやく逃げましょう。エルシエには化け物がっ……痛ぁぁぁぁい」

			　ヴォルデックが耳を押さえてうずくまる。耳を押さえる手から血があふれだす。

			　アシュノが魔力で固定化した風の刃で耳を切り落としたのだ。

			「ヴォルデック、知っているわよね？　私は封印を守るために生きてきた。それを壊したってことはわたしを敵に回すってことだけど、わかっててやったのかな。忠告はしたんだけどなぁ」

			「ひぃっ、ひぃぃ、ちがっ、違う」

			「わたしも甘かった。本気で封印を壊すとは思っていなかった。……違うわ。あなたはやるかもしれないって思ってた。やっぱり、初めから殺すべきだった」

			「なっ、なにを」

			　ヴォルデックは、立ち上がりもせず、這うようにして必死に逃げる。

			　だが、それはあまりにも遅かった。彼の部下たちもヴォルデックを守ろうとしない。アシュノ相手に、そうすることがどれだけ無駄かをわかっているのだ。

			「この戦争がなくなったら、賭(か)けが成立せずに、父さんを手に入れられなくなるのが嫌だった。勝ちさえすれば封印は解かれないって油断していた。そんなバカな考えで、封印が解かれ、私は父さんを失った」

			　ヴォルデックは涙を流しながら距離を取る。

			　アシュノから膨(ふく)れ上がる殺気で、これから何が起こるのかがわかってしまう。

			「たしゅ、たしゅけて、ゆるして」

			「だから、せめて。わたしの手でしっかりと終わらせないといけない。あなたには死んでもらうわ。半分はやつあたり。ごめんね」

			　不可視の風の刃が、振るわれた。

			　ヴォルデックの首が落とされ、頭が彼の部下の足元まで転がる。

			「ひっ」

			　ヴォルデックの部下が悲鳴をあげる。

			「あなた、ヴォルデックの部下でしょ？　それをもって帰って、ヴォルデックの死を帝国に報告しなさい。それにもう一つ伝言をお願いするわ。わたしはエルシエにつく」

			　アシュノの言葉を聞いて、ヴォルデックの部下の顔が真っ青になる。

			　なにせ、正体不明の化け物に加え、勇者をも超える世界最強の英雄であるアシュノが敵にまわる。帝国にとって、これ以上の悪夢はないだろう。

			「まっ、待ってください、英雄様。英雄様は帝国をお捨てに」

			「捨てる？　わたしは封印の維持をするのに都合が良かったから帝国にいただけよ。こんなことをされたんじゃ、帝国にいる意味がない。……それに、父さんに、あの人を任せるって言われたから」

			　その言葉を最後にアシュノは闇に消えていく。

			　ヴォルデックの部下たちはその場に立ち尽くし、やがてヴォルデックの頭をかかえて重い足取りで帝国を目指し始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おかえり、シリル」

			「おかえりなさい、シリルくん」

			「ただいま、ルシエ、クウ」

			　俺は満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)の体を引きずり、エルシエに戻ってきた。

			　エルシエにたどり着いた瞬間、張り詰めた糸が切れて、前のめりに崩れ落ちる。

			　ルシエは、そんな俺を受け止め、抱きしめてくれた。

			「シリルが無事でよかった」

			　ルシエの安(あん)堵(ど)した声が聞こえた。

			　俺はルシエの胸の中で微笑(ほほえ)む。

			　ルシエはいつものルシエだ。俺が化け物と知っても変わらずに接してくれる。

			「シリルくん、早く家に戻りましょう。シリルくんの魔力の流れがおかしいです。それに、顔色がすごく悪い。意識を保つのが精一杯の状態じゃないですか」

			　そして、クウが心配そうな顔で俺の顔を覗き込んでくる。

			「うん、ちょっと無理をした」

			　多数の俺を犠(ぎ)牲(せい)にした連続での【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】。あれだけのことをして、無傷というわけにはいかない。

			　魔力回路が過負荷で一部焼け切れ、魂(たましい)も悲鳴をあげている。

			　今の俺はろくな魔術を使えない。

			「なら、はやく行こう、シリル」

			　ルシエが肩を貸してくれ、俺を家まで連れていこうとする。

			「駄目だ、まだ戦いは終わっていない。俺が指揮をとらないと……」

			　そうだ、戦争は終わっていない。

			　アシュノを倒したことで一次的に撤退したが、敵はまだ近くにいる。

			　戦いが終わるまで、俺は倒れるわけにはいかない。

			「大丈夫だよ。もう、アシュノはシリルが倒したし、マナを普通に使えるんでしょ？　それなら、私たちだけでなんとかするよ。今までたくさん戦い方をシリルに教わったしね」

			「そうです。いくら敵の数が多くても、エルフと火狐の力を合わせれば、なんとかなります」

			　二人の心強い言葉。だけど、その言葉に甘えるわけにはいかない。

			　そんなことを考えていると、風が頬をなでた。

			「この戦争は終わったわ。わたしたちの負け。魔物をなぎ倒す光景を見て、帝国兵はみんな逃げ始めてる」

			　アシュノが空から舞い降りた。

			　周辺に居たエルフたちがいっせいにアシュノに向かってクロスボウを構える。

			「みんな待て、まず話をする」

			　俺は、エルフたちにクロスボウを下ろさせる。

			「アシュノ、戦争が終わったと言ったが、その言葉が本当かどうか、わからないな。俺たちを油断させるための罠(わな)かもしれない」

			「どうしてそんなことを？　魔物を蹴(け)散(ち)らして、再封印するのにあなたは力を使い果たした。わたしの見立てでは、まともに魔術を使えるまで一週間はかかる。その気になれば、わたしは一人でここにいる全員を皆殺しにできる」

			　アシュノはなんでもないことのように言う。

			　そして、それは真実だ。

			「でも、それはしないわ。封印を解いてしまったのはわたしのミス。そのせいで、あなたには犠(ぎ)牲(せい)を強いた。そこにつけ込むなんて真似はできない。それに、わたしはこの戦争でも、一対一の決闘でも負けている。これ以上、惨(みじ)めなことはしない。わたしの負けよ」

			「その言葉、信じていいんだな」

			「ええ、わたしはヴォルデック公爵を殺して、エルシエにつくと彼の部下に伝えたわ。魔物を滅ぼしたあなたの力を見て、トップのヴォルデック公爵が死に、わたしを敵に回して、それでも戦うような人間は帝国にはいないわ」

			　アシュノの性格上、嘘ではないだろう。

			「これから、どうするつもりだ」

			「あなたがそこまで、ぼろぼろになったのはわたしの責任、そして封印を解かれたのもわたしの責任。だから、あなたが復調するまでの間は、万が一に備えてわたしがエルシエを守る。できれば、エルシエ内に寝床を用意してもらえると助かるわ」

			　周囲にいるみんながざわめく。

			　こんなことを言われたら当然だろう。

			「わかった。寝床を用意しよう」

			「シリル、この人を信じるの？」

			「うん、大丈夫。この人は信じていいよ」

			　アシュノはきっと、シュジナとの約束をやぶることはできない。

			「アシュノ、あとでゆっくりと話そう。シュジナのことを教えてほしい」

			「いいよ。わたしも、あなたのことが知りたい。それに他の封印の状態も伝えておきたいわね」

			　アシュノと握手をする。

			　これで、戦争は終わった。

			　俺たちは勝ったんだ。

			　なら、もう一つの仕事を終わらせないといけない。

			　俺はルシエに目線で合図をして、少し離れてもらい一人で立つ。

			　まだ、ふらつくが気合を入れる。

			「エルシエの民よ。聞いてくれ、俺たちはこの戦いに勝利した！　これでエルシエの脅(きよう)威(い)はなくなった！」

			　おそらく、帝国はもうエルシエを攻めてくることはない。

			　これだけの兵をつぎ込んで勝てなかった上に、アシュノがこちらについた以上、次に挑んだとしても勝算はないからだ。

			　みんながほっとした顔になる。

			「そして、一つ告白させてくれ。もう、知っている者も多いと思うが、俺は化け物だ。転生を繰り返し、過去の自分に変身できる力がある。山を吹き飛ばした龍。あれは俺だ」

			　みんなが息を呑む。

			　南方面に居た連中は、みんな俺が変身し、飛んでいく姿を見ている。もう、隠すことはできない。なら、正直に話すしかない。

			「俺が怖いのなら、言ってくれ。もう、エルシエは俺がいなくてもやっていける。出ていってもいい」

			　ルシエとクウには悪いと思う。最悪、俺は二人だけを連れてエルシエを去ることも考えていた。

			　しかし、俺がそう言った瞬間、小さな影が俺のほうに飛び込んできた。

			「シリル兄様が行っちゃうなんて、ユキノは嫌」

			「クロも、シリル兄様と一緒がいい」

			「そうです。私だって、シリル兄様がいないと嫌ですし、クウ姉様を置いていくなんて許さないです！」

			　俺に懐いている三人の火狐たち……ユキノ、クロネ、ケミンだ。

			　みんな俺の体にまとわりついて、けして逃さないとぎゅっと掴(つか)む。

			「おい、長、長が化け物なんて、今更だ。んなこと、わかっている。変身ができるぐらいがなんだ」

			「シリル様があってこそのエルシエです。このクラオ、シリル様がいないエルシエなんて認めませんぞ、シリル様が出ていかれるなら、お伴します！」

			　精鋭部隊を率いるロレウと、村長代理のクラオが笑顔で口を開く。

			　今思えば、この二人にはずいぶんと助けられたな。

			「俺たちだけじゃない、みんなもそうだよな！　ここには、長に感謝する奴らばかりだ、長に出ていけなんて言う奴は一人もいねえ」

			　ロレウが叫ぶと、周りのみんなが頷(うなず)いた。

			　そして、口々に俺に行くなと言ってくれた。

			　そうか、俺が今までやってきたことは間違いじゃなかったのか。

			　ちゃんと、俺はエルシエの民に慕われていた。

			「シリルくん、みんなが怖がったら出ていくなんて無責任ですよ」

			「そうだよ、シリル。シリルがエルシエって国を作ったんだから、最後まで面倒を見ないと」

			　ルシエとクウが、茶化すような口調で言ってくる。

			「だいたい、シリルはどうなの？　みんなが怖いって言ったら、本気で出ていくつもりだったの？　シリルにとって、エルシエってその程度のもの？」

			　ルシエの言葉で、目が丸くなる。

			　ああ、そうか。簡単だ。

			「そうだな。俺はエルシエも、ここにいる人たちも大好きだ。俺は、ずっとここにいたい。たとえ、まわりの連中が嫌だって言っても残りたい。初めから選択肢なんてなかったんだ」

			　俺がそう言った瞬間、周囲に笑い声が満ちた。

			　そんな中、クウが口を開いた。

			「ねえ、シリルくん。私は昔、シリルくん一人なら、エリンや帝国に行けば、もっと成功して、贅(ぜい)沢(たく)な暮らしができるんじゃないかって聞いたことがあります。そのときにシリルくんは、その通りだって言って、そのあと、どう言ったか覚えています？」

			　少し考えるが、記憶になかった。

			　そのときの俺は、本当に何気なく答えたんだろう。

			「ごめん、クウ。覚えてない」

			「じゃあ、教えてあげます。シリルくんは、こう言ったんです……『俺は今が幸せなんだ。可愛(かわい)い嫁がいて、気のいい仲間に囲まれて、飯がうまくて、気持ちよく笑える。それ以上のことは望まない』」

			「よく、覚えているな」

			「はい、私はその言葉を聞いてシリルくんのことをもっと好きになりましたから。……シリルくんにとって今のエルシエは、そんな場所ですか？」

			　考える必要はなかった。そう、そんなことはわかりきっている。

			「ああ、ここはそんな場所だ。俺の理想の国だよ」

			　俺は微笑(ほほえ)んだ。

			　そうだ、ここは俺が作りたかった国(居場所)なんだ。

			「安心したら、眠くなった。ごめん、みんなあとは任せる」

			　そして、安らかな気持ちで目を閉じた。

			　眠りにつく瞬間、ルシエとクウの笑顔が目にうつる。

			　今日は、いい夢が見られそうだ。

		

	
		
			　

			エピローグ　エルフ転生からのチート建国記

			　

			　帝国との戦争が終わり、数か月が経った。

			「ユキノ、もう少し火力をあげて」

			「シリル兄様、こう？」

			「もっと強くだ！」

			「わかった、がんばる！」

			　俺は新設した鍛(か)冶(じ)場で槌(つい)を振るう。

			　剣を鍛(きた)えているのだ。

			　俺が槌を振り下ろすたびに火花が散っている。

			　一振り、一振りに魔術的な意味を付与していく。

			　これは、ドワーフのクイーロが使う固有魔術を汎用魔術で模したものだ。

			　クイーロほどはうまくいかないが、ただの剣ではなく、魔剣として、新たな剣は生まれようとしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ようやく、できたな」

			「シリル兄様、どう？」

			「まだまだだね」

			　俺は、壁に立てかけた十二本の魔剣を見ながらつぶやく。

			　この壁に立てかけられている魔剣はすべて、最後の【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】でクイーロが呼び出したものだ。

			　通常、【輪(りん)廻(ね)回(かい)帰(き)】で呼び出した物質は本人と共に消えるが、なぜかこれだけは残った。吸血鬼グラムディールの力で異常なまでに魔力が体を巡っていた影響かもしれない。

			　だが俺は、クイーロが残したいと思ってくれたからだと信じている。

			　あいつは、消え去る間際に言った。

			『これほどの物が作れるか、小童』

			　きっとクイーロは、俺にお手本を残してくれたのだ。

			「シリル兄様の剣、こんなにすごい剣なのに……」

			　ユキノが俺の鍛(きた)えた魔剣を手にとって首をかしげながら言う。

			　魔剣が鈍く輝いた。

			　斬撃強化の術式を込めた一品。確かにいい品ではある。

			「いい剣だとは思うけど、俺は、これに追いつかないといけないからね。だからまだまだだ」

			　クイーロが残した剣の一本を手に取る。この剣を前にすれば、俺の作った剣など足元にも及ばない。だからこそ目指す価値がある。

			「ユキノも一緒に頑張る！」

			「ああ、頼りにしているよ」

			　俺はユキノに微笑(ほほえ)みかけて頭を撫(な)でる。

			　確かに、クイーロの存在は消えた。だが、彼の知識・技術は頭に残っている。そして、クイーロだった俺を経験したことで、俺の体が確かにクイーロの動きを覚えているのだ。

			　ユキノの炎の力を借りて、なんとか真似事ぐらいはできるようになってきた。

			　まだまだ遠いが、いずれ、クイーロを抜き去ってみせる。

			　クイーロだけじゃない、グラムディールも、ディートも、シュジナも、彼らの存在を無駄にしてたまるか。

			「シリル兄様、剣を作り終わったから、ユキノに鍛(か)冶(じ)を教えてくれる時間！」

			「ああ、いいよ。ユキノのおかげでずいぶんと捗ったからね」

			　ユキノが目を輝かせながら催促をしてきた。

			　俺一人では、魔剣を鍛(きた)えるほどの炎を作ることができないので、ユキノに力を借りているが、その代わり、ユキノには俺の鍛冶技術を教えることになっていた。

			　ユキノは筋がいい。いずれ、独り立ちして立派な鍛(か)冶(じ)師(し)になるだろう。

			「その前に……ユキノに言わないといけないことがあったんだ。ちゃんとペンダントを使ってくれてありがとう」

			「大事なときにちゃんと使うってシリル兄様と約束したから」

			　ユキノは寂(さび)しそうな表情を浮かべて、首飾りを撫(な)でる。その首飾りは宝石がついていた場所が空になっていた。

			　そう、首飾りの宝石は使えば壊れる一度きりの通信魔術の媒体だった。

			　ユキノは宝物にしていた首飾りを、エルシエのみんなのために使ってくれた。

			「そんな偉いユキノのために、新しいプレゼントを贈りたい。何がいい？」

			「シリル兄様の赤ちゃ、……ううん、指輪がいい。シリル兄様、指輪が欲しい。今度は絶対壊れないのが欲しい」

			　ユキノはちょっとだけ、悲しさが混じった笑みを浮かべてそう言った。

			「いいよ。近いうちに造って贈るね」

			「シリル兄様、一生、大事にする」

			　ユキノが俺の胸に飛び込んで抱きついてきた。

			「それじゃ、鍛(か)冶(じ)の勉強をしようか」

			「うん！」

			　ユキノが喜んでくれてなによりだ。

			　素敵な指輪を造らないといけない。

			　俺は、ユキノに鍛(か)冶(じ)を教えるための準備を始める。

			　すると、扉を叩く音が聞こえた。

			「シリル兄様、クウ姉様とルシエ様が呼んでるの！」

			「もう、約束の時間です。急いでください」

			　扉を開けると、黄色い火狐のケミンと黒い火狐のクロネがいた。

			　俺を呼びに来たのだ。

			「そういえば、今日だったな。ユキノ、鍛(か)冶(じ)を教えるのはまた今度だ」

			　俺はユキノの頭を撫(な)でながら、そうつぶやく。

			「わかった。シリル兄様、約束だから。戻ってきたら絶対教えてね」

			「うん、約束するよ」

			　そう言い残し、俺は鍛(か)冶(じ)場を後にする。

			　後ろを振り向くと、ユキノが大きく手を振っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル様、お疲れ様です」

			「こっちでの生活は慣れたか？」

			「ええ、エルシエは過ごしやすいですね」

			　俺はエリン方面の門に向かう最中に、一人のクワを担いだ男に声をかけられた。コボルト族のヨハンだ。

			　彼を含めた何人かがベル・エルシエからエルシエに移住してきている。

			　今はまだ、ごく少数だが、少しずつエルシエもエルフや火狐以外の民を受け入れ始めるつもりだ。

			　エルシエは色んな種族が分け隔てなく共存する国。そこに向かって前進している。

			「それは良かった。頑張れよ」

			「はい、シリル様がせっかく呼んでくださったんです！　ご期待にそえるように頑張らせていただきます！」

			　コボルト族のヨハンは元気よく返事をすると、クワを担ぎながら、エルフたちにまじり農地に向かって走っていった。

			　これから、エルシエも人が増えて、どんどん活発になっていくだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「シリル、遅いよ」

			「そうです、もうアスールさんが来てますよ」

			「悪い、ちょっと今日のうちに、作りかけだった剣を完成させたくてね」

			　エリン方面の門に着いた途端、俺を見送りに来たルシエとクウが口を開いた。

			　俺は、今からアスールたちとともにコリーネ王国の王都に向け出発する。

			　余裕をもって来れば良かったのだが、魔剣を作りかけのまま、エルシエを出るのは気持ち悪かったので、ぎりぎりまで作業していた。

			　魔剣が完成して本当に良かった。

			「ほら、ライナ。パパですよ」

			　クウが胸に抱く赤ん坊に声をかける。

			　すると、その子が俺に向かって手を伸ばしてきた。

			　クウが産んだ双子の片割れの男の子だ。クウと同じ金色の髪と狐耳。

			　俺はその子に向かって手を伸ばす、すると小さな手が俺の指を掴(つか)んだ。

			　その瞬間、とてつもない愛おしさが湧いてきた。

			　なぜか、隣にいるルシエが慌て始める。

			「うっ、うえええええんん」

			　突然、ルシエが胸に抱いている赤ん坊が泣き出したのだ。

			　こっちは双子のもう一人、女の子のほうだ。この子も金色の髪と狐耳をもって産まれてきた。

			「シリルがライナくんだけにかまうから、ソラちゃんが怒っちゃったよ」

			「ああ、すまない」

			　ルシエがこっちに近づいてきたので、空いている左手をソラのほうに伸ばすと、泣き止み、そして笑って俺の指を握った。

			「シリルくん、いいお父さんになりましたね」

			「うん、シリルはすっごく、この子たちに懐かれてる」

			　二人の子供に指をされるがままにさせる。

			　自然に頬が緩(ゆる)む。

			「私も早く産みたいな」

			「確か、あと半年ほどで産まれるんですよね」

			「うん、楽しみ。シリルに名前を考えてもらっているんだ」

			　ルシエが満面の笑みを浮かべる。

			　そう、ルシエも妊娠している。もうすぐ、三人目の子供が産まれる。

			「あっ、ライナとソラ、寝ちゃいましたね」

			「やっぱり、寝顔も可愛(かわい)いね。二人とも、シリルじゃなくて、クウ似だね。本当に可愛(かわい)い」

			　二人の子供は安心してぐっすり眠った。

			　俺は二人を起こさないようにそっと、手を引く。

			「それじゃ、行ってくる」

			「行ってらっしゃい、シリル」

			「できるだけ早く帰ってきてくださいね。シリルくん」

			「もちろん、そのつもりだ。可愛(かわい)い奥さんと子供が待っているからね」

			　俺はルシエとクウにキスをして、二人……いや、四人に見送られエルシエの外に出た。

			　そこには、エリンのお嬢様のアスールと、その付き人のじいがいるはずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外に出た俺は、アスールとじいに遅いと文句を言われながら馬車に乗った。

			　俺を乗せた馬車はエリンを通り過ぎ、コリーネ王国の王都へと向かう。

			　王都では、コリーネ王国の友好国を集めて、同盟を結ぶための会議が開かれる。

			　以前、コリーネ王国によってエルシエが一つの国として認められるように書状が出されたが、これまで俺が直接他の国の代表と話す機会はなかった。

			　アスールがちょうどいい機会だと俺をこの会議に呼んでくれたのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　王城の一室で会議が始まった。

			　一国の代表者たちが一人ずつ立ち上がり、同盟に参加することを表明し、それが終われば座るといった流れで会議は進行する。

			　外交官ではなく、各国の代表者が来ていることからも、この会議の重要性が分かる。

			　なぜか、その中にはアシュノの姿があった。

			　彼女は、俺の傷が癒(い)えたあと、突然姿を消した。まさか、ここで会うとは思っていなかった。そして、俺の番が来た。

			「はじめまして。私がエルシエの代表、シリル・エルシエです」

			　この時代、姓をつけるのは貴族だけだ。

			　この場で姓がないのは格好がつかないと言われ、俺はエルシエを家名とした。

			　だから、シリル・エルシエと名乗る。それが一番俺にふさわしい名前だからだ。

			「この場に呼んでいただき感謝します。エルシエは同盟に入り、共存共栄を目指したいと考えております」

			　各国の代表者たちからざわめきが起こる。

			　エルシエのうわさを聞いているからだろう。

			　圧倒的小国でありながら帝国を打ち破った奇跡の国。

			　封印から溢れ出た魔物たちを一掃した化け物と、封印を修復できる神話級の魔術師がいる国。

			「エルシエが同盟に加わることに賛成のものは拍手を」

			　コリーネ王国の王がそう言うと、すべての参席者が拍手する。

			　俺は少しだけだが、頬を緩(ゆる)めた。

			　これで完全にエルシエは一つの国として認められ、しかも大国の後ろ盾を得たのだ。

			　さあ、気を引き締めよう。もう一つの仕事が俺にはある。

			「みなさん、迎え入れてくださってありがとうございます。さっそくですが、世界の平和のため、提案させていただきたいことがあります。それは、かつて大魔導師シュジナが施(ほどこ)したエルナの封印について。なぜ、提案が必要になるかというと、あの封印は近いうちにすべて壊れるからです」

			　俺がいきなり投げ込んだ爆弾に、この場にいるアシュノ以外の全員が腰を抜かす。

			　そして、驚きが過ぎ去ったあと、俺の言葉を疑う声が出始めた。

			「その人が言っていることは本当、わたしが保証する」

			　しかし、アシュノの一言で全員が俺の言葉を信じた。

			　さすがは五百年前から封印を守っている英雄様だ。

			　みんなが、俺に続きを話すように促す。

			「封印が解かれた際に被害を出さないために、どうすればいいか提案します。この場にいるすべての国の協力が必要になりますが、不可能ではありません。どうか、力を貸していただきたい」

			　俺は封印について語り始める。

			　アシュノがエルシエにいた間、シュジナたちが残してくれた知識とアシュノの経験を合わせて、俺とアシュノは今後、封印をどうするかを語り合った。

			　その結果をこの場で共有する。

			　やっと手に入れた平和を守るため、また新たな戦いが始まる。

			　これからも俺は、大好きな人たちがいる国……俺が仲間たちと作り上げたエルシエを守り、そして大きく豊かに育てていくだろう。

			　やることは山積みだ。だけど、そのことがたまらなく幸せだった。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			『エルフ転生からのチート建国記⑤』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　いよいよ最終巻となりました。シリルたちが今まで積み重ねてきたもの、強さや絆、戦力。そういったものをすべて出し切り最後にして最大の戦いを繰り広げます。

			　シリルが目指し続けてきた、誰もが笑って幸せに暮らせる国。それが実現できたかどうか、是非お楽しみください！　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました！

			　

			宣伝

			　

			　エルフ転生シリーズは五巻で完結となります。

			　シリルたちのその後については、モンスター文庫様でエルフ転生シリーズと平行して連載している『チート魔術で運命をねじ伏せる』にて、描かれております。こちらはエルフ転生シリーズの三十年後の世界を舞台に、シリルの娘であるクーナという火狐の少女をメインに繰り広げられる冒険活劇です。四巻が来年の一月末に出版される予定です。この機会に一巻から集めていただけると嬉しいです。

			　新シリーズ、『お菓子職人の成り上がり』もＭノベルスさん（文庫ではなく単行本のシリーズ）でやらせていたただいております。お菓子職人が貴族に転生して大活躍、こちらも二巻が来年の一月末発売なので、気になったら是非！

			　

			謝辞

			　

			　ＧＵＮＰ先生、素晴らしいイラスト感謝です。最後まで素敵なイラストをありがとうございました。一緒にお仕事ができてうれしかったです。同人誌の他にも、アンソロジー等、多分野でご活躍されているのを見て、自分のことのように喜んでおります。

			　担当編集の荒田様。エルフ転生をはじめとした作品にご協力いただきありがとうございます。

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いたサトモト様、新垣様、ここまで読んでくださった全ての読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。

			　

			　

			２０１６年12月　月夜 涙

		

	
		
			月夜涙（つきよるい）

			ライトノベル作家。キャラクターを可愛く書くことに命をかけています。キツネとエルフが大好き。読者様が楽しんでくれることを祈っています。（二〇一六年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			ＧＵＮＰ（ガンプ）

			名古屋在住のユニット漫画家＆イラストレーター。『艦これ、一航戦、出ます！」（角川スニーカー文庫）『ＣＨＡＯＳ;ＨＥＡＤ　らぶＣｈｕ☆Ｃｈｕ！』（ファミ通クリアコミックス）『瞳のフォトグラフ』（Ｆｌｅｘ　Ｃｏｍｉｘ）他オリジナル作品進行中。（二〇一六年十二月現在）

		

	
		
			エルフ転(てん)生(せい)からのチート建(けん)国(こく)記(き)⑤

			発行日：２０１６年12月31日

			著　者：月(つき)夜(よ)涙(るい)

			発行人：稲垣　潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Rui Tsukiyo 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『エルフ転生からのチート建国記⑤』（２０１６年12月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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